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　　　　　１




　ベティス大たい公こう国こくの首都にあるマクシミリエヌス家の別べつ邸てい。

　ドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌスは、ここにいた。




　ドゥイエンヌは中庭に面した広々とした食しよく堂どうの大きな食卓で朝食を摂とっているところだった。

　大きく取った窓に嵌はまった透明の硝子グラウスからは明るい春の日射しが食堂に差し込み、暖だん炉ろで盛さかんに燃える薪まきの炎が室内を暖かさで満たしていた。

　食堂の壁には額がくに入った絵かい画がが何枚も飾られている。

　それらは過去から現在に至るマクシミリエヌス家代々の当主や、その家族を描いた物だった。いずれの絵画も華か麗れいな衣装を身に纏まとい自信に満ちた表情の人物を精せい巧こうな筆ひつ致ちで描き出している。

　他に目立つ物といえば天てん井じようからぶら下がっている豪ごう華かな吊り照明くらいで、ベティス大公国でも一、二を争う大貴族の邸てい宅たくの食堂――別宅にしても――にしては意外と地味な印象だ。

　もっとも、地味な食卓や椅い子すが安物とは限らない。ドゥイエンヌが座っている椅子も有名な家具職人を呼んで作らせた一品である。




　いつもドゥイエンヌの背後に控えているマルチミリエだが、今日は珍めずらしく主人と同じ食卓についている。ドゥイエンヌと打ち合わせをするためだ。

　マルチミリエとしては、ドゥイエンヌと同じ食卓に座るのは恐れ多いことなのだが、主人と話をするのに背後に立っていたのでは、そのほうが失礼だ。

　とはいえ、マルチミリエはすでに朝食を済ませているから、同じ食卓についていても、一緒に食事をすることはない。

　マルチミリエの前にあるのはお茶の入った食器に紙製の雑ざつ記き帳ちようと筆ひつ記き具ぐだけだった。

　高価な紙を、さり気なく雑記帳にまで使っているのが、さすがに大貴族の面めん目もく躍やく如じよといったところだろうか。

　マルチミリエは雑記帳を指で繰くりながら、そこに書かれた数字を確認しているところだった。

「どうなのかしら、マルチ、人の集まり具合は？」

　優ゆう雅がに手を動かして食事を口に運びながら、ドゥイエンヌが訊きいた。

　今日のドゥイエンヌは、自身の鮮あざやかな赤毛に合わせたかのような緋ひ色いろの長なが裳もに身を包んでいる。

　椅子に腰かけ、真っ直ぐに背筋を伸ばしたまま雑記帳を繰っていたマルチミリエは、ドゥイエンヌの呼びかけに指の動きを止め、顔を上げた。

「あまりぱっといたしません、ドゥイエンヌ様。最近は各地の都市で傭よう兵へいを募つのっておりますし、ここ、ベティスでも事情は同じですので」

「つまり、お金の問題が大きいわけね」

「はい。不本意ながら」













「給きゆう金きんを引き上げるにしても、わたくしの私し財ざいにも限度がありますし」

　ドゥイエンヌがため息を吐つく。

「家のお金は使えませんからね。なかなか思うようにはいかないものだわね」

　彼女にしては珍しく意い気き消しよう沈ちんといった体ていである。

　すると。

「あらあら、ドゥノ、珍しく憂ゆう鬱うつそうなお顔だこと」

　落ち着いた、それでいて覇気を感じさせる、女性にしてはやや低めの声が食堂の入り口のほうから聞こえてきて、ドゥイエンヌとマルチミリエは発バ条ネ仕掛けの人形のように立ち上がった。

　ドゥイエンヌのことを二に番ばん名なで呼べる人物など、そうはいない。

　家族の中でも目上の者か、マクシミリエヌス一族の中の重じゆう鎮ちんに限られる。そして女性の声とくれば、これはもう確認するまでもなく、ベティス大公国の財ざい務む卿きようを務めるドゥイエンヌの叔お母ば、マルガロッテ・マルカ・マクシミリエヌスだ。

「ロッテお姉様！」

「久しぶりね、ドゥノ」

　ドゥイエンヌが折り目正しく腰を折って叔母を出迎えた。

「おはようございます、ロッテお姉様。ようこそお出いでくださいました」

「ご無沙汰しております、マルガロッテ様」

　マルチミリエが巨体を折り曲げ、額が膝ひざにつきそうなほど深々と低てい頭とうした。

「相変わらず背せが高いわね、マルチミリエ」

　と言うが、マルガロッテは背が低いわけではない。

　ドゥイエンヌにも負けないくらいの高身長だから、今の言い方は自分やドゥイエンヌよりもさらに背の高いマルチミリエをからかっているだけなのだろう。

　マルチミリエは、またも低頭した。

「申し訳ございません。ドゥイエンヌ様やマルガロッテ様を見下ろすなど、従者にあるまじき不ふ遜そんな振る舞いであること、重々承しよう知ちしておりますが、生あい憎にくとこの背せいだけは縮めることが適かないません。どうかお許しくださいませ」

　くくっ、と悪戯いたずらっ子のような笑みを漏もらしたマルガロッテは、年の頃なら二十代後半から三十代前半だろうか。マクシミリエヌス一族の後ろ盾だてがあるとはいえ、その若さでベティスの財務卿を任されているのだから、恐ろしく有能な女性ということになる。

　ドゥイエンヌにも負けない鮮やかな赤毛を短く切り揃そろえたマルガロッテは、ドゥイエンヌとは違って筒つつ袴ばかまを穿いていた。

　上半身も下着――上着の下に着る服という意味――の上から明るい色合いの筒袖そでの上着を羽は織おるという出で立ちで、なかなか男前な女性だった。もっとも、出るべきところはしっかりと出ているので、男のような恰かつ好こうをしていても、どこか妖よう艶えんな雰囲気を醸かもし出している。

　ドゥイエンヌは幼い頃からマルガロッテによく懐なついていた。

　マルガロッテもドゥイエンヌを可愛がっていたので、ドゥイエンヌが長ちようじた今でも、二人は実の姉妹のように仲がよい。

　だからドゥイエンヌは、今でも叔母のことを「ロッテお姉様」と呼んでいる。

「気にすることはないわね、マルチミリエ。傲ごう岸がん不ふ遜そんなドゥノは、貴女あなたを見上げる度にこの世界で決して自分がいちばんではないことを思い出すでしょう。言うなれば貴女はドゥイエンヌが思い上がらないための抑よく止し力りよくね」

　なんと応えていいかわからず、マルチミリエは固まってしまう。

　その対面では、ドゥイエンヌが少し顔を赤くして額に冷や汗を浮かべている。

　マルガロッテは、もう一度、くくっ、と笑ってから笑みを収めて訊きいてきた。

「少しいいかしら、ドゥノ？」

「も、もちろんです」

　ドゥイエンヌは上座の席を指し示した。

「どうぞ、おかけください」

「ありがとう」

「ご一緒に朝食を如何いかがですか？」

「必要ありません。朝食はもう済ませてきました」

「では、お茶を」

「そうね、いただくわ」

　ドゥイエンヌがマルチミリエを見やった。

　マルチミリエは足早に真っ直ぐ食堂を横切り、隣となりの厨ちゆう房ぼう兼配はい膳ぜん室しつへ姿を消した。
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　マルガロッテが上かみ座ざの椅子に腰を下ろすと、やがてマルチミリエが女じよ給きゆう――この世界では女性給仕人のことを女給と略りやくすことが多かった――を引き連れて戻ってきた。

　女給がお茶を淹いれ終えて下がっていくと、マルガロッテは優雅な所しよ作さで高価な磁じ器き製せいの器を持ち上げ、美お味いしそうにお茶を飲んだ。

　マルガロッテが話し出すのを、ドゥイエンヌはおとなしく待っている。

　やがてお茶を飲み干すと、マルガロッテは静かに茶器を受け皿に戻した。

「ドゥノ」

「はい、ロッテお姉様」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのために一仕事するつもりのようですけど、事は上う手まく進んでいるのかしら？」

　ドゥイエンヌの顔に翳かげが差す。

「いえ、それが……世の中、なかなか思うようにはいかないものですね、お姉様」

　マルガロッテは、また、くくっ、と笑った。

「世間の厳しさを知ることも、貴女にとってはとてもいいことだわ」

「打ちひしがれているわたくしを、あまり虐いじめないでください」

　ドゥイエンヌがこんな弱音を吐はくのも珍しい。

　つまりマルガロッテは、ドゥイエンヌにとって、気の置けない、飾かざる必要のない相手ということなのだ。

「そんな貴女に贈り物をしましょう」

「はい？」

　ドゥイエンヌが顔を上げると、マルガロッテは、ふふ、と含み笑いを見せた。

「大たい公こう様さまが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの援軍を用意してくださったのよ」

「えぇ？　本当ですか!?」

　ドゥイエンヌが目を輝かせてマルガロッテを見やった。

「本当よ」

「ですが、いま我が国は白兎騎士団しろうさぎに援軍を差し向けるような余裕はない……はずではありませんか？」

「そうだわね。西方の反ベティス勢が意外としぶとくて手を焼いているわ。おかげで、主力を投入して一気にカタをつけるという戦せん略りやくが狂ってしまったわね」

　そのために大だい平へい原げんから兵力を引き抜き、結果、大平原でルーアル・ソシエダイ王国に押されまくっている。

　ドゥイエンヌもそれを知っているから「援軍を差し向ける余裕はないのでは」と訊いたのだ。

「ですから、援軍といっても実態は間に合わせなのよ。新しん規きに募集した新しん米まい兵を集めただけの急きゆう造ぞう部ぶ隊たいなの」

　ドゥイエンヌの顔から、たちまち輝きが消えた。

「兵数は五百ほどだったわね。不本意だけど、現状、我が国はそれで精一杯なの」

　ドゥイエンヌは無言で頷うなずく。

「それをドゥノ、貴女に任せるというお話を大公様から戴いただいたわ」

「え……えぇ!?」

　ドゥイエンヌは思わず知らず椅子から腰を浮かせていた。

　それほど唐とう突とつで予想外の話だったのだ。

「ドゥノ。食事中に無む闇やみに立ち上がるのは感心しないわね」

「あ。あぁぁ、申し訳ありません」

　ドゥイエンヌが慌てて腰を落とすと、またもやマルガロッテは、ふふ、と笑った。

「ですが、その兵数でもまだ足りませんね。ですから大公様は、傭兵を募集するための軍ぐん資し金きんも用意してくださったの。それをわたくしが預かっています」

「で、では、お姉様が傭兵団を組織してくださるのですね！」

　ドゥイエンヌがそう意気込むと、マルガロッテは、いいえ、と冷れい淡たんに否定した。

「わたくしは忙しい身ですからね。そのような些さ事じにかかずらっている余裕は、これっぽっちもありません」

　白兎騎士団しろうさぎ救援のための傭兵募集を些事と言われてしまって、さすがのドゥイエンヌも顔を顰しかめた。

「ですから、その些事は貴女に任せるわ、ドゥノ」

「……え？」

　ドゥイエンヌが目をぱちくりさせている。

「ですから。まだ若じやく輩はい者ものの貴女でも、そのくらいの些事ならば全まつとうできるでしょう？」

　ドゥイエンヌはマルガロッテの意思を理解した。意図を了解した。

　彼女は、救援部隊をすべてドゥイエンヌに任せると言っているのだ。

　新兵と傭兵から構成される急造部隊を見事指揮して白兎騎士団しろうさぎの救援に赴おもむけと言っているのだ。それができるかと問うているのだ。

　大公に上じよう申しんしてこの計画を認めさせたのもマルガロッテなら、作戦をドゥイエンヌに任せるという許可をもらったのもマルガロッテなのだろう。

　戦せん費ぴ調ちよう達たつが大変なこの時期に傭兵募集の軍資金を捻ひねり出せたのも、財務卿である彼女の手しゆ腕わんのおかげだ。

　おそらく作戦指揮官は元白はく兎と騎士団のドゥイエンヌが相応ふさわしいとかなんとか、上う手まいこと大公を言いくるめたに違いない。

　ドゥイエンヌは勢いよく立ち上がると、背筋を真っ直ぐに伸ばし、体の向きを変え、マルガロッテに対して深々と腰を折った。

「ありがとうございます、ロッテお姉様。わたくし、必ずやお姉様のご期待に添そう覚かく悟ごでおります！」

　マルチミリエも、無言のまま、主人に合わせて大きく腰を折っている。

「あらあら、お行ぎよう儀ぎが悪いと注意したばかりなのに、ドゥノったら」

　マルガロッテは、やれやれとばかりに首を左右に振ってみせる。

「お姉様にお礼を言うほうがお行儀などよりずっと大事ですもの。そう、言うなれば、お行儀なんてクソ食らえ！　ですわね」

　マルガロッテは、くくくっっ、と嗚お咽えつするように笑った。

「貴女も随ずい分ぶんと楽しい女になったものね、それも白兎騎士団しろうさぎ入団の御ご利り益やくかしら」

「そうかもしれませんわ、ロッテお姉様」

　真面目な顔でそう応えたドゥイエンヌの脳のう裏りに、懐かしい顔が浮かんでは消えた。




　同期のアフレア、ジアン、セリノスとノエルノード姉妹、ウェルネシア、デイレィ、レオチェルリ、そしてガブリエラ。

　白兎騎士団しろうさぎでは、有能な同期生たちと共に何度となく困難に立ち向かい、様々な経験を積むことができた。

　それらは大貴族の娘であるドゥイエンヌにとっても得え難がたい貴重な経験だった。

　さらには世話になった先輩たち――レフレンシア、レオノーラ、ヨーコ、アルゴラ、クシューシカ、マクトゥシュ、アナなどの顔も浮かんできた。

　中でもレフレンシアには、世話になった。

　それだけでなく、いろいろと教えられた。

　組織の指導者はどうあるべきかということを身を以もつて叩き込んでくれた。

（今こそ、その恩を返すときですわ。わたくし、受けた恩はきっちり利り息そくを付けて返す女ですわよ）

　ドゥイエンヌの脳裏に、もう一度、ガブリエラの顔が浮かんだ。

　気の弱そうな笑顔でドゥイエンヌにへこへこと頭を下げるガブリエラ。

　レフレンシアの無茶ぶりに困った顔で泣き笑いをしていたガブリエラ。

　真面目な顔でとんでもなく黒い策さく略りやくを披ひ露ろうするガブリエラ。

　追い込まれたときほど真価を発はつ揮きしたガブリエラ。

　今では団長に昇格したガブリエラ。

　けれど白兎騎士団しろうさぎは、そんなガブリエラであっても二につ進ちも三さつ進ちもいかないような窮地に陥っているはずだ。

（待っていなさい、ガブリエラ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、このわたくし、ドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌスが救ってさしあげますわよ。まぁ、ついでにあなたもね）




「ドゥノ」

　とマルガロッテに呼ばれ、ドゥイエンヌは思考を現実に引き戻す。

「あ、はい、お姉様」

「この件の担当者から、後のちほど改めて詳しい話をさせます。わたくしは部下を待たせているので、これで失礼するわよ」

「ろくなおかまいもできませんで、申し訳ありません」

「いいえ。美お味いしいお茶を戴いたわ」

　立ち上がったマルガロッテは、それまでずっと浮かべていた薄い笑みを消して真剣な表情になった。

「貴女の兄の働きでね、北方の騎き馬ば民みん族ぞくへの外がい交こう工こう作さくが実りそうなの」

　ドゥイエンヌはマルガロッテの言葉の意味を即座に理解して、再び顔を輝かせた。

「それはつまり、我が国の反撃が！」

「ええ、そうよ。もうじき反転攻勢が開始されるわ。我がほうについた部族がルーアル・ソシエダイ側の部族に対する攻こう勢せいに出ます。そうなれば、騎馬民族もルーアル・ソシエダイのために兵を動かしている余裕はなくなり、ソシエダイは大平原に投入した兵力の一部を引き戻さざるを得なくなります。一方、西方を鎮しずめた我が国は、大平原から引き抜いた兵を戻すことが可能になります」

「では！　では、あと少しの辛しん抱ぼうなのですね」

「そうよ。ですからドゥノ、貴女はそれまで、なんとしてでも白兎騎士団しろうさぎを保もち堪こたえさせなさい」

「お任せくださいですわ、ロッテお姉様！」

　マルガロッテは少し表情を緩ゆるめた。

「この戦が一段落したら、貴女、正式に王宮に出しゆつ仕しなさい。でも兄のところへ行っては駄だ目めよ？　あの兄は有能だけど、貴女を駄目にする男だわ」

「…………」

　否定できないドゥイエンヌだった。

「よければわたくしのところへお出いでなさい。いろいろと教えてあげられるわ。この先、貴女がどの方面に進もうと、数字に強くなければ大たい成せいはできないわよ？」

「ありがとうございます。考えておきますわ。でも、まず目の前の懸けん案あんを片付けるのが先決だと思います、お姉様」

「そうね。期待しているわ、ドゥノ。見事、やり遂とげてみせなさい」

「はい、ロッテお姉様。必ずや」

「ではね」

　マルガロッテはドゥイエンヌに軽く手を振ると、後ろも見ずに食堂から出ていく。

　廊下から人の動く気配が伝わってきた。おそらくマルガロッテの用が済むのを待っていた部下や護衛兵だろう。

　ドゥイエンヌはマルガロッテの背中に向かって、もう一度、深々と一礼した。
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　レフレンシア以下が軟なん禁きんされている館やかたをバロス三さん世せいが訪おとずれたのは、彼がアリアンレイに向かって「毒を以もつて毒を制す」という決意を示した翌々日のことだった。

　つまりこの訪問は、バロス三世が「毒を以て毒を制す」策を実行に移そうとしている証あかしに外ほかならなかった。
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「これはこれはバロス三世王陛下」

　王宮から支給された簡かん素そな長なが裳もに身を包んだレフレンシアは、館の出入り口まで出てくると、訪れたバロス三世に向かって大げさに両手を広げ、いかにも驚いていますよという意思表示を露ろ骨こつに見せつける。

「このようなむさ苦しい館へようこそお出いでくださいました」

　バロス三世の背後に立つアリアンレイが、視線だけで人を殺せそうなほど険けわしい目で睨にらんでいるのが少し……いや、かなり恐かったが、レフレンシアは王に向かって平然と、そして丁てい寧ねいに頭を下げた。

「いや、ここはおまえさんの屋や敷しきじゃないんだがな。どうしてそんなふうに、自分の家みたいな出迎えができるんだか」

　バロス三世は怪け訝げんそうな顔で首を傾かしげる真似をするが、こちらもわざとらしさが拭ぬぐえない表情であり態度だった。

　彼の背後には大だい平へい原げん調ちよう略りやく担当官であるアリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラーと、ヤークーシュ、エルギエレ、執しつ政せい官かんのヨルゲンが控えている。

　ヤークーシュとエルギエレは、王が育てている若手万ばん能のう官――ルーアル・ソシエダイ王国では軍人でもあり官かん僚りようでもある王の側近をこう呼んでいた――の中でもお気に入りの二人だった。

　それ以外にも、王や重じゆう臣しんを護まもるべく抜き身を提さげたり弓を構えたりしている護ご衛えい兵へいが多数、居並んでいる。その中には数人の部下を率いた高位の魔術士、キネーシュの顔も見えた。

　それにしても豪ごう華かな顔ぶれだ。

　ヤークーシュとエルギエレの両名はともかく、バロス三世にアリアンレイ、ヨルゲンの三人はルーアル・ソシエダイ王国の屋や台たい骨ぼねを支えている者だといえる。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長で、実質的な騎士団の指し導どう者しやと目もくされているレフレンシアが相手とはいえ、現状、彼女は戦せん時じ捕ほ虜りよにすぎない。バロス三世だけでなく、アリアンレイやヨルゲンまでもが雁がん首くびを並べて軟なん禁きんされているレフレンシアの下もとを訪れたというのは尋じん常じような事態ではなかった。

　その尋常ではない、むしろ異状ともいえる顔ぶれに、レフレンシアはある種の確信を抱いた。

　しかし彼女は、そんな確信を微み塵じんも面おもてに出さずにこう応こたえるのだった。

「王がお出でにならずとも、わたくしを呼びつけてくだされば、取る物も取らず、着る物さえ着ずに王の下へ駆けつけましたのに」

　バロス三世が笑いを弾はじけさせる。

「うはははは、そいつぁ面白そうだな。じゃあ、今から呼びつけたら裸はだかで来るか？」

　アリアンレイが、ふぅと息を吐はいて静かに腰の剣の柄つかに手をかけたのが見え、豪ごう胆たんなレフレンシアも首筋にひんやりとした寒気を感じて、ふるふると両手を振った。

「ああ、いえ、残念ながらもう服を着てしまいましたし。それに、よく考えたら、わたくし如ごときの下げ賤せんな裸をお見せしたら王のお目汚しになってしまいます。ご遠えん慮りよしておきますよ」

「そうかい？　べつに目は汚れないがな。じゃあ、次はおまえさんが風呂に入っているときを狙って呼びつけるか？」

　柄を握にぎったアリアンレイの右手が少しだけ上方へ動き、銀色の刀とう身しんが覗のぞいた。

　レフレンシアは目にも留とまらぬ速さで後方へ跳び退すさって、アスカの背後に隠れた。

「わっ、わたしを盾たてにするなぁぁぁ！」

「だって、あいつ恐いよ、アスカ」

　顔だけを覗かせてレフレンシアがアリアンレイのほうを指さすと、鬼おにのような形ぎよう相そうになったアリアンレイがさらに右手を動かした。

　もはや刀身の半分以上が鞘から抜け出ている。

　アリアンレイ様が斬きると仰おつしやるなら、わたしも……とばかりに、ヤークーシュまでもが剣の柄に手をかけていた。

「落ち着け、アリアンレイ」

　とバロス三世が声をかけてくれなければ、本当にアリアンレイとヤークーシュが斬りかかってきたかもしれない。

　さすがにやり過ぎたかと少し（だけ）反省したレフレンシアは、そろそろ本題に入ったほうがいいかと思った。

　一度、二度と深呼吸したアリアンレイが抜きかかった剣を鞘に収めたのを確認すると、レフレンシアはアスカの背中から出てきて元の位置まで引き返す。

　いつもの口調と態度に戻った彼女は、

「で、バロス王、こんな朝っぱらからわたしになんの用なのです？」

　と訊いた。

　用件に関してはだいたい見当がついているものの、ここで訊かないのは不自然だから敢あえて訊いた。

「そうだそうだ、用があるから来たんだっけな。おまえさんとアリアンレイが、なんか面白いことを始めるから用件を忘れかけちまったぜ」

　とバロス三世が応えると、後ろでアリアンレイが肩をすくめ、身を小さくする。

「入ってもいいか？」

「わたしの屋敷ではありませんのでね。どうぞ、お好きなように」

　くははっ、と笑うと、バロス三世は背後の部下に顔を向けた。

「ヨルゲン、会かい談だんの用意をさせろ」

「しばしお待ちを、三世王様」
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　レフレンシア以外の騎士団員、アスカ、ジュンエン、フェレッラ、ミンツァの四人は館から連れ出され、別の建物まで連れていかれた。

　レフレンシアたち五人の世話係として館で働いていた女給の三人はそのまま残され、王とレフレンシアの会談のためにお茶や茶ちや菓が子しなどの用意をさせられていた。

　三人の女給は、身分を偽いつわってここに潜もぐり込んでいる白兎騎士団しろうさぎのフェーレン、ティーニャ、ウェルネシアである。

　会談のための席に着いたのは、ルーアル・ソシエダイ王国側がバロス三世、ヨルゲン、アリアンレイの三人で、白兎騎士団側はレフレンシアただ一人だった。

　レフレンシアを見張るために、十数名の兵と共にヤークーシュとエルギエレが居い間ま兼食しよく堂どうの壁際に並んでいる。もちろんキネーシュ以下の魔術士たちも、部屋のあちこちに陣じん取どってレフレンシアの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を光らせている。

　レフレンシアはキネーシュ特製の封ふう魔まの首輪を嵌はめられているので、魔術を使いたくても使えない。それなのにこの厳重な警備は些いささか過か剰じようではないかと思われるが、レフレンシアに痛い目に遭あわされているアリアンレイが強きよう硬こうに主張して、これだけの警備陣を用意させたのだった。

　お茶と茶菓子が行き渡ると、女給の三人が退さがっていった。

　誰もが無言のまま出された茶を飲んでいたが、やがて茶を飲み干したバロス三世は、空になった茶器を受け皿に戻してレフレンシアに睨ねめつけるような視線を向けた。

「さて、では始めるか」
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　上座に座るバロス三世の表情が一変した。

　それまでは何かを楽しんでいるような余裕のある顔と態度だったのが、敵を葬ほうむり去るときの厳しい顔と鋭い目つきになり、卓たくを挟はさんで座るレフレンシアに鋭い視線を据すえている。

「俺がなんの用で来たのか、わかっているよな」

　問いかけではなく、バロス三世は決めつけるようにそう言った。

　レフレンシアは、やれやれと首を左右に振る。

「どうやらバロス三世王は、わたしを試ためそうとしておられるようだ」

　レフレンシアは呟つぶやくようにそう言ったが、これも相手に聞かせるための呟きだ。

　すでに開戦の銅ど鑼らは打ち鳴らされているのだとアリアンレイは悟った。

　居間兼食堂の空気が重く体にのしかかるのを感じたのはアリアンレイだけではない。

　ヨルゲンも、警備に立っているヤークーシュやエルギエレ、キネーシュも同様に感じていた。

　レフレンシアは腕組みをして何かを考え込むような仕し草ぐさを見せるが、これもおそらく見せつけているだけで、いま考えているはずがない。

「王自みずからがお出でになったのだ、徒あだや尋常なことではない。となれば、可能性は自おのずと限られる。例えば、そう、わたしを……」

　そこで言葉を切ったレフレンシアは、上目遣いに窺うかがうような視線をバロス三世に向けると、直すぐに言葉を継ついだ。

「解放してくださるとか？」

「くっ、くくっ、くははははっっ」

　バロス三世は不意に真面目な表情を崩くずし、いかにも楽しくて仕方がないというように声を上げて笑った。

「そこまでわかっているなら話が早いわ。俺は話の早い相手と話をするのが好きでな。言い換えると、俺の話を理解しない馬ば鹿かが大嫌いってことなんだが。おまえさんは話が早くていい」

「いや～～」

　レフレンシアが照れ照れと頭を掻かいた。

「こんなところで告白されても困りますね、三世王。そういうことは、然しかるべき手順を踏んで、それなりの場を設しつらえていただかないと」

「あぁ？」

　一瞬、怪け訝げんそうな顔になったバロス三世だが。

「違うわ！　そういうことを言ってるんじゃねえよ！」

「あれ？　違いましたか？　ちょっと胸がドキドキしてしまったんですが」

　アリアンレイが、もぞりと卓の下で手を動かす気配が伝わってきた。

　席に着いていても彼女は帯たい剣けんしたままだ。

　これ以上の刺激を与えると、またも彼女が剣を抜こうとするかもしれないので、レフレンシアは急いで本題に戻ろうとする。

「で、三世王様、本当にわたしを解放するおつもりですか？」

「そのつもりだよ」

　長ちよう卓たくの長辺――王の左側、レフレンシアから見ると右側――に座っているヨルゲンとアリアンレイが同時にため息を吐ついた。

「もちろん無た料だでとは言わない。そのくらいのこともわかっているよな？」

「もちろんわかっていますとも。代だい償しようは、弾はじけんばかりに新しん鮮せんなわたしのぴっちぴちの肉体ですね？」

　卓の下で剣の柄を握ったアリアンレイの右手に力が入るのが感じられた。

（アリアンレイを弄いじって遊ぶのは楽しいなぁ。わかっていても止やめられない）

　レフレンシアは思わず内心で微笑ほほえんでしまう。

（でも、やり過ぎて斬りかかられないようにしないといけないな。それに、どうせなら彼女の体も弄ってみたいものだけど。ヤークーシュやエルギエレみたいに）

　レフレンシアがちらっと二人に視線を走らせる。

　レフレンシアの視線が向いたとたん、ヤークーシュとエルギエレの全身に悪お寒かんが駆け巡り、二人は顔を顰しかめ、びくりと身を震わせた。

「おまえさんの肉体がぴちぴちかどうかはこの際おいといて」

　レフレンシアは、わざとらしく首を捻ひねりながら呟いた。

「ぴちぴちなんだけどなぁ」

「いいから！　それは一旦おいておけ」

「疑っておいででしたら、その目で確かめてみますか？」

「俺は頭が切れて話の早い奴は好きだが、頭が切れるくせに話の遅い奴は大嫌いだな。そういう奴の舌は切り取ってもいいと思ってる」

「お任せください、三世王様」

　剣の柄を右手で握ったまま、アリアンレイがすっくと立ち上がった。

「舌だけでなく、手足の五、六本も切り落としてやりましょう」

（手足は五本も六本もないけどね！）

　と内心で突っ込んでから、レフレンシアはアリアンレイに向かって右の掌てのひらを広げた。

「ああぁ、わかっていますよ。ええ、真面目にやりますから」

　アリアンレイは憤ふん然ぜんとした顔で渋しぶ々しぶと腰を下ろす。

　同時にバロス三世が身を乗り出すようにしてレフレンシアの顔を睨ねめつけた。

「なら言ってみろ。俺はおまえを解放する代償におまえに何を期待している？」

「敢あえてこの時じ機きにわたしを、となれば、シギルノジチの足止めですか？」

　ふっっ。

　再び顔を綻ほころばせたバロス三世は、上体を引くと満足そうに頷いた。

「やっぱ話が早くていいわ」

「惚ほれました？」

　再び音もなく立ち上がったアリアンレイが、今度は静かに剣を抜いた。

「あぁぁ、噓うそです噓うそ、ごめんなさい」

　レフレンシアは卓に額が触ふれそうなほど低く深く頭を下げる。

　その後頭部を見下ろしながら、このまま剣を振り下ろしてあいつの頭を叩き割ったらどれほどスカッとするかしら、などとアリアンレイが魅力的な想像に浸ひたっていると。

「座れ、アリアンレイ」

「あ！　こ、これは失礼いたしました」

　アリアンレイは急いで剣を収めると、元通り着席した。

　ヨルゲンは苦笑を浮かべたまま、冷ややかな視線をレフレンシアに注そそいでいる。

　会談の場が何やら混こん沌とんとした空気に支配されそうになってきたが、バロス三世はそれを断ち切るような明めい朗ろうな声で、明めい快かいな口調で言った。

「わかっているならそれでいい。おまえが俺の期待に添ってくれることを俺は期待しているぜ」

　レフレンシアは、う～～ん、と低く唸った。

「どうですかね。ご期待に添いたいとは思いますけど、期待に添ったら添ったで、今度は貴男あなたが送り込んでくる部隊の脅きよう威いにさらされるわけですし」

「そうだな。だから、おまえたちには二つの選択肢がある。シギルノジチに敗れるか、それとも俺たちに敗れるかだ」

「どちらにも負けないという選択肢はないものですかね」

「俺に訊くなよ」

「いやぁ、もしあるのなら、ぜひご教きよう示じいただきたいんですけど」

「そんなもんはねえよ。もしあっても、おまえには教えねえ」

「酷ひどい人だなぁ」

　とレフレンシアがぼやくと、バロス三世は、はっっ、と吐はき捨てるように言った。

「おまえもたいがいだと思うがな」

　レフレンシアは、はぁぁ、とため息を吐つく。

「どのみちシギルノジチは直すぐにも盆地へ侵しん攻こうしてくるわけですから、それを食い止めないことにはその先はない。貴男方に漁ぎよ夫ふの利をさらわれそうなのは気に入りませんが、我々としては全力でシギルノジチ軍の侵攻に対抗するしか選択肢がないのは、まぁ仰るとおりですね」

「そうだな。シギルノジチを食い止めれば、もしかしてベティスの援えん軍ぐんが間に合うかもしれないんだしな」

　そう言ってバロス三世は、くっくっと笑った。

　言ってる本人が、その可能性をほとんど信じていない口ぶりだった。

　それに関してはレフレンシアも同意見だ。

（よしんばシギルノジチ軍を食い止めることができたとしても、今度はルーアル・ソシエダイの侵攻軍が間に合ってしまう。両国の侵攻軍を同時に阻そ止しすることは不可能だ。さて、どうしたものか……）

　レフレンシアほどの人物であっても、これといった打開策が思いつけず、従って将来の展てん望ぼうも開けてこず、なんだか暗あん澹たんとした気持ちになってしまう。

（それでもやるしかない、か。フェーレンが危険を冒おかして作ってくれたこの好こう機き、活かさない手はないものな。シギルノジチを食い止めるだけなら、まぁなんとかなるだろう。その先、ルーアル・ソシエダイ軍にどう対抗するかは団長と相談して……彼女の奇き策さくにすがるか）

　ガブリエラなら、きっとなんとかしてくれるとレフレンシアは信じている……とまでは言えないが、期待はしている。

（ともあれとにかく、わたしが本ほん城じようへ帰き還かんするのが最優先だ。団長と会って話をすれば、何か考えが出てくるかもしれないし）

　迷いや躊躇ためらいを一切感じさせない表情で、レフレンシアは頷いてみせる。

「ベティスの援軍が間に合う可能性は限りなく低いと思いますけど、現状、それを頼るしかありませんしね。ええ、頑張って時間を稼かせぎますよ」

「それを期待しておまえを解放するんだから、やるべきことはやってもらわねえと困る。でないと、ここに残ったおまえの部下がいろいろと大変なことになるぜ？」

（さすがに全員を解放してはくれないか。ま、当然だな）

「何人残せばいいんです？」

「二人は残ってもらわないとな」

　四人の中二人。

　つまり解放されたレフレンシアが本城へ連れて戻れるのは二人だけだ。

「こちらが何かを言える立場ではないですしね、いいですよ」

　レフレンシアはあっさりと頷いた。

「人選はそちらに任せるが、今日中に決めておいてくれ」

「承しよう知ちしました、バロス王」

「おまえとおまえが連れていく者は明日にも解放しよう。馬車を仕立ててマナティウスまで送り届けるから安心しろ。その首輪も出立前には外してやる」

「はい、ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　レフレンシアは素直に頭を下げた。

　そんなレフレンシアの態度にアリアンレイは不安を隠せない。

（たしかにレフレンシア、シギルノジチの連中にとって劇げき毒どくでしょう。レフレンシアを解放し、毒を以て毒を制すという三世王様の深しん謀ぼう遠えん慮りよは必ず効果を発揮するに違いありません。ですが。この女を自由にしてしまうのは、どうにも危険な気がしてなりません。本当にいいのでしょうか……いえ、三世王様がお決めになったことに、わたしが異い議ぎを唱となえることなどできないのですが）

　というより、バロス三世から腹の内を打ち明けられたとき、アリアンレイはさんざん反対をしている。

　バロス三世の意思、決定がすべてに優先するというルーアル・ソシエダイ王国の慣かん例れいからすれば、アリアンレイの態度はかなり異例のことだった。それだけ彼女はレフレンシアを恐れ、危険視していたのだ。毒を制するために解放した毒が自分たちにも危害を及ぼさないか心配だった。

（ですが、三世王様がお決めになった以上、わたしは従うだけ……ですね。いざというときは刺し違えてでも、わたしがこの毒どく婦ふを始末すればいいのですから）

　アリアンレイは密かな決意を胸に秘め、自分の左側、卓の下しも座ざに座っているレフレンシアを睨にらみつけるのだった。
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「……ってことになったから」

　戻ってきた四人、ジュンエン、アスカ、ミンツァ、フェレッラを前に、レフレンシアは会談の結論を告げた。

「よかったでっす！」

　喜びのあまり思わず涙ぐんだジュンエンは、手の甲で目め許もとをゴシゴシと拭った。

「レフレンシア様が団へお戻りになれば、シギルノジチだろうがルーアル・ソシエダイだろうが、もはや恐れることはありません！」

「いやいや、それは言い過ぎだよ、ジュンエン」

「そんなことはありませんでっす」

「高評価はありがたいけどね。でも、わたしが解放されても、ここに二人、残ってもらわないとならない」

「そんなことですかっ」

　ジュンエンは涙に濡ぬれた目をレフレンシアに向けて、にっこりと笑った。

「もちろん残りまっす！」

　すると、ミンツァも手を挙げた。

「あ、わたしも残りますので」

　レフレンシアは、居間兼食堂の食卓を囲んでいる四人の部下の顔を交こう互ごに見やる。

　すると。

「あ～～、わたしも残りますよ。といいますか、わたしが残ったほうが何かと便利じゃないですかね？」

　投げやりな口調でアスカがそう言った。

「情報を仕入れることができるかもしれないし、いざとなれば抜け出しますし」

「う～ん……いや、それは危険すぎるな。アスカだけならともかく、もう一人残るわけだから」

「はぁ、そうですか」

「やはりアスカにはわたしと一緒に本城へ戻ってもらって、対シギルノジチ戦の最前線に立ってもらわないとね」

　うえぇぇぇ～～。

　アスカの顔が思い切り嫌そうに歪ゆがんだ。

「というわけで、残ってもらうのはジュンエンとミンツァだ。いいかな」

　ジュンエンとミンツァは右手を挙げて了解の意を示した。

「お任せくださいでっす」

「はい、わかりました」

「今度は完全な人質という扱いになる。もしわたしが下へ手たなことをすれば、どちらかが処しよ刑けいされるかもしれないよ？　最悪、二人とも」

「レフレンシア様が下手なことをするはずがありませんでっす」

　ジュンエンが胸を張って応えた。

　ミンツァも、

「まぁ、副団長を信じてますから」

　と言って笑っている。

　アスカは内心で密かにジュンエンに突っ込んだ。

（なんであんたが胸を張るのかわからないよ）

　とはいえ、部下にこうまで言わせるレフレンシアのことは認めざるを得ない。

（本当にこいつは女おんな誑たらしっていうか部下誑しっていうか）

　もしかすると自分も誑し込まれているのではないかと恐れつつ、それでもアスカは、レフレンシアの戦いを、というより、レフレンシアとガブリエラのこの戦いを最後まで見届けたいと思っている。

「もしこの館での軟なん禁きんが続くのであれば、そこの女給さんが協力してくれるだろうさ。だよね、女給さん！」

　配膳室に控えている三人の女給に向かってレフレンシアが声をかけると、ひょっこりとフェーレンが顔を見せた。

「できる限りのことはさせていただきますわ、ご主人様♡」

　女給服に身を包んだフェーレンが、にっこり笑ってそう応えると。

「うわ、気持ち悪いな」

　フェーレンが笑えみを消してキツい目になった。

「酷ひどいこと仰りやがりますね、ご主人様」

「いやいや、そもそもわたしらは君らのご主人様じゃないだろう？　ご主人様は雇やとい主ぬしであるバロス三世だろう？」

「少し気分を出してみたんです。もう少し乗ってきてもらえないと、がっかりですね」

「がっかりさせてもうしわけないね。お詫びに女給さんにご奉ほう仕ししようか？」

　両手を挙げたレフレンシアが両の掌をわきわきさせる。

　間かん髪はつを容いれず、すざぁっっ、とウェルネシアとティーニャが後あと退ずさった。

「ほらほら、若い娘こが怯えてるじゃないですか」

　レフレンシアが、がっくりと肩を落としうなだれた。

「そこまで嫌われているとは。なんだかもうやる気が失せてきたよ」

「あ、いえ、べつに嫌っているわけではありません。全然ありませんです、はい」

　とティーニャが言い訳をする。

「本当かい？」

「え……ええ、もちろんです……」

　と応えるティーニャは目を逸そらせ気味だった。

　レフレンシアは小さなため息を一つ吐つくと、気を取り直すように言った。

「ま、いいんだけどね。それより」

　レフレンシアはティーニャから視線を外すと、ジュンエンとミンツァに向き直る。

「フェーレンたちが引き続き君たちの世話をするとは限らない。君たちのここでの軟禁が続くとも限らない」

「牢ろう屋やに入れられるくらい、どうということはありませんでっす」

　と、またもやジュンエンが胸を張ってレフレンシアに応えると、レフレンシアの顔に翳かげが差した。

「それだけじゃない。わたしたちが勝ったら勝ったで、君たちはなんらかの取引材料に使われる虞おそれがある。いちばん簡単なのは、我々が負けを認めてルーアル・ソシエダイと講こう和わしてしまうことだけどね。そうすれば君たちも無事に解放される」

「何を仰ってるんですか。白兎騎士団しろうさぎが勝つなら、めでたいことじゃないですか」

　そうジュンエンが言うと、ミンツァも続いた。

「そうですよ、副団長。自分の無事と引き替えに白兎騎士団しろうさぎの負けを願うほど、わたしもジュンエンも落ちぶれてはいません。わたしたちのことは気にせず、ルーアル・ソシエダイとシギルノジチを思い切り叩きのめしちゃってください」

　不意にレフレンシアが椅子から立ち上がり、食卓を回り込んで二人に歩み寄った。

　ジュンエンとミンツァの背後、二人が座っている椅子の中間やや後方でレフレンシアは足を止める。

「あの……レフレンシア様？」

「ど、どうかされました……か？」

　副団長に後ろに立たれては、そのまま座っているわけにもいかない。

　二人が腰を浮かせかけると、レフレンシアが両名の背中に覆おおい被さるようにして肩をかき抱いた。

「レフレンシア様っ？」

「ジュンエンとミンツァには苦労をかけるね」

　二人の耳みみ許もとでそう囁ささやいて、レフレンシアは二人の肩に回した腕にぎゅっと力を込め、自分の体を強く二人の背中に密着させた。

「あ……レフレンシア様！」

「そんな……もったいないお言葉を！」

　ジュンエンもミンツァも感激で顔を真っ赤に染めている。

　いい場面だった。

　ティーニャもウェルネシアもフェレッラも、見かけによらない――などと言うとレフレンシアは怒るだろうが――副団長の優しさに感動していた。

　一方、フェーレンとアスカは胸の前で腕を組み、割と冷めた目でレフレンシアを見つめている。

（相変わらず部下の扱いが上手いなぁ、レフレンシア様は）

（相変わらずの女誑しだなぁ、副団長は）

　程度の差こそあれ、そんな感想を持ったということは、二人はあれがレフレンシアの演技だと考えているわけだ。

（でもまぁ、噓も吐つき続ければ本当になるわけで。演技をし続ければ、その人そのものになるわけで。だからわたしは、こんなレフレンシア様を非難しようとか、これっぽっちも思わないんだけど）

　などと、フェーレンはむしろ高評価である。

（わざとらしくても大げさでも、あいつにあんなことされて、あんなこと言われたら、こいつのために頑張ろうっていう気になるよねぇ。それって調ちよう教きようって奴？　あぁ、でも、わたしもすでに調教されてるっぽいなぁ）

　と思うアスカは、もう諦めの境きよう地ちである。




　レフレンシアはさらに体を二人の背中に密着させ、なおも両腕に力を込め、そして。

　両の掌で二人の胸を優しく摑つかんだ。

「あ……」

　二人は少し体をよじったが、逃げようとはしない。

「わたしが二人をなんとか解放させるから、それまで我が慢まんして」

　二人の耳に息を吐きかけるようにレフレンシアが優しく囁き、もにゅもにゅと両の掌を動かした。

「あ……レ……レフレンシア……様……ぁ」

「駄目です……駄目ですよぉ」

　顔を真っ赤に染めたジュンエンとミンツァが熱い吐と息いきを漏もらす。

　堪たまらずアスカが、レフレンシアをびしっと指さして叫んだ。




「最後の最後に台無しだっっ！」




　レフレンシアがアスカに、がっかりだという顔を向けた。

「んもう、いいところだったのに。アスカは無ぶ粋すいだなぁ」

「こんな状況なのに部下の若い娘こで遊んでるあんたがおかしいんですっっ！」

　レフレンシアがジュンエンとミンツァの胸を手放し、二人の背中から体を離すと、顔を上気させたままのジュンエンがアスカに目を向けてきた。

　彼女の目はこう語っている。

　どうして余計なことをしたのか!?　と。

（いやいやいや。なんでわたしが恨まれなきゃならないの！）

　声に出すのは恐いので、アスカは内心で思い切り突っ込んだ。

　すると、ぽん、とフェーレンに肩を叩かれた。

「アスカって、人生経験は豊富そうなのに女心には疎うといんだねぇ」

「人生経験豊富とか、さりげに人の年のことを指し摘てきしないでくださいよっっ」

　くっくっくっ、とレフレンシアが笑う。

「じゃあ、続きは君たち二人が団に戻ってきてからだね、ジュンエン、ミンツァ」

　弾はじかれるように椅子から立ち上がったジュンエンは、その場でくるりと向きを変え、レフレンシアに向かって勢いよく頭を下げた。

「レフレンシア様に続きをしていただくのを心の支えに捕虜の生活に耐えますっす」

（いやいやいや、だから動どう機きがおかしいだろ、ジュンエンさんよ）

　アスカが呆あきれた顔で見やっていると、おずおずと立ち上がったミンツァまでもが、

「団に戻れる日を楽しみにしています」

　とレフレンシアに頭を下げた。

（はぁ、もう。あぁ、もう。なんだ、もう）

　アスカは自分の髪の毛に手を突っ込んでわしゃわしゃと掻きむしりたくなるのを必死で我が慢まんした。
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　その日の夜にレフレンシアは、残す団員と連れていく団員をヤークーシュとエルギエレに告げ、残る二人の扱いを尋ねた。

　二人は執しつ政せい官かんのヨルゲンから聞いた話だと言って、残る団員の扱いをレフレンシアに教えてくれた。

　ヤークーシュとエルギエレの話によれば、ここに残る二人は引き続き今いる館で暮らすことを認められるという。それだけではなく、フェーレンたちが二人の世話を続けるらしいので、レフレンシアとしても一安心だった。

　もっとも肝かん心じんのレフレンシアがいなくなる上、残るのは二人だけなので、女給の三人がつきっきりで世話をするというわけにもいかず、三人の中の一人が館まで世話をしに通ってくることになるらしい。

　ではあとの二人はお払い箱かというと、そんなことはなく。

　難なん物ぶつで厄やつ介かい者もののレフレンシアをきちんと世話したことを認められたフェーレンたちは、正式に王宮付きの女給として雇こ用ようされる運びになったようだった。




　翌日の早朝、着替えの際にフェーレンから正式にその話を聞かされたレフレンシアは、

「それはそれは。思わぬ副ふく産さん物ぶつが生まれたものだね」

　と言って笑ったものだ。

　フェーレンは小さく肩をすくめて応こたえた。

「これが瓢ひよう簞たんから駒こまって奴ですかね。でも、あたしは瓢簞がどんな物か、実際には知りませんけど」

「これで王宮内の動きとか人の出入りとか、調べ放題ってわけだ」

「いえいえ、さすがに調べ放題ってわけにはいかないでしょうけれど、まぁ調べ易やすくはなりましたね」

「とはいえ、あまり無茶はしてくれるなよ、フェーレン」

　ルーアル・ソシエダイの王宮から支給されていた長裳を脱ぎ捨て、下した帯おびと胸むな覆おおいだけになったレフレンシアが、着替えの手を止めてフェーレンの顔を見つめる。

「敵の懐ふところに潜り込んだ君たち三人は、言ってみればこちらの切り札ともいえる存在だ。切り札は、ここぞというときに使って初めて真価を発揮するんだから。それまでは相手に手札を知られたくない」

「わかってますよ、副団長。無理も無茶も無謀もしません。それより」

　着替えを手伝っていたフェーレンが、そっとレフレンシアに顔を寄せる。

「なんだい？　わたしが裸になったのをいいことにわたしを襲おうって言うのかい？　随分と積極的になったものだね、フェーレン」

　いいよ、お出でとばかりに、下帯と胸覆い姿のレフレンシアが両手を広げると。

「誰が襲いますか」

　フェーレンが右の手刀をレフレンシアの額に軽く打ち込んだ。













　レフレンシアの首が、かくんっと後ろに傾く。

「痛いなぁ」

「手加減しましたよ」

　フェーレンが手を離すと、レフレンシアは額を撫でながら頭を戻した。

「心が痛いんだよ」

「鋼こう鉄てつ製せいの心をお持ちの副団長が、何を仰いますか」

「何を言うか。わたしの心は硝子グラウス細工のように壊れ易く、金きんの置物のように傷つき易いんだぞ」

「ええ、そうですね。そういうことにしておきましょう。それより、早く白兎騎士団しろうさぎの長裳を着てくださいってば」

「しておきましょうって、本当にそうなのに。君は冷たいよ、フェーレン。むしろ薄はく情じよう者ものと言っていいくらいだ」

　などと文句を垂れ流しながらも、レフレンシアは白はく兎との長裳を手に取って頭を通した。

　背中側の留め具を留めてやりながら、フェーレンが訊く。

「で、副団長、真面目な話、勝しよう算さんはどうなんですか？」

「勝算……ねぇ」

「あなたを解放させるという策は上う手まくいったと自じ負ふしてますけど」

「そうだね。君は上手くやってくれた。とはいえ、どうしてルーアル・ソシエダイが、こうもすんなりわたしを解放する気になったのかという疑問は残るけど」

「それはあれでしょう？　副団長がいないと白兎騎士団しろうさぎはシギルノジチの侵攻を阻止できず、それでは盆地の覇は権けんを、鉱こう山ざんの支配権を連中に奪とられてしまうから、そんな事態だけは避けなくてはならない……と連中が考えたからではないんですか？」

「考えたんだろうね。じっさいバロス三世もそう言っていたし。そして、シギルノジチにクセルクス盆地を制圧されてしまえば、自分たちの出る幕がなくなってしまう」

「それだと、ルーアル・ソシエダイとしては今回の戦の意味が半減してしまいますよね。我々の銀山を押さえ、新たな希き少しよう金きん属ぞくも採さい掘くつできるようにならなければ、かけた戦費が回収できないじゃないですか。それに、あっさりというほど簡単に解放してくれた……とも思えませんけど？」

「まぁ、そうなんだろうね」

「何か気になることが？」

「いや、気になるというか……」

　言いかけたレフレンシアは途中で口ごもり、何かを考えるように宙ちゆうを見上げ、そして不意に口を開いた。

「ところでヴィネダがシギルノジチ軍の先せん遣けん隊たいを率いてグレン・ダ共きよう同どう都と市しに入ったっていう噂うわさは本当かい？」

「……マクトゥシュ様やアナ様に言われ、あたしもグレン・ダまで出で張ばりましたけど、本当かどうかは確かめられませんでしたね」

　レフレンシアの問いかけがあまりにも唐とう突とつで、あまりにも滑なめらかで、あまりにも自然体だったので、さすがのフェーレンも虚きよを衝つかれた。そのせいで応えるのに僅わずかな間まが空いてしまった。

　レフレンシアはわざとらしく目を見開いた。

「君が？　君が出張っていって確かめられなかったのかい？」

（気づかれたかな？　にしても、その話を誰から……ティーニャ辺りから訊き出したか。まったく、相変わらず油断も隙すきもない女ひとだな）

　フェーレンはどう応えるかを考えたが、答えは直ぐに出た。

（誤ご魔ま化かすのは最悪だ。であれば、おおよそ本当のことを言うしかない）

「噂のとおり、ヴィネダがシギルノジチのお先さき棒ぼうを担かついでるという可能性はそうとうに高いと思いましたけど、裏は取れませんでしたね」

「そうか。ヴィネダがシギルノジチにいるかもしれない……と」

　レフレンシアも何かしらの感かん慨がいがあるのか、ふぅんと言って小さなため息を吐いた。

「まぁ、それはいいか。いま考えていても仕方のないことだ。そして、ルーアル・ソシエダイがどうしてわたしを解放してくれたのかも考えていても仕方のないことかもしれない。問題は、このあとどうするかということだからね」

　ヴィネダのこと――フェーレンが彼女を利用して、シギルノジチからルーアル・ソシエダイにレフレンシア解放の圧力がかかるよう仕向けたこと――はレフレンシアに話してしまってもいいのかもしれないと少しだけ迷ったフェーレンだが、やはりまだ黙だまっていようと思い直した。

　だからレフレンシアが話題を戻してくれて、フェーレンとしても一安心だ。

「で、このあとなんですけど。副団長としては、シギルノジチの盆地への侵攻を止められるんですか？」

「止めるのは不可能だろうと思うよ」

「ああ、それはそうですね。では訊き直します。遅らせることは可能なんですか？」

「それは可能だね」

　レフレンシアがあまりにもあっさりと肯こう定ていしたので、フェーレンは我が耳を疑った。

「……え？」

「おいおい、フェーレン、君らしくないな。シギルノジチの盆地侵攻を遅らせるくらいなら、もちろん可能だよ。方法としては単純だからね。だから、問題はそのあとだ」

「え～～と……」

　フェーレンはその方法が思いつかず、情けない顔で副団長を見やった。

「だからさ、今は冬だろ。ただでさえパルヴィネ峠とうげに雪が積もる時期じゃないか」

　パルヴィネ峠は、グレン・ダ共同都市からクセルクス盆地へと抜けるマルヴェル街かい道どうにある峠で、標ひよう高こうが高いから真冬のあいだは峠の前後に雪が積もっていることが多い。とはいえ、軍ぐん馬ばの通行ができないほど雪深い峠ではないのだが。

「あ……あ～～あ～～あ～～」

　ようやくフェーレンは、レフレンシアが何を言おうとしているのかを察した。

「若じやつ干かん一名、文句を言いそうな奴がいるけど、白兎騎士団しろうさぎが未み曾ぞ有うの危機に陥っているんだ、我慢して働いてもらうしかないな。精一杯。ぶっ倒れるまで」

（可哀想に）

　フェーレンは胸の中で哀あわれな犠ぎ牲せい者しやに対して頭こうべを垂れた。

　レフレンシアは唐突に右手を挙げ、人差し指と中指を真っ直ぐ伸ばした。

「二つある」

「はい？　何が二つなんですか？」

「遅らせる方策はあるんだけど、その前に、シギルノジチの侵攻軍を遅らせるか遅らせないかという二つの選択肢があるってこと」

　フェーレンが戸と惑まどった表情になる。

「いえ、でも、それは……」

「まぁ、これに関しては考えるまでもないけど、いちおう考えてみよう」

（副団長、矛む盾じゆんしたこと言ってるな）

　と思ったが、そこを突っ込んだりはせず、黙って話を聞くという姿し勢せいをフェーレンは取り続けた。

「シギルノジチを放っておけば、連中はあっさりと盆地に侵攻してくるだろう。するとどうなるか。相手がシギルノジチだけなら本城が陥おちるとは思わないけど、対シギルノジチ防衛戦を繰り広げている最中に、北からルーアル・ソシエダイ軍が侵攻してくる。それは最悪の展開だ」

「……ですね」

「マイヨ・ルカの街も放ほう棄きして本城に籠ろう城じようするしかなくなる。けれど、ベティスからの援軍が期待できないと、籠城にも限界がある。何しろこちらは五百と少ししかいないんだからね。現状では相手の投入兵力は読めないけれど、両国併あわせて五千や六千はいるだろう。ベティウス街道まで押さえられてしまうと補ほ給きゆうも利きかなくなるから、保もって一月。もし相手が強攻してくれば、一いち旬じゆん日じつも保たないかもしれない。時間を稼げればベティスからの援軍が間に合う可能性もあるけれど」

　レフレンシアがそこで言葉を切ったので、そのあとをフェーレンが引き継ついだ。

「逆に相手の増援部隊が来る可能性もありますね」

「そう。だからこれは、ほとんど望みのない展開だ。そうならないためにも、シギルノジチの盆地侵攻は遅らせておきたいところだね」

　レフレンシアの言うことはそのとおりだとフェーレンも納得せざるを得ない。

（でも。シギルノジチの侵攻を遅らせたとしても、少しあとには両国の遠征軍が、ほぼ同時に盆地に雪な崩だれ込んでくるという事態になるのは火を見るよりも明らかなわけで。根本的な解決にはほど遠いというか、事態は少しも改かい善ぜんされていないというか、むしろ悪化してるというか。そこのところを副団長はどう考えているんだろうか）

　と思ったフェーレンは、自分の疑念、懸け念ねんを問い質してみた。

「となると、もう一つの選択肢を選ぶしかないわけですよね。その場合は、どうなるんです？　シギルノジチとルーアル・ソシエダイの部隊が、ほぼ同時に盆地へ侵攻してくるっていう恐るべき展開になりそうなんですけど」

「うん、そうなりそうだね」

　レフレンシアは、その可能性もあっさりと肯こう定ていした。

（もちろん、そんなことは百も承知だよね。だったら副団長、なんらかの対応策を練ねっているはずだ。それを聞かせてもらいたいものだけど）

　と思ったからこそフェーレンは、

「で、そうなった場合、副団長はどういう策を以て事に臨のぞもうというんです？」

　と訊いたのだが。

「なんとかするしかないな」

　フェーレンの顔が小さく歪ゆがんだ。

「いえ、なんとかするって……まさか有効な策がないなんて……言いませんよね？」

　レフレンシアが胸を張って一言、

「言うんだ、これが」

　と答えたので、フェーレンの顎あごが、ぱかっと落ちた。

　レフレンシアは楽しそうに、くくっと笑った。

「やぁ、フェーレン、君のそんな間抜け面づらを拝おがむのは、君が入団して以来、初めてじゃないかな」

　フェーレンは慌てて右手を口許に運び、顎を閉じた。

「あの……本当に策がないんですか？」

「今はね」

「ってことは、この後、策が見出せると？」

「わたしが本城に戻れば」

「戻れば？」

「ガブリエラ団長がいる。二人でなんとかするさ。というか」

　レフレンシアは小さく肩をすくめてみせる。

「団長になんとかしてもらう」

　フェーレンは意外そうな表情を隠さない。

「ガブリエラ団長頼みなんですか？　貴女らしくない言い草だな」

「らしくなくはないよ。わたしは今までもずっと人に頼ってきたんだから。先代の団長にだって、ね」

「あ……いえ……」

　フェーレンが口ごもると、レフレンシアは、ははは、と笑った。

　その笑い声が意外と乾かわいていて、フェーレンは少し驚いた。

　先代の団長マリエミュールはレフレンシアにとってかけがえのない存在だったはずだ。

　あのとき二人は袂たもとを分かつことになったわけだが。

　そして最終的には自らの手でマリエミュールを排はい除じよする形となったわけだが。

　レフレンシアの心の中の大きな部分を未だにマリエミュールが占めているのだと、フェーレンはそう思っていた。

　けれどレフレンシアの笑い声にも表情にも、そんな感かん傷しようは感じられなかった。

　だからフェーレンは驚いたのだ。

「気にしなくてもいいさ、フェーレン。あれはもう過去のことだ。少なくともわたしの中では過去の出来事になってる」

　もしかして副団長は、とフェーレンは別の可能性に思い至る。

（マリエミュール様に代わるような存在を見いだしたということなのかな？　もしそうなら、それは誰かということになるわけだけど）

　フェーレンの脳のう裏りにガブリエラの顔が浮かんできた。

（レフレンシア様が先代の団長を頼っていたと言うのなら、新団長を頼ってもおかしくはないんだけど。たしかにアレはとびきり面白い存在ではあるけど、頼ってしまってもいいのかな）

　とフェーレンは少し不安になる。

「ガブリエラ団長が、何か起き死し回かい生せいの策を捻ひねり出していると言うのですか？」

「いや、どうだろう。さすがの彼女も、まだ捻り出せてはいないんじゃないかな」

「そう……ですか」

「だからわたしは彼女が何かを捻り出すための時間を稼ぎたいんだ。それが、シギルノジチの侵攻を遅らせる意い義ぎだと思うから。たとえルーアル・ソシエダイの思惑に乗ることになってもね」

　ああ、そういうことなのか、とフェーレンは頷いた。

「ルーアル・ソシエダイが、盆地の権けん益えきをシギルノジチ側に独り占めされたくないからわたしを使ってそれを阻止しようというなら、その策に乗ってやろうじゃないか。最後にこちらが勝てばいいんだから。いや、負けなければいいと言ってもいいかな」

「えぇと、両者の違いはなんです？」

「現状、我々の敗はい勢せいは濃のう厚こうだ。天秤の秤はかりの片方は、もう地に触れようとしている。その状態で負けなければ、それは勝ったも同然だろう？　まぁ一つの考え方だけどね」

「……なんですかね」

（副団長も団長も優れた将棋スカツシエの指し手だから、盤ばん面めん全体を見渡しての形けい勢せい判はん断だん……なんだろうけど、わたしにはよくわからないな）

　レフレンシア同様、ガブリエラの資し質しつを見抜いていたフェーレンではあるが、レフレンシアのように全幅の信頼は置けない。

（たしかにガブリエラ団長、これまでも逆転の妙手、奇手を何度も捻り出してきたけど、それはある程度限定された局面での話だ。言い換えれば、戦術的な逆転の一手だしな。今回みたいな戦略的に劣れつ勢せいの局面をひっくり返すような逆転の妙手、言ってみれば詰めろ逃れの詰めろを捻り出せるものかどうか）

　そこがフェーレンの不安点だ。

　何しろガブリエラは若く、修しゆ羅ら場ばを潜くぐった経験が少ない。

（そこは、でも、この女ひとにすがるしかないんだろうな）

　フェーレンはチラッとレフレンシアに視線を送る。

（大たい局きよく観かんに優すぐれ、部下の統とう率そつ力りよくに優れ、外交的な能力にも優れたこの副団長様がガブリエラ団長の側にいてやれば、うん、なんとかなるのかもしれないな。というか、そこに期待するしかないよね）

　何はともあれ、フェーレンの小細工が実ってルーアル・ソシエダイが副団長を解放してくれることになったのは朗ろう報ほうだ。たとえそれがルーアル・ソシエダイ側の戦略の一環だったとしても、その上、白兎騎士団しろうさぎがよりいっそう窮地に陥りそうだとしても。

　こうなりゃ最後まで副団長と団長についていくしかない、とフェーレンは腹を括くくった。




　白兎騎士団の白い長裳に着替えたレフレンシアはフェーレンに向き直り、彼女に向かって軽く頭を下げた。

　女給服姿のフェーレンにレフレンシアが頭を下げている図は、傍はたで見ているとかなり奇妙な構図だった。もっとも、ここに余よ人じんの目はないから、レフレンシアもフェーレンも気にしない。

「向こうはわたしと団長でなんとかするから、フェーレンにはジュンエンとミンツァのことをよろしく頼みたい」

「ええ、それはもちろん」

「それと。繰り返すけど、くれぐれも無理はしないでくれよ」

「それも承知していますよ」

「こんなところで君を失いたくはないからね。団としても、わたし個人としても」

　レフレンシアが真顔でそう言った。

（この女ひとのこういうところに弱いんだよなぁ。頑張ろうって気になっちゃうよ）

「無理をしない範囲で頑張りますよ。盆地のほうは期待してますからね」

「期待に応えられるよう、わたしも頑張るよ」
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　こうしてレフレンシアはフェーレンに後こう事じを託たくしてルーアル・ソシエダイ王国の王おう都とをあとにすることになった。




　レフレンシアとアスカ、フェレッラの三人は、その日の昼前にマナティウスへと送られていった。

　同時に、アリアンレイも部隊を引き連れて王都を進発した。

　マナティウスに送り届けられたレフレンシアは休む間もなくクセルクス盆地へと出しゆつ立たつするだろうから、大平原でもう一度、レフレンシアとアリアンレイが激突する可能性はほとんどなさそうだ。




　レフレンシアと正面切って戦う機会がなくなったことにアリアンレイは少しだけ安あん堵どしたが、同時に一いち抹まつの寂しさも覚えたのだった。
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　ルーアル・ソシエダイ王おう国こくのレフレンシア護ご送そう部ぶ隊たいは、王おう都とを出しゆつ立たつした翌々日にマナティウスへ着いていた。

　捕ほ虜りよの護送部隊としては異例の速度で移動したわけだが、これも偏ひとえに、シギルノジチ軍のクセルクス盆ぼん地ち侵入を白兎騎士団しろうさぎに阻止してもらいたいルーアル・ソシエダイ側が、一いつ刻こくも早くレフレンシアを帰き還かんさせたかったという事情があった。

　その期待に応こたえようと、レフレンシアも急いだ。

　今ではマナティウス駐ちゆう在ざい官かんになっているライラントが副団長との再会を喜ぶ間ますら与えずに彼女を急せき立てた。

「急いで本ほん城じようへ戻らなくてはならないんだ、ライラント。足の速い馬が何頭か要いる」

　秘書官の経験が豊富なライラントは、副団長の一言で自分が何をすべきか、即そく座ざに理解した。

　レフレンシアは予あらかじめ乗り換える馬を用意して本城まで走ると言っているのだ。つまり、途中の街で休憩を入れたり、替えの馬を用意したりする時間すら惜おしむほど急ぐということに外ほかならない。

　ライラントは、マナティウスに駐留するベティス軍のジラルディ将軍――大だい平へい原げん方面のベティス軍司令官――に掛け合って、直すぐさま数頭の駿しゆん馬めを用立てた。

　ライラントの有能さが遺い憾かんなく発揮された場面だが、彼女の有能さだけでなく、彼女をマナティウス駐在官に任命したレフレンシアの判断力も称しよう賛さんされて然しかるべきだろう。




　出立間際にライラントの働きを労ねぎらったレフレンシアは、最後に念を押した。

「こちらの情じよう勢せいに関しては、逐ちく一いち、詳細な報告を送ってくれ。ただし、北ほつ国こく街道を押さえられてしまうと、早馬を飛ばすのが難しくなるだろう。その場合は高こう原げん都と市し経由か、遠回りになるがベティス経由で送ってもらうしかないな」

　白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだライラントは不動の姿勢で、はい、と返事をした。




　連絡調整役のライラントは、いつもは鎧を着て任務に就ついていない。

　今日はレフレンシアを見送るというので、わざわざ白兎騎士団しろうさぎの鎧兜を着用してきたのだった。

　一方のレフレンシアは、暗色の上着に茶系統の筒つつ袴ばかまという目立たない出で立ちだ。

　移動の途中で白はく兎との副団長レフレンシアであることが知られると面倒なことになる。厄やつ介かい事ごとにまでならなくても、彼女の存在を知ったどこかの街の支配者や大商人が接待を申し出てくることも考えられる。

　が、今回、そんな申し出を受けていては時間の浪ろう費ひにしかならない。

　かといって、彼女の立場としてはあっさり断るというのも角かどが立つ。

　そうならないように予め身分を隠しておくのは当然の配はい慮りよだった。




「ルーアル・ソシエダイの大平原調略官、アリアンレイは油断のならない相手だ。できれば正面から戦わないほうがいい。その辺は将軍にも話しておいたから、大丈夫だとは思うけど。我々がいくら頑張っても、大平原が丸ごとルーアル・ソシエダイの手に落ちてしまったら目も当てられないからね。ベティス軍の動きにも注意を払っていてくれ」

「お任せください。もしジラルディ将軍殿が誤あやまった判断の下に出しゆつ撃げきしようとされたら、不ふ肖しよう、このライラント、身しん命めいを賭としてでも将軍殿の出撃を阻止してご覧に入れます」

「いや、そこまでしなくてもいいから。というか、そこまでしないように。いいね？」

「ライラント、承知いたしました！」

　有能だけど四し角かく四し面めんすぎるのがライラントの欠点だよなぁと、内心で小さく唸うなるレフレンシアだった。

（とはいえ、この娘こはレオノーラみたいに柔らかくなってほしくないけれどね。さて、そのレオノーラが……ふふ、あいつ、なんて言うかな）

　レフレンシアが、そのときのレオノーラを想像して微かすかに口の端を吊り上げると。

「如何いかがいたしましたか、レフレンシア様？」

「いや、なんでもない。さて、では行くよ。あとを頼んだからね、ライラント」

「お任せください！」




　ジラルディ将軍は護衛を付けると申し出てくれたが、ライラントが用意した馬は飛びきりの駿しゆん馬めである上、レフレンシアやアスカの乗馬の腕前は、その辺の護衛兵とは比べものにならない。護衛兵がいたら却かえって足手まといになりかねないし、護衛兵が付いていれば、それだけでどこかの重要人物が移動していることが知れてしまう。

　レフレンシアは将軍の申し出に感謝の意を伝えつつ、丁てい重ちように断ったのだった。




「よし、出るよ。遅れたら置いていくからね、アスカ、フェレッラ」

　腕に覚えのあるアスカは自信ありげに、

「遅れませんよ」

　と応えたが、そこまで自信のないフェレッラは必死の形ぎよう相そうで手た綱づなを握りしめている。

「が、頑張ります～～」




　こうしてレフレンシアはアスカとフェレッラだけを引き連れ、マナティウスから一路クセルクス盆地を目指して馬を駆けさせた。
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　疲れた馬を途中で乗り捨て、連れてきた別の馬に乗り換え、ほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうで馬を駆けさせた結果、レフレンシアたちはマナティウスを出立した三日後に、グル・マイヨール要よう塞さいの一いちの砦とりでへと駆け込んでいた。

　フェレッラも、レフレンシアとアスカに置いていかれることもなく、なんとかついていったのだが、よほどキツかったのだろう。

　後に彼女は、

「今までの人生でいちばん死に近づいた気がしました」

　と回かい顧こしたほどだった。




　ライラントはマナティウスに戻ったレフレンシアが「直ぐに本城へ帰還する」と言うのを聞いて、副団長帰還の報ほうを持たせた伝令を本城へ向けて送り出したのだが、レフレンシアたちはその伝令を途中で追い越してしまったらしく、副団長の解放と帰還の報はまだ本城へ届いていなかった。

　だから疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていでレフレンシアが一の砦に現れたとき、見張りに立っていた団員たちは驚くやら喜ぶやらで大騒ぎになった。

　転げ落ちるように馬から下りたレフレンシアたち三人を、一の砦詰めの団員が水を飲ませたり簡単な食事を用意したりして介かい抱ほうしている最さ中なか、ガブリエラ団長を始めとする幹かん部ぶたちが急を聞いて本城から駆けつけてきた。
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　救きゆう急きゆう分ぶん隊たいの養よう護ご室しつに、クシューシカ、アナ、マクトゥシュ、アルゴラ、そしてガブリエラが飛び込んできた。

「副団長！」

「どうしてここに!?」

「何がどうなっているんですか？」

「……まさか、逃げてきた？」

　四人は口々に喚わめいたが、ガブリエラだけは何も言わず、口くち許もとを押さえ、目に涙を浮かべてレフレンシアを見やっていた。

「……ルーアル・ソシエダイがね……わたしを解放して……くれたのさ」

　寝しん台だいに横たわっていたレフレンシアが息も絶え絶えにそう応えると。

「あの、今は三人の体力回復を優先させたほうがいいのではありませんか。詳しい説明はあとでお聞きすれば」

　とガブリエラが四人の幹部の顔を見回した。

「……そうね」

　とマクトゥシュが頷うなずき。

「では、わたしが回復の魔術を」

　とアナが進み出たのを、顔を上げたレフレンシアが遮さえぎった。

「いや、悠ゆう長ちように寝ているわけにはいかないんだ。まず話をしよう。回復は話が終わったあとでやってもらえばいい。どこか会議室を」

　クシューシカが砦の要員を見やると即座に、

「講こう義ぎの間まの第三が直ぐに使えます！」

　という返事が返ってきた。

「立てますか、副団長？」

　とクシューシカに訊かれ、レフレンシアは力なく首を横に振った。

「ちょっとキツいな」

「では、お運びします」

　進み出たクシューシカが寝台の上のレフレンシアの背中に両手を差し入れ、そのまま一気に持ち上げた。

「おおぉ！」

「凄い！」

「あれがお姫様抱っこか！」

　部屋にいた団員たちのあいだから感動の声が漏もれた。

「では、わたしもおつき合いしますね」

　アスカが寝台の上で上体を起こすと、クシューシカに抱きかかえられたまま、レフレンシアが声をかけてきた。

「無理しなくてもいいよ、アスカ」

「何を仰おつしやいますかね。副団長あなたがそこまで無理をしてるのに、わたしがのんびりと寝てられますかって」

　アスカがそう言うのを聞いて、ガブリエラは、おや、と思った。

（少しアスカさんらしくないといいますか。もしかしてアスカさんもレフレンシア様に感化されつつあるのでしょうか）

　それはきっといいことだと思うから、ガブリエラは少し嬉うれしくなった。

「わ……わた……しも」

　フェレッラも起き上がろうとして寝台の上でもがいたのだが、彼女はなかなか上体を起こせなかった。

「あ～～、いいよ、フェレッラ。君は寝てな」

「そ、そういう……わけには……アスカ隊長」

「いいから。これは隊長命令だから。いいですよね、副団長？」

「もちろんだ。よく頑張ったね、フェレッラ」

　レフレンシアが優しげに微笑ほほえんだ。

　とはいえ、彼女はクシューシカにお姫様抱っこされているので、とても奇妙な絵え面づらになっているのだが、笑う者は誰もいなかった。













「う……ありがとうございます。今度はもっと乗馬の腕を磨みがいておきます」

「そういう前向きな姿勢は、とてもいいね」

　と言ってから、レフレンシアはクシューシカの腕を軽く叩いた。

「よし、行こうか、クシューシカ。途中で落とさないでくれよ」

「レフレンシア様が暴れなければ落としませんよ」

　レフレンシアを両腕で抱きかかえたまま、クシューシカはいつもと変わらぬ足取りで部屋から退出していった。

　そのあとをガブリエラが追いかけ、続いてマクトゥシュ、アナ、アルゴラが部屋から出ていく。

　四人は、いったいどうしてレフレンシアが本城に姿を現すことができたのかと疑問に思っていたが、理由はともあれ経過はどうあれ、彼女の帰還をとても心強く感じたのも事実だ。八はつ方ぽう塞ふさがりといえる現状に僅わずかながら光こう明みようが差したと、そんな気がしていた。

　最後にアスカがよたよたとした足取りで幹部たちを追いかけて部屋を出ていった。

（あ～あ、わたしは自分の足で歩けってか。まぁそうだろうけどさ。しかし、副団長、どうやってシギルノジチの盆地進出を阻止する気なのかな。策はあるようなこと言っていたみたいだけど……ま、いいか。やっぱりお手並み拝はい見けんといくしかないね）

　いずれにしても、レフレンシアの帰還で戦争は新たな局面に入ったのだと、アスカはそう感じていた。そして、いよいよここから白兎騎士団しろうさぎの反撃が始まるのではないかと、そんな期待に胸を躍おどらせたりもしていた。
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　第三講義室に入ったところで足を止めたクシューシカが、

「下ろしますよ、レフレンシア様。立てますか？」

　と声をかけた。

　大おお柄がらなクシューシカの首に両手を回して抱っこされているレフレンシアは、なんだかクシューシカの首からぶら下がっているように見える。

「立つのは厳しいけど、座るくらいならなんとかなりそうかな」

「では、そのまま椅い子すに下ろします」

「あ、ちょっと待ってくれないか」

「何か問題が？」

「問題というか、わたしからクシューシカに一つお願いがあるのだけど、聞いてもらえないだろうか」

　レフレンシアが弱々しい声でそう言うと、クシューシカは、もちろんです、と力強く頷いた。

「このまま君が椅子に座ってはくれないか」

「はい？」

「だから。わたしが一人で椅子に座ったらずり落ちちゃうかもしれないだろ。君の膝ひざの上にわたしを乗せて、わたしの体を支えてほしいんだよ」

「え……え～～？」

「駄目なのかい？」

「いえ……駄目というわけではありませんが、それって、栄えい光こうある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長としてどうなんでしょうか？」

「栄光なんかクソ食らえだよ。わたしは君の膝の上がいいの」

「いえ……あの……」

　どうしようかとクシューシカが戸と惑まどっていると、レフレンシアが、はぁぁ、とため息を吐ついた。

「わかったわかった。君がそれほど嫌がるなら無理強じいはしないよ」

「いっ、いえ、べつに嫌がっているわけでは……」

「とはいえ、椅子に座るのは辛いから、わたしはその辺の床に転がしておいてくれればいいさ」

「そ、そういうわけにも」

　クシューシカは困ったような顔で講義室内を見渡したが、それで何かが解決するわけでもない。

　レフレンシアに負けないほど大きなため息を吐くと、クシューシカは小声で言った。

「わかりました。今回だけですよ」

「そうかそうか。じゃあ、早く座ろう。ほらほら」

　レフレンシアがクシューシカの腕をぱしぱしと叩いて催さい促そくする。

　しかたなくクシューシカはレフレンシアを抱きかかえたまま椅子に腰を下ろし、レフレンシアの体の向きを変え、ゆっくりと自分の腿ももの上にレフレンシアを乗せた。

　クシューシカがふと顔を上げると、講義室の出入り口でこちらを覗のぞき込んでいるガブリエラ、マクトゥシュ、アナ、アルゴラに気がついた。

「副団長、相変わらず部下の扱いがお上手だわ」

　とアナが感心した顔で言い。

「ガブリエラ団長も、少しは部下操そう縦じゆう術じゆつを見習ったら？」

　とマクトゥシュが揶や揄ゆするように言い。

「いえいえ、無理です無理です。わたしにはあのような手て練れん手て管くだは無理ですから」

　とガブリエラがふるふると顔の前で手を振り。

「ふん、筆ひつ頭とうもとうとう陥かん落らくか？」

　とアルゴラが冷ややかな笑みを浮かべて呟いた。

「あぁぁあ、いややや、これは違うんだ。違うんだよ？　疲労困憊のレフレンシア様の体調を気き遣づかって、だな……」

「ああ、はいはい、そうね、そのとおりだわ」

　とおざなりな態度で相あい槌づちを打ちながらマクトゥシュが部屋に入ってきた。

「どうせだから今日は一日中その体勢で過ごしたら？　昼食も夕食もあなたが食べさせてあげればいいわ」

「熱あつ々あつね」

　と言ってアナが笑う。

「『クシューシカ筆頭陥落』の報を聞いて泣き出す団員が何人出るやら」

　とアルゴラがことさら難しい顔になり。

「クシューシカ筆頭の人間椅子、とても座り心地がよさそうですね」

　とガブリエラが真顔で言った。

　最後に入室したアスカは何も言わず、視線を逸そらせたままだった。

「い……いやいや、早く会議を。会議を始めましょう！」

　顔を真っ赤に染めたクシューシカが叫ぶように言ったところに、三名の団員がお茶を運んできた。

「あ」

「あ！」

　クシューシカと団員たちの視線が交わった。

（しまったぁぁ。うっかりしてたぁぁ）

　クシューシカは頭を抱えたくなったが、膝の上に乗ったレフレンシアを両手で支えているので腕を動かせない。

　三人はそそくさとお茶と茶ちや菓が子しを配り終えると、そそくさと講義室から退出し、そそくさと扉を閉めて、そそくさと退さがっていった。

（駄だ目めだ。明日には白兎騎士団しろうさぎ全体に変な噂うわさが広がっている）

　クシューシカは、がっくりと肩を落としてうなだれたが、一方、彼女の膝の上に座っているレフレンシアはまったく何も堪こたえていないようだった。

「ほら、みんな早く座って。会議を始めるよ？」




　　　　　５




　クシューシカの膝の上に座ったままレフレンシアが経過報告を始めた。

　その口調は意外としっかりしていて、息も絶え絶えというほどではなかった。現れたときの疲労困憊ぶりはとても演技とは思えなかったから、彼女はすでにかなり回復していると見て間違いない。

　どうやらレフレンシアはクシューシカの膝の上に座りたかっただけだということで、ガブリエラたち四人は意見の一致を見た。

　が、それはさておき。




「……というわけでわたしはまんまと解放され、マナティウスまで送り届けられたんだ。そこからは馬を飛ばしに飛ばして戻ってきた」

　とレフレンシアが経過報告を締めくくると、なるほどとクシューシカが頷いた。

「フェーレンの細工が利きいたのもあったんだろうけど、むしろルーアル・ソシエダイの図ずう々ずうしい思おも惑わくがレフレンシア様解放の主な理由でしたか」

　クシューシカは重々しい口調でそう言ったが、レフレンシアを膝の上に乗せた体勢だから、威い厳げんも何もあったものではない。

　ぷっっ。

　アルゴラが小さく噴ふくと、クシューシカは真っ赤になって俯うつむいた。

「はいはい、アルゴラ、真剣にね」

　とマクトゥシュが釘くぎを刺す。

「わたしはいつだって真剣ですよ。真剣でないと人を斬り殺せないじゃないですか」

「そっちの真剣じゃないからね？」

　と彼女を睨にらんでおいてからマクトゥシュは顔をレフレンシアに戻したが、アルゴラを注意したばかりだというのに自分も思わず笑い出しそうになってしまい、笑いを抑えるのに必死だった。

　ガブリエラは、なるべくレフレンシアとクシューシカのほうを見ないようにと視線を逸らせ気味にして語りかける。まともに見ると、やはり笑ってしまいそうだから。

　末席のアスカは、当然、視線を逸らせっぱなしだ。

「あのう、副団長、肝かん心じんのシギルノジチの盆地侵攻阻止の手段ですけれど」

「ああ、そうだね。そこが肝心だね」

　レフレンシアは背中をクシューシカの胸元に預け、いかにも寛くつろいだ体勢で言った。

「何か案があるようなお話でしたけど、いったいどんな案があるのですか？」

　というガブリエラの言葉で、マクトゥシュやアナの表情が引き締まる。

　いつまでもクシューシカのことを茶化したり笑ったりしている場合ではない。何しろシギルノジチ経きよう国こくの脅きよう威いは、もう直ぐそこまで迫っているのだ。

　アスカも微かに身じろぎした。

　それこそ彼女がいちばん知りたいことなのだ。

「おや？　団長には策がないのかい？」

　ガブリエラは残念そうに首を横に振った。

「……これといった有効策は思いつけません」

「おやおや。希き代たいの暗黒策士、ガブリエラ団長ともあろうお方が、こんな簡かん便べんな手段を思いつけないなんて」

「えぇえ？　といいますか、その呼び名は間違っていますけど」

　とりあえず抗こう議ぎの声を放ったものの、ガブリエラは驚きを隠せない。

　簡便な手段と、レフレンシアはたしかにそう言った。

　ガブリエラの驚きは、直ぐに戸惑いに変わる。

　シギルノジチがグレン・ダ共同都市に入れた兵力は、すでに三千近くに膨ふくれ上がっているという。

　まだ後続部隊がグレン・ダを目指しているらしいから、おそらくは総勢で五千以上の部隊がグレン・ダに勢せい揃ぞろいするだろう。

　そのうちの何割かは後方支援に回るはずだが、盆地侵攻の兵力は少なくとも三千には達たつするはずだ。

　それほどの兵力の進軍を阻止する手段ともなれば、かなり限られる。

（といいますか、それはこちらにもそれなりの兵力があればの話ですから。五百と少ししかいない白兎騎士団しろうさぎに採とれる手段ではありません。なのにレフレンシア様は、簡便だと仰おつしやる……）

　素直に教えてくださいと言いたくないガブリエラは、いつも同様、沈ちん思し黙もつ考こうに沈んだ。

　一方、自分で考えるのは面倒だとばかりに、マクトゥシュが、

「もったいぶらないで、さっさとその名案を教えてもらえないかしら」

　と催促したのも、またいつものことではあった。

「おやおや？　ガブリエラ団長だけでなく、マクトゥシュもアナもアルゴラもお手上げなのかな？」

「得意そうな顔がむかつくわね」

　とレフレンシアを睨みつけたマクトゥシュだが、直ぐに両手を挙げ、投げやりな態度で言った。

「ええ、降こう参さんよ。暗黒策士の団長にわからないのに、わたしやアナやクシューシカみたいな性格のいい女にわかるはずがないでしょ」

　顔を上げたガブリエラが、

（あ。そこにアルゴラ隊長は含めないんですね）

　と思った瞬間、何やら首筋の辺りにちりちりとした視線を感じて冷や汗をかく。

　確認するまでもない。

（この嫌な感じはアルゴラ隊長がわたしのことを睨んでいるに違いないです）

　そちらを見ないように気をつけながら、ガブリエラはもう一度、抗議の声を上げた。

「ですから。マクトゥシュ分隊長も副団長のおかしな呼び方を踏とう襲しゆうしないでください」

「そうかしら。言い得て妙だと思うけど」

「思わないでくださいっ」

　ガブリエラの突っ込みに応えず、マクトゥシュはレフレンシアに顔を向ける。

「それはさておき、阻止する手段の話ですけど？」

　レフレンシアは、ちらっとガブリエラのほうに視線を向けてきた。

　その目は、本当にわからないのかい？　と訊いているようだ。

（あまりおかれたくはないのですけど、たしかにそれどころではありませんね）

　ガブリエラは、もう一度、考える。

　二千も三千ものシギルノジチ軍がクセルクス盆地に侵入してくるのを阻止する方法が、しかも実現が容よう易いな方法が今の白兎騎士団しろうさぎにあるのだろうか、と。

　けれど、いくら考えてもわからなかった。

　マクトゥシュは考えるのを放ほう棄きしているし、アナとクシューシカは考えているものの、何も思いつけないでいる。

　アルゴラは考えているのかいないのかすらわからない。

（これは参りました。さすがにレフレンシア様というところでしょうか）

　ガブリエラは降こう参さんの意を表すようなため息を吐ついた。

「わかりません、副団長。教えてくださいませんか。シギルノジチ軍が盆地に侵攻するのを阻止する方策を」

「そうか。ガブリエラ団長もお手上げだというのはちょっと意外だったね。でもこれは付き合いの長さが違うから、ある意味、仕方がないのかもしれない」

「え？　付き合いの長さ……ですか？」

　ガブリエラが、きょとんとした顔をレフレンシアに向けると。

「あ、そうか！　そういうことですか、レフレンシア様」

　レフレンシアを膝に乗せたまま、クシューシカがぴょんと跳ねた。

「お？　クシューシカは見当がついたんだね」

「つまり、あいつを働かせるわけですね？」

「ご明めい察さつだ。ご名答だ。ご英えい断だんだ」

「いえ、最後のは意味が違いますけど、でも、やはりそうなんですね」

「そうなんだよ。今の時期限定という策だけれどね、あいつをこき使えば、なんとでもなるだろうさ」

　クシューシカが正答に辿たどり着いたのを見て、さすがにマクトゥシュもアナも黙ってはいられなくなった。

「時期限定……」

「あいつ……」

「こき使う……」

　ガブリエラも含めて、三人はレフレンシアの言葉を反はん芻すうする。

　そして。

「わかったわ！」

「なるほど、あいつね！」

　アナとマクトゥシュがほぼ同時に叫んだ。

「えぇぇえぇ？」

　ガブリエラが焦った顔でマクトゥシュとアナの顔を交互に見やった。

「あぁらあらあら、ガブリエラ団長はまだわからないのかしら？」

　勝ち誇った顔でマクトゥシュが笑った。

「駄目ですよ、マクトゥシュ様。こればかりはガブリエラ団長がわからないのも無理はないですから」

　とアナが窘たしなめるが、彼女の顔にも、なんだか勝者の余裕が浮かんでいた。

　くぅぅぅぅ。

　ガブリエラは歯は嚙がみして悔くやしがる。

　と、そのとき、無言で天てん井じようを見上げていたアルゴラが顔を戻した。

「ああ、なるほど。そういうことか」

「そんなっっ。アルゴラ隊長までっっ!?」

　ガブリエラが悲鳴のような声を上げると、アルゴラがゆっくりと首を巡らせた。

　彼女の顔からは完全に感情が消え、熱がなくなっていた。まさに「氷のアルゴラ」の異名に相応ふさわしい無表情ぶりで、そこがとても恐ろしい。

　ガブリエラは正視できずに思わず顔を背けてしまった。

「まで？　いま『まで』と言ったか、団長？　その『まで』には、どういう意味が含まれているのだろうか？」

　滝たきのような冷や汗を流しながら、ガブリエラはそっぽを向いたまま応えた。

「いえぇぇ、何も！　何も含まれていません。全然まったく含まれてはいません」

　けれどガブリエラの言葉には、アルゴラ隊長でさえわかったのに自分がわからないなんて！　という意味が込められているのは明白だった。

「はいはい、じゃあ、そろそろ正解を明かそうか」

　と言ってレフレンシアが手を打った。

　ガブリエラは、助かった！　と内心で安あん堵どの息を吐はく。

　とはいえ、現状、わかっていないのは自分とアスカだけのようなので、正解を明かすというレフレンシアの言葉にも素直に喜べなかったのだが。

「すでにガブリエラ団長とアスカ以外の全員がその方策を把は握あくし、理解しているようだけれども。新米団員のアスカはともかく、白兎騎士団しろうさぎ最高の頭脳の持ち主で、アグァローネ地方随ずい一いちの知ち謀ぼう知ち略りやくの持ち主で、もしかするとバスティア大陸の歴史上でも最暗黒の策さく略りやく家かであるところのガブリエラ団長がわかっていないようだけれども」

「ううぅぅ、副団長、酷ひどい～～」

　ガブリエラは目に涙を浮かべてレフレンシアに恨めしそうな目を向ける。

　一方、すでに考えるのを放棄したのか、アスカは正解が出されるのをおとなしく待つ体勢だ。もしかすると彼女は、ふつうなら幹部会に出られる立場ではないことで遠えん慮りよしているのかもしれない。

「答えを出すための手掛かりを。手掛かりをください！」

「いや、もう出してるよ、団長。この時期に、あいつを、こき使う。ほら、これ以上の手掛かりはないだろ？」

（こ……「この時期」というのは、今が冬であることを意味しているんですよね。で、「あいつ」と言うからには、団の誰かを指しているわけで、さらに「こき使う」と言う以上、レフレンシア様の身近にいる誰か……）

「って、ああ！　あぁぁあ！」

　ガブリエラが両手で自分の頰ほおを挟みつけるようにして椅子から腰を浮かせた。

「レオノーラ隊長！　レオノーラ隊長なんですね、副団長!?」

　レフレンシアが、にんまりと笑った。

「そうだとも。自じ然ねん士しであるあいつをこき使えば、シギルノジチ軍の盆地侵攻を阻止はできなくても、遅らせることはできるだろうさ」
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　ガブリエラは、ようやくレフレンシアが何を狙っているのかを理解した。

　彼女は自然士というレオノーラの資質を活かして、パルヴィネ峠とうげに雪を降らせようと言っているのだ。雪を降らせて峠道を雪で閉ざし、軍馬や兵員の行軍を不可能にしてしまおうと言っているのだ。

「で……ですが、そんなことが可能なんですか？」

　と訊くガブリエラは驚きを隠せないが、レフレンシアは平然と応えた。

「広い範囲に大量の雪を降らすのは、レオノーラの力を以もつてしても不可能だよ。でも、峠の向こう側に範囲を絞しぼれば、かなりの雪を降らせることができるはずさ。半ヤルドとまではいかなくても、三分の一ヤルドも積もれば、軍馬を通すのは絶望的だろ？」

　三分の一ヤルドは現代で言えば約九十センチメートル。それだけ積もれば、なるほど、馬だろうが人だろうが行軍は不可能に近いだろう。

　ガブリエラは呆れたような呆けたような顔で同意した。

「た、たしかにそうですね」

「兵士を大量に投入して除じよ雪せつさせれば可能になるだろうけど、人力でそれだけの積せき雪せつを除くのは並大抵のことじゃない。しかも相手には、峠の手前側にだけ集中して雪が降っているのがわからないのだから、そこまでして除雪しようと考えるかどうか」

　そう言ってレフレンシアは片目を瞑つむってみせる。

「何しろ我々は不ふ正せい規き戦せんを得意としていると思われているからね。除雪作業中に我々に奇き襲しゆうされたくないと恐れるのではないかな」

「そ、それならいけそうね」

　とマクトゥシュが思わず上体を乗り出すと、アナも大きく頷いた。

「ですね。人的被害を考こう慮りよしなくていいのが素晴らしいです」

　レフレンシアはそんな二人に水を差すように、ただし、と右の掌てのひらを二人に向けた。

「問題が二つある」

「え？」

「何があります？」

　レフレンシアは、ちらっとガブリエラの顔を見た。

　またもや、わかるかい？　という意を含んだ視線に思えた。

　だとしたら、ガブリエラは何かしら応えなくてはならない。

「……あの、先ほどアナ分隊長が『人的被害を考えなくてもいい』と言いました。わたしもまったくそのとおりだと思うのです。ただ一人を除いては」

　レフレンシアがにやりと笑ったので、アナも気づいたらしい。

「あ、そうですね。レオノーラが過か労ろうで倒れてしまうかも……ですね？」

「そこだね。峠限定とはいえ、部隊が通れないくらいまで雪を降らせるとなると、レオノーラの負担もまた並大抵ではないからね。まぁでも」

　レフレンシアは、ひょいと肩をすくめて言葉を継いだ。

「白兎騎士団しろうさぎは危き急きゆう存そん亡ぼうの危機に見舞われているんだ。あいつには、過労で倒れようと過労死しようと、死ぬまで働いてもらうつもりだけど」

（レフレンシア様、レオノーラ隊長を殺す気満々ですかっ!?）

　と思わず内心で突っ込んだものの、でもそうですよね、しかたないですよね、と納得してしまうガブリエラだった。

「で、もう一つの問題だけど、じつはこちらのほうが問題だ」

（何かおかしな表現ですけど……いえ、仰りたいことはわかります。でも、その問題な問題とはなんなのでしょうか）

　ガブリエラまでおかしな言葉遣いになっているが、そこに気が回らないほどレフレンシア言うところの「問題」が気になっているということか。

　マクトゥシュ、アナ、ガブリエラ、そして話を聞いていたのかどうか怪しかったアルゴラまでもが、じっとレフレンシアの口許に視線を集中させている。

　レフレンシアを膝の上に乗せているクシューシカも、上体を大きく右へ傾け、側そく頭とう部ぶからレフレンシアの横顔を覗き込むようにしている。

　そんな視線の重圧など感じていないかのように、レフレンシアはあっさりと言った。

「シギルノジチにヴィネダがいるかもしれないんだって？」

「「「「あ！」」」」

　マクトゥシュとアナが顔を見合わせ、顔を前方に動かしたクシューシカはアルゴラと目が合った。

　顔を戻したマクトゥシュが、

「ど、どうしてそれを？」

　と訊くと。

「フェーレンから聞いたよ」

「あ……そうでしたか」

「で、どうなんだい、マクトゥシュ。その後、何か新しい情報は入ったかい？」

　マクトゥシュはため息を吐ついて首を横に振った。

「いるらしいという情報は各方面から入ってきていますが。例えばシギルノジチの先せん遣けん部隊を率いている部隊長がヴィネダという名だとか。でも確かく証しようはまだ摑つかめていません。こちらの攪かく乱らんを狙ったシギルノジチが彼女の名前を使っているだけという可能性も捨てきれませんし」

「そうか。でも、いるという前ぜん提ていで考えたほうがいいかもしれないね」

「つまりレフレンシア様、シギルノジチ部隊にヴィネダがいると、峠の大雪がレオノーラの仕業だと彼女が見抜くかもしれないと、それを恐れておいでなんですね？」

「そうなんだ、アナ。そこが際どいところだ。ヴィネダはレオノーラが自じ然ねん士しとしての能力を行使する場面を直接見たことはなかったはずだけど、それでもレオノーラが自然士であることは承知していたからね。ただならぬ峠の大雪を、レオノーラの能力に結びつけるのは……どうだろう、微妙なところではないかな」

「ですね。最悪の場合、レオノーラをこき使ってせっかく雪を降らせても、骨折り損の草臥くたびれ儲もうけになってしまう虞おそれがありますね」

「まぁ草臥れるのも骨を折るのもレオノーラだから、そこはあまり気にしなくてもいいんだけど」

（レフレンシア様、酷ひどっ。いえ、でも、なんといいますか、そうかもしれませんが）

　ガブリエラもかなり酷かった。

「もしヴィネダに小細工を見抜かれたら、レオノーラが峠から追い払われてしまうかもしれない。そうなると相手の進軍を阻止できるのが、ほんの数日という程度で終わってしまうよ。そこが真の問題だね。その程度の時間稼ぎではまったく足りない。最低でも一いち旬じゆん日じつ、できれば半月近くは稼がないと、『せっかく解放してやったのに』と、バロス三世に怒られてしまう」

　マクトゥシュが情けない顔になった。

「いえ、バロスに義理立てする必要はないと思いますけど」

「そうは言うけどね、マクトゥシュ。彼に義理立てしないと、残してきたジュンエンとミンツァが酷い目に遭わされるかもだよ？」

「ああ……そうです……ねえ」

「それにこれは、彼に義理立てするか否かというだけじゃない。実際問題として、我々には時間が必要だ。その後の対策を練ねる時間が。敵への迎げい撃げきを準備する時間が」

「では、ヴィネダ対策をどうしましょう？」

　とアナが訊くと。

「うん、いや、そうだな」

　レフレンシアが躊躇ためらうような素振りを見せたので、アナは有効な対策が見出せていないのかと思ったのだが。

「けれど、そこは放っておいてもいいのかもしれない」

「え？　いいんですか？」

　驚いた顔でアナが訊き返す。

　マクトゥシュもアスカも意外そうな顔だ。

「でも、彼女に見破られたら、シギルノジチ軍を阻止するという作戦自体が破は綻たんしてしまうのではありませんか？」

「そうだね。ただ、ヴィネダがいるとしても、彼女は白兎騎士団しろうさぎに意い趣しゆ返がえしをしようとは思っていないみたいだからさ」

　今度は、皆が不ふ思し議ぎそうな顔になる。

「……えっと、どういうことでしょう？」

「つまり、彼女が意趣返ししたい相手は、わたし個人だということだよ」

「どうしてそうお思いなんですか？」

　というマクトゥシュの問いに、レフレンシアは、

「想像だけどね」

　と応えておく。

　本当はフェーレンとのやり取りで連れん想そうしたことが根拠になっているのだが、そこには触れないほうがいいだろうと思うから。

「だから、ヴィネダがいたとして、彼女がレオノーラの能力を思い出して、さらにそこから降雪を連想しても、シギルノジチの侵攻軍首しゆ脳のうに雪かきを進言する可能性はあまり高くないと踏んでいる」

　根拠がいま一つわからないガブリエラだが、レフレンシアほどの人物がただの願がん望ぼうでそんなことを言うはずがないから、そこは信用するしかない。

（きっとまだ何か、わたしたちの知らない材料をお持ちなのでしょう）

「それに、ヴィネダの応おう対たいを恐れていても始まらないよ。我々には、もはやこの手しかないんだから」

　マクトゥシュやアナが、ですね、と重々しく頷いた。

「レフレンシア様」

「うわ！　いきなり耳許で話さないでくれよ、クシューシカ。耳に息が吹きかかって、なんだか気持ちいいじゃないか。できれば息を吹きかけるだけじゃなく、こう、優しく耳みみ朶たぶを嚙んでくれると、もっと気持ちいいんだけど」

「ななななぁっっ」

　クシューシカが大きく仰け反った。

「ふっ巫ふ山ざ戯けている場合ではないと思うのですが、レフレンシア様！」

　体を戻したクシューシカが顔を真っ赤にして抗議すると、レフレンシアは首を巡らせ、クシューシカの顔を見上げるようにして言った。

「わたしが巫山戯てそんなこと言うと思うのかい、クシューシカ？　わたしは真剣に、本気で、心の底から、そう思ったんだよ？」

「いえぇえぇぇ」

　赤い顔で俯いたクシューシカは、思い切り身を縮ちぢこまらせた。

　ガブリエラ、マクトゥシュ、アナ、アスカの四人は、クシューシカの様子を生温かい目で見守っている。滅めつ多たに表情を変えないアルゴラでさえ、口許に微かな苦笑を浮かべていた。

「わたしのクシューシカへの要求がじつに真剣なものだったというのはともかく。何が訊きたいんだい、クシューシカ？」

「あ……あの、ですね」

「うん、何かな？」

「その後……時間を稼げたとして、その後のことなんですが。峠に雪を降らせてシギルノジチの盆地侵入を遅らせられたとして、でも、そうすると今度は、ルーアル・ソシエダイとシギルノジチが同時に侵攻してくることになりますよね。それに対しては、どういう策をお考えなのです？」

　そう、そこが肝心要かなめの大問題だ。

　マクトゥシュも。

　アナも。

　アルゴラも。

　ガブリエラも。

　アスカも。

　一斉に上体を乗り出して、またもやレフレンシアの口許に視線を集中させた。

　ところが。

「ないね」

「……はい？」

「今のところ有効な策は思いついていない」

「はいぃぃぃ!?」

　クシューシカ、マクトゥシュ、アナ、アスカが悲鳴のような声を上げた。

　その声には、落胆、驚き、怒り、失望などの感情が複雑に入り交じっている。

　ガブリエラも、声こそ上げなかったが、気持ち的には四人と同じだった。

　アルゴラも眉まゆを顰ひそめているから、おそらく同じような気分を味わっているに違いない。

「おいおい、わたしにそんな無茶ぶりをしないでくれたまえよ」

「いえ、ですが……」

　マクトゥシュやアナの恨めしそうな視線を平然と受け流したレフレンシアは、

「だからさ、そういう無茶ぶりをするなら、わたしよりずっと相応しい者が白兎騎士団しろうさぎにはいるじゃないか」

　と言って、意味ありげな視線をガブリエラに向けてきた。

　彼女の視線の先を追ったマクトゥシュとアナ、アスカ、そしてクシューシカは。

「あぁ」

「あ～あ～」

「あぁぁ～～」

「あ～～、あ～～、あ～～」

　納得顔で頷くのだった。

「頷かないでくださいっっ！」

　ガブリエラは必死の形相で抗議したが。

「そんなわけで、その後の対応策は、アグァローネ地方随一の切れ者で黒くろ者もの、いやいや、バスティア大陸全体に範囲を広げても最高の切れ者で最さい黒こくの策士だと評判のガブリエラ団長に捻ひねり出してもらいたいのだけれど、どうだろう」

「そんな評判は聞いたことがありませんけどっ？　というより、そもそも黒者とか最黒とかの単語からしておかしいのですがっ！」

「え～～？　行く先々で耳にするけど？」

　などとレフレンシアが大げさに驚くと、マクトゥシュやアナ、クシューシカが真顔で頷いた。

「聞くわね」

「聞きますね」

「聞きまくりだ」

「皆さん……酷ひど……」

「まぁ、団長がバスティア大陸でいちばん黒いか二番目に黒いかはさておいて」

　黒いのは既定路線のようだった。

「団長に考えてもらいたいのは、言ったとおりだよ。というより、この窮きゆう地ちを抜け出す策を考えられるのは団長しかいない」

「な、何を仰いますか。先ほどのシギルノジチ軍の侵攻阻止策を見てもわかるとおり、副団長こそ、わたしよりずっと優れた策さく謀ぼう家かではありませんか」

「その意見は、却下」

「えぇええぇ？」

「わたしはね、自分の限界を知っているさ。でも、団長の限界点はまだ見えていない。そこに賭かけたいんだ。というか、そこに賭けるしかない状況なんだ」

　そう言うレフレンシアの顔からはいつもの余裕が消えていて、ガブリエラは思わず息を呑んだ。

「ふつうの方法では切り抜けるのは無理だ。常識的な策では敵を退けるのは不可能だ。だからこそ、常識的ではない団長にすがりたいのさ」

　うんうん、と他の幹部連も首を縦に振っている。

　自分への困った評価をどうしたものかと、ガブリエラは頭を抱えたくなった。

「もちろん、わたしも協力する。全力で君を支える。だから、考えてほしい。シギルノジチ軍を遅らせて稼いだ時間を利用して、起き死し回かい生せいの一手を捻り出してほしい」

　大恩あるレフレンシアにそうまで言われてしまえば、ガブリエラには否いやも応もない。

（といいますか、元よりなんらかの対策を考えなくてはならないと思っていましたし。ここは何がなんでも）

「やって……みます。でも、できるかどうかはわかりません」

「それでいいよ。君にできなければ、おそらく誰にもできない」

　レフレンシアの評価は過大評価ではないかと思うガブリエラだが、彼女から信頼されているのは感じる。期待されているのも事実だろう。

　ガブリエラは、左右に居並ぶ幹部の顔に、ちらっと視線を走らせた。

「そうね。こうなったら、もうあなたと一いち蓮れん托たく生しようだわね」

　とマクトゥシュはため息を吐き。

「団長にできなければ諦めるしかないわ」

　とアナは覚悟を決め。

「わたしたちは団長を信じる。だから団長は自分を信じろ」

　とクシューシカは力強く励はげまし。

「できなければ斬る」

　というアルゴラの脅おどしは、きっとひねくれた激げき励れいだ。

　最後にアスカも遠慮がちに言った。

「期待してますから、団長」

　ド直球の言いようだった。

　みんなの信頼や期待は重荷だが、その思いには応えたいと思う。

「なんとか頑張ります」

　ガブリエラは重い決意を胸に秘めてそう応えた。

「頼んだよ。さて、とりあえずわたしから話すことはこのくらいかな」

　レフレンシアは体の力を抜いて背中と後頭部をクシューシカの体の前面に預あずけ、一同の顔を見渡した。

「何か質問や急ぎの報告、あるかな？」

「あ、そうです、忘れていました！」

　とガブリエラが大きな声を上げたので、全員の視線が彼女に集中する。

「なんだい、団長？」

「団を離れているフェーレン隊長に代わってセリノスが番隊長に昇ることになっているのを、お伝えし忘れていました」

「ほほう？」

　レフレンシアが面白がるような色を顔に浮かべた。

「それはフェーレンの奴も言ってなかったな」

「まだ正式決定ではありませんでしたから」

　と断ったガブリエラは、ざっと経けい緯いを説明した後、

「事後報告になってしまってすみません」

　と頭を下げた。

「いや、気にしないで団長。報告しようにも、わたしは報告ができないところにいたんだからさ」

　ガブリエラは恐きよう縮しゆくするように肩をすぼめ、もう一度、軽く頭を下げた。

「なるほど、フェーレンがね。もしかしてわざと黙っていたのかな。あいつもときどき面白いこと言うよな」

　と笑ったレフレンシアだが、直ぐに笑みを消し、真面目な顔に戻った。

「うん、いいんじゃないかな。で、それはもう本人には？」

「とりあえず話はしてあります。最初は、『自分には荷が重い』と渋っていましたけど、『わたしにだって団長が務つとまるんですから』と説得したら、納得してくれました」

　レフレンシアが、ははっ、と声に出して笑った。

　一方、マクトゥシュなどはいつにも増して渋い顔だ。

「うん、いいよ。みんなと団長が認めていて本人も納得済みだというのなら、わたしに反対する理由はない」

「ありがとうございます」

　ガブリエラはレフレンシアに向かって大きく頭を下げた。

「他には？」

　レフレンシアがもう一度、全員の顔を見渡したが、今度は何も出なかった。

「そうか。じゃあ……」

　レフレンシアはクシューシカの膝の上で大きく伸びをした。

「少しだけ仮眠を取らせてもらうかな」

　レフレンシアは初めてしんどそうな顔を見せた。おそらく今までは眠気や疲労を隠し、我が慢まんし、耐えていたのだ。

　彼女の精神力にガブリエラは感かん嘆たんする。

「では仮眠室までお連れします」

　と呼びかけたクシューシカを、レフレンシアが首を巡らせ見上げた。

「また抱えていってくれるかい？」

「あ、えぇと、それをお望みでしたら」

「お望み、お望み。というか、もう自分で歩くのは辛いのでね」

「わかりました」

　片腕をレフレンシアの脇わきに差し入れ、別の腕でレフレンシアの膝の裏側を支えると、クシューシカは軽々と立ち上がった。

「昼過ぎには起きる、というか、起こしてくれ」

「寝る前に回復魔術を施ほどこしておきますよ」

　とアナが申し出ると。

「そうだな。頼もうか。わたしだけじゃなくて、アスカとフェレッラにも」

「フェレッラには、救急分隊の誰かがもうやっていると思いますよ」

「そうか。では、わたしとアスカに頼むよ。あと、ついでにレオノーラを呼んでおいてもらえると助かる。例の話、わたしから話をするから」

「はい、わかりました。手配しておきます」

　レフレンシアはクシューシカに抱きかかえられたまま顔を巡らせた。

「アスカも来なさい。アナに回復してもらったとしても、少し寝ておいたほうがいい」

「……ですね。そうさせてもらいます」

　よっこらせ、と声を上げてアスカが椅子から立ち上がった。

　彼女のほうもなかなかしんどそうだった。

「仮眠室まで歩けるかい？　歩けないようだったら、アルゴラにでも背負ってもらうといいよ」

　アルゴラがチラッと自分のほうへ視線を向けてきたので、アスカは慌てて両手を眼前に持ち上げ、掌をふるふると振った。

「いえいえ、そんな恐ろしい……じゃなくって、恐れ多いことは全力でご遠慮申し上げますよ」

「そうかい？　君が平気だと言うならいいけれど。じゃあ、仮眠室ではわたしと一緒の寝台で寝るかい？」

　思い切り腰を引いたアスカは、頸けい骨こつも折れよとばかりに全力で首を左右に振った。

「そんな恐れ多いことは、全ぜん身しん全ぜん霊れいで以てご遠慮させてもらいますよ！」

「ちぇっ」

（ちぇって、あんた）

「仕方がない、一人で寂しく寝るよ。ああ、それと。マクトゥシュたちは自分の仕事に戻ってくれていいからね。どうせ、仕事が山積みなんだろ」

「すみません。では、そうさせてもらいます」

「ガブリエラ団長には、つき合ってもらおうか」

「あ、ええ、わかりました。では、わたしは一の砦に詰めていますので、お目覚めになったら声をかけてください」

「うん、了解。じゃあ行こうか、クシューシカ」

　レフレンシアはもう一度、クシューシカの腕を軽く叩いた。

「ああ、はい」
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　レフレンシアをお姫様抱っこしたクシューシカが講義室から出ていくと、そのあとをアナが追いかけ、最後にアスカがよろめきながら部屋をあとにする。

　アスカが部屋から出ると、先に出たアナが廊ろう下かで待っていてくれた。

　彼女は優しそうな顔でアスカに微笑みかけ、

「手を貸しましょうか、アスカ？」

　と言ってくれた。

「いえいえ、恐れ多いですから」

　アスカが尻込みすると、アナは優ゆう雅がに笑った。

「あまり気にしなくてもいいのよ。白兎騎士団しろうさぎは、割とそういうのに拘こだわらないから」

（みたいですねぇ。そこが不思議というか面白いというか。でも）

「恐れ多いのは事実ですし。怪我をしたときは遠慮なくお願いしますけど、今は大丈夫ですので」

　とアスカは強がってみせた。

「アスカは頑張り屋さんなのね」

　そんなふうに誉ほめられたのは初めてで、アスカは照れたように頭を掻いた。













「いえいえ、そんなことはないですけど」

　アナはくすっと笑うと、アスカの歩みに合わせるようにゆっくりと歩いてくれた。

（大幹部様にこんな気遣いされると、どうしていいか困るわ。でも、嬉うれしいけどね）

　たしかにアナは優しい人物だ。

　でも、彼女だけが特別というわけではない。

　白兎騎士団の幹部は部下に対して厳しいけれど、同時に優しい。

　あのレフレンシアでさえ、ときにとびっきりの優しさを見せることがある。

（だから若い団員たちは頑張っちゃうんだろうなぁ。こんな部下の操縦術があるなんて初めて知ったな）

　これは団に潜り込んだからこそ得られた情報だが、反面、これを他人に説明するのは難しいなと思うアスカである。

（たぶん、知らない人間にいくら言葉を費ついやして説明しても、なに言ってんだ？　っていう反応だろうしなぁ）

　すでにアスカには積極的に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの情報を売って歩く気が失せていた。

（どうにも毒されちゃったよな、わたしも）

　そんなことを思いながら、アスカはのろのろと足を運ぶのだった。
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　レフレンシアが仮眠室から起き出してきたのは昼過ぎだった。

　いくらアナに回復の魔術をかけてもらったとはいえ、それで疲労が完全に取れるはずもないのに、声をかけられたら直ぐに起きたというから、さすがである。

　アスカもレフレンシアの起きる気配を察して起き出してきたが、フェレッラは熟じゆく睡すいしていたので、レフレンシアは敢あえて声をかけなかった




　一の砦の客間の一つにガブリエラと共に陣じん取どったレフレンシアは、簡単な昼食を摂とりながらレオノーラが顔を出すのを待った。

　ここから上、本城方面は男子禁制なので、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを訪れた男性への応接はこの砦ですることになる。

　だから一の砦には幾いくつかの客間が用意されているのだった。

　他の幹部は自分の持ち場、仕事へと戻っている。

　レフレンシアと食事をしながらもガブリエラは考え続けたが、これといった案は浮かんでこない。というより、これまでも考えてきて、それでも名案は浮かんでいないのだから、そう簡単に解決策を思いつけるものではない。

　もそもそと食事の手を動かしながら、ガブリエラはずっと考え続けていた。




　ちょうどレフレンシアとの食事が終わる頃にレオノーラがやってきた。

「レオノーラ様をお連れしました」

　という若い団員の声が客間の入り口から聞こえ、続いて、

「失礼します～～」

　というレオノーラの緩い声がかかった。

「ああ、入って、レオノーラ。それから、セラ、もう食事は終わったから片付けてくれないかい」

「はい、ただ今」

　セラという二回生は、きびきびとした動きで卓たく上じようの皿や酒しゆ杯はいを片付けると、一礼して客間から出ていった。

「はい、座って」

　レフレンシアが促うながすと、レオノーラは、

「では、失礼します～～」

　と頭を下げ、副団長の正面の椅子に腰を下ろした。

　ガブリエラは椅子をずらしてレフレンシアの隣、レオノーラの斜め前に陣取った。

「虜りよ囚しゆう生活、ご苦労様でしたぁ」

　改めてレオノーラが、レフレンシアに向かって深々と頭を下げた。

「それがね、じつは大して苦労してないんだよ。ルーアル・ソシエダイの扱いが思ったよりよくってさ」

「あ、そうなんですか～～。それはよかったですね～～」

「うん。いろいろと役得にも与あずかったし」

　レオノーラは、役得～～？　と首を捻るが、レフレンシアはそれに応えず、さっそく本題に入ろうとする。

「で、レオノーラに来てもらったのは、君に頼み事があるからでね」

　回り道や寄り道の多いレフレンシアにしては珍しいと、ガブリエラは少し驚いた。

　同時に、あの話をレフレンシアがどうやって切り出すのか興味があった。

　冬のこの時期、標ひよう高こうの高いパルヴィネ峠はただでさえ寒いというのに、レオノーラはそこに詰めて雪を降らせなくてはならないのだ。たぶん朝から晩まで……いや、むしろ晩から朝までだろうか。もしかすると朝から朝までになるかもしれない。

　いくらレフレンシアとはいえ、そんな激げき務むをレオノーラに頼むのだから、多少の遠慮とか気遣いがあるはずで、いつものように端たん的てきに命じるというわけにもいかないはず。

（レオノーラ隊長のやる気を削そがないように、でも時間的な制約があるから急がせなくてはならないわけです）

　部下の扱いに長たけているレフレンシアがどのように話を切り出し、レオノーラをその気にさせるのか、ガブリエラとしては興味津々である。

「はい、なんでしょうか～～？」

「君の命を預けてくれないか」

「はいぃ？」

　ド直球だった。これ以上なく端的で簡潔だった。

「つまり、白兎騎士団しろうさぎのために命を懸けてくれというお願いだ。どうだろう」

「いえ～～、どうだろうと言われましても～～、内容がわからないとお返事のしようがないんですけど～～」

　と応えたレオノーラは、うん？　と首を捻った。

「命令……じゃあないんですか～～？」

「これは君のやる気が最優先事項だから、命令はしない。お願いをする」

「はぁ～～」

「君の能力を白兎騎士団のために使ってほしい」

「はぁ、なるほど、そういう～～」

　自然士としての力を要求されているのを知ったレオノーラは頷いたが。

「でも、どうすればいいのかがわからないと～～……」

「雪だ。雪を降らせたい」

「あ……あ～～あ～～」

　その言葉で、レオノーラはレフレンシアが何を考えているかを悟さとったらしい。

　さすがにいい勘かんをしていますと、ガブリエラは感心した。

「そうだ。パルヴィネ峠を雪で閉ざして、シギルノジチ軍が盆地へ侵攻してくる時期を遅らせたいのさ」

「わたしだけで、ですかぁ？」

「大変なのは承知の上のお願いだ」

「まぁ～～、レフレンシア様の頼み事ですからやってはみますけど～～。でも、確実にできるとは言えないかな～～。気象条件にも左右されますしね～～」

「もしもレオノーラが作戦を成功させてくれたら、わたしと団長で君を讃たたえる裸踊りをしようじゃないか」

　レオノーラは右手をぐっと握りしめた。

「頑張りまっす～～！」

　一方、ガブリエラは両手で頰を挟んで悲鳴を上げた。

「そんなぁぁ」

「団長、ここはどうあってもレオノーラに頼るしかないんだよ。彼女がやる気になってくれるのなら、どんなことでもする覚悟完了が我々には必要じゃないだろうか」

「うぅぅぅ、正論のようですけど、なんか上手いこと騙だまされている気がしてならないのですがぁ」

　レオノーラがにこにこ顔で右手をひらひらと動かした。

「まぁまぁ、団長～～、わたしも踊りますから気を落とさないで～～」

「慰なぐさめになっていませんけどっ？」

「よぉし、じゃあ、この戦争を見事勝ち抜いた暁あかつきには、みんなで踊るか。裸になって。飲んで。歌って。輪になって」

「いえぇぇえ～～？」

　ガブリエラは椅子から跳び上がって絶叫したが、レオノーラはノリノリだった。

「いいですね～～。この難なん局きよくを乗り越えられたなら～～、そのくらいの羽目を外すのはアルアラネ様も大目に見てくださいますよね～～」

「いや。アルアラネ様なら『もっとやれ』と仰ると思う」

「あっ、そうですね～～」

「ってことで、この戦争に勝利したら、団を挙げての祝しゆく勝しよう裸踊り祭り」

「ちょぉぉぉっっ？」

「ってことだから、頼んだよ、レオノーラ。君が降らせる大量の雪が勝利への第一歩を刻むんだ。つまりそれが裸踊り祭りへの第一歩」

「あたし頑張っちゃいますよ～～っ！」

「話がとんでもない方向へ流れてますけどっ」

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめたガブリエラは必死の形相で二人を諫いさめ抗議するが、レフレンシアもレオノーラも聞いちゃいない。

　さんざん盛り上がった二人は、裸踊り祭りの構想を心ゆくまで語り合った後、やっと本題に戻ってきた。

「で、レオノーラ、さっそく仕事に取りかかってもらいたいんだけど」

「そうですね～～。いちおう防寒具の用意をしなくちゃなりませんし～～、現地で雪せつ洞どう掘るための道具も準備しなくちゃですし～～。急いで支度して～～、今夜から始めますよ～～」

「じゃあ、この作戦、パルヴィネ峠に雪を降らせてシギルノジチの盆地侵攻を遅らせる作戦を『雪ゆき兎うさぎ』と名付けよう」

「可愛くていい作戦名ですね～～」

「雪兎作戦の指揮はレオノーラ、君に任せるから」

「謹つつしんで拝はい命めいいたします～～」

「それでいいよね、団長」

「え？　ええ、それはもちろん。といいますか、一つお訊きしてもいいですか？」

　裸踊り辺りから完全に置いてきぼりを食らっていたガブリエラがようやく会話に復帰してきた。

「なんだい？」

「雪洞を掘るって、どういうことですか？」

「いやほら、峠に大きな天幕を張ってる暇ひまはないだろ。それにふつうの天幕では寒さに弱いからね。だから雪洞を掘って、そこに寝泊まりして出撃基地代わりにするんだ」

「雪洞に寝泊まり!?　それこそ寒くはないのですか？」

「団長はずっとベティス暮らしだったし、ここで冬を過ごすのは初めてだからわからないかもしれないけど、雪洞の中って意外と寒くないんだよ」

「そ、そうなんですか」

「今年はこんな状況だからできないけど、毎年、冬に雪中訓練をしてるんだ。そこでは雪中行軍したり雪洞を掘って夜を過ごしたりするわけ。だから、わたしたちはみんな、そういうのを経験的に知っている。ここは盆地で、どこに出るにも標高の高い峠を越えていかなきゃならないからね。その手の技術と経験は必ひつ須すなのさ」

「なるほど、そうでしたか」

　さすがに勇ゆう猛もう果か敢かんで精せい鋭えい揃ぞろいの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎだと、ガブリエラは感心する。

「とはいえ、今の峠には雪洞を作れるほどの雪は積もってないだろうから、最初は防寒具にくるまるか、簡易天幕を張って夜を過ごしてもらうしかないんだけど」

「昼間では駄目なんですか？　もちろん昼間でも寒いのは寒いですが、それでも夜よりマシではないかと」

　とガブリエラが重ねて訊くと、今度はレオノーラが応えた。

「雪を降らせるならぁ気温が低くて湿度の高い夜のほうがいいんですよ～～。たしかに夜中は寒いですけどね～～、短時間で大量に降らせるとなるとぉ、昼間じゃなくて夜でないと～～。それに夜のほうが目立たないですし～～」

「そうですか。でも、それは……大変ですね」

　レオノーラの任務の困難さを改めて想像したガブリエラは、自然と頭が下がる思いだった。

「さて、次は雪兎作戦に誰を連れていくかということになるけど」

　レフレンシアがガブリエラのほうを見やった。

「えっと、レオノーラ隊長が雪を降らせているあいだの警護という意味ですよね？」

「そう。峠付近までシギルノジチの物見兵が来るかもしれない。レオノーラの護衛と峠周辺の物見がどうしたって必要だ。それから諸もろ々もろの細かな作業の手伝い。積もった雪を集めて掘って雪洞を作らないとならないから重労働になる。その後はお湯を沸わかしたり食事を作ったり、任務中に居眠りしたレオノーラを殴って起こしたり」

「最後のは要りません～～」

　不服そうに頰を膨らませるレオノーラを無視して、レフレンシアは話を続けた。

「寒い中で不眠不休に近い任務を強いられるだろうから、強い奴がいいな。ああ、強いというのは戦闘力がという意味と、精神力がという意味の両方だね」

「となると、ジアンは外せませんね」

「だね。あいつなら寒かろうが雪が積もっていようが、犬のように雪の中を駆け回ってくれるだろう」

　思わずガブリエラは小さく噴いてしまった。

「そうだ、ジアンといえば」

「え？　ジアンがどうかしましたか？」

　笑みを収めたガブリエラが不思議そうな顔をレフレンシアに向けると。

「レオノーラは、しばらく雪兎作戦遂行で手一杯だし、その後も何かと忙しくなるだろうから、特とく務む分ぶん隊たい兼任を解いてやろうと思うんだ」

「あ、そうですね。さすがに雪兎作戦しながら、特務分隊も警けい邏ら隊たいも指揮するのは無理ですよね」

「あぁ、そうしていただけると助かりますね～～」

「ですが、それとジアンとどういう関係が……って、まさか副団長!?」

　ガブリエラが目を見開いてレフレンシアを見つめた。

　レフレンシアは、にやりと笑って、そう、と言った。

「さっきセリノスが番隊長になるって話を聞いてふと思ったんだけど、どうせだから、空席になる特務分隊の隊長をジアンに押しつけたらどうかな」

「お、押しつける……んですか？」

「いやほらだって、このあと特務分隊は敵てき状じよう偵てい察さつで大忙しになるじゃないか。それっていちばん危険な任務なんだし。となると、ジアン以上の適任者を思いつけない」

「ですか。そうですね、ええ、仰るとおりかもしれません」

　たしかに、ジアンが特務分隊を率いてくれたらとても心強いとガブリエラは思う。

（それに、気心が知れているジアンなら、お互い遠慮しなくても済みますし）

　そこまで考えたガブリエラは、はっと気がついた。

（もしかすると、この提案は、わたしが仕事をし易やすいように団内を作り替えてやろうというレフレンシア様の配慮なのでしょうか）

　だとしたら、ありがたい話だ。

　ガブリエラはレフレンシアに、内心でそっと頭を下げておく。

「レオノーラはどうだい？」

　レフレンシアにそう訊かれ、レオノーラは、にへら～～と笑った。

「いいんじゃないですか～～。わたしもこき使われるんですからぁ、ジアンも死ぬほどこき使われればいいと思いますよ～～」

（こき使われている自覚はあるんですね。それでも文句一つ言わないのがレオノーラ様の凄すごいところです）

　とガブリエラは大いに感心した。

「よし、じゃあ、ジアンを特務分隊の分隊長見習いにしよう。ついでに新しん雛ひよこ小しよう隊たいを特務分隊内の小隊扱いにするかな」

「はい、よいと思います」

　とガブリエラが賛さん意いを示すと、レオノーラはくすくすと笑った。

「白兎騎士団しろうさぎに見習い幹部ばかり増えていきますね～～」

　するとレフレンシアは小さく肩をすくめ、

「団長が見習いなんだから仕方ないな」

　と言った。

　思わず冷や汗が流れ出るガブリエラである。

「あとでジアンを呼んで、わたしから話をしよう。あ、団長も同席してくれよ」

「はい、もちろんです」
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「さて、話を戻すけど」

　レフレンシアがガブリエラとレオノーラの顔を交互に見やった。

「雪兎作戦に従じゆう事じする団員だけど、お馴な染じみの遊ゆう撃げき小隊と新雛小隊をかき集めようか。といっても、番隊長になったセリノスは除のぞかないとな。ノエルノードもセリノスの隣に置いておいたほうがいいだろうから除くとして。あと、ウェルネシアは向こうに残っているから自動的に除かれる。ジアンの隊長就任は雪兎作戦の目め処どがついてからにするとして、そうなると、遊撃小隊からはジアンとデイレィとアフレアの三人か」

　レフレンシアが遠い目をして天井を見上げた。

「あの十人から残ったのが三人だけというのは、なんだか感かん慨がい深ぶかいね」

「あのう、べつにみんな討ち死にしたというわけではないので……」

「ははは、そうだね。君は団長様にお昇りあそばしたし、レオチェルリは団長秘書だ。ドゥイエンヌとマルチミリエの二人は退団しちゃったし、ウェルネシアは遠いところに行っちゃったし」

「ですから。そういう言い方だと、ウェルが戦死したみたいに聞こえますけど」

　くくっっ、と嗚お咽えつするような笑い声を漏らしたレフレンシアは、

「いずれにせよ、いま直ぐ使えるのはその三人だけだね」

　と言った。

「アフレアは平気でしょうか？　雪中の重労働に耐えられるでしょうか、という意味ですけど」

　ガブリエラがそう訊くと。

「大丈夫だろ。あいつにはシゥビーニュがいるし。魔術人形は寒さなど感じないから、いざというときは人の手に頼るより効率的だな」

「そう……ですね」

「あとは新雛小隊を集めて……いや、アスカとフェレッラに今夜から働けと言うのは、少し可か哀わい想そうか」

「かなり疲れていたみたいですしね」

「わたしもかなり疲れているんだ、団長」

「あ……ええ、あの、お疲れ様でございます。副団長の苦労は重々承知しています」

「じゃあ、あとで肩を揉もんでくれないかな」

「い……いいですよ、もちろん」

「あと、胸も揉んで」

「そ……それはどうなんでしょうか」

　ガブリエラが尻込みしていると、レオノーラがさっと右手を挙げた。

「では～～、わたしが～～」

「却下」

「酷いぃ～～」

　レオノーラは、がっくりと肩を落とした。

「わたしは団長に労ねぎらってもらいたいんだよ」

「いえ、胸を揉むのが労うって、意味がわかりません」

「どうして？　団長に揉んでもらえば苦労なんか忘れるよ？　疲労なんか消し飛ぶよ？」

「いえ、あの、わたし非力ですし、副団長の疲労を回復させるような揉み方はちょっとできかねるかと。どうしてもと仰るなら、クシューシカ筆頭に揉んでもらったら如何いかがでしょう？」

「あいつに揉まれたら、おっぱいが握り潰つぶされちゃうよ」

　たしかにクシューシカ筆頭、凄い握力をしていそうですけど、それにしてもその評価はどうでしょうと首を傾げるガブリエラだった。

「さて、冗談はそのくらいにしておいて」

　レフレンシアが本題に戻ろうとしたので、ガブリエラは安堵の息を吐はく。

　あのままレフレンシアに迫られたら、うんと言ってしまいそうだったから。

　そして、じつはそんなに嫌ではなかったのも事実で。

（いつものレフレンシア様ならもっとしつこく迫ってくるはずなのに、あっさりと話を戻してしまわれるなんて。もう少し押してくだされば、わたしは嫌々ながら喜んで応じていたのに……って、わたしは何を意味不明なことを言っているのでしょうかっ！）

　顔が熱くなるのを感じたガブリエラは、それを気づかれないようにそっと俯いた。

「とりあえず今夜は、ジアン、デイレィ、アフレア、そしてハイミオ、シェーナ、ラツィーナ、リンデルを付けよう。あと、万一、誰か具合が悪くなったときのことを考えて救急分隊からも一人、そうだな、ジュナスを付けておこうか。とりあえず君を合わせて九人。それでどうだ、レオノーラ？」

「はい、それでいいですよ～～。ありがとうございます～～」

「手が足りないようなら、あとでアスカとフェレッラを送ろう。そんな感じでどうかな、団長？」

「はい、よいと思います」

「じゃあ、準備に取りかかってもらおうか」

　レオノーラが立ち上がると、即座にレフレンシアとガブリエラも立ち上がった。

　レオノーラが白はく兎と式の敬礼を二人に向けて送る。

「レオノーラ、了解しました～～。ジアン、デイレィ、アフレア、ハイミオ、シェーナ、ラツィーナ、リンデル、ジュナスを率いて雪兎作戦を開始します～～」

　復唱を終えたレオノーラに、ガブリエラとレフレンシアも白兎式敬礼を返す。

「頼んだよ、レオノーラ」

「よろしくお願いします、レオノーラ隊長」

「ではぁ失礼します～～」

　一礼したレオノーラが講義室から退出していった。

　その背中を見送ると、レフレンシアは隣に立つガブリエラに顔を向ける。

「さて、どうせだからもう少し話をしておこうか、団長。シギルノジチを遅らせることができたとして、その後、どうするのかという話を。シギルノジチとルーアル・ソシエダイ両国が同時に盆地へ侵攻してくるのにどう対応するのかだけでなく、最終的にこの戦争をどうやって終わらせるのかまで含めて」

　ガブリエラはごくりと唾つばを呑み、静かに頷いた。
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　レオノーラがレフレンシアから降こう雪せつの依頼を受けた日の夜――。




　ジアンたち六人を引き連れたレオノーラは、グル・マイヨール要よう塞さい本ほん城じようをあとにして盆ぼん地ちへ下り、マイヨ・ルカの街へと入った。

　レオノーラは警けい邏ら隊たいの隊長でもあるので、街中の警邏隊詰め所に顔を出して副隊長に後こう事じを託たくすつもりだった。先に送り出したデイレィとジュナスが街で手配しておいた小道具や食しよく糧りようを、運搬用に調達した馬に積み込む必要もある。

　レオノーラたちは街で待っていたデイレィとジュナスの両名と合流し、最後の準備に奔ほん走そうした。




　結局、雪ゆき兎うさぎ小隊がすべての準備を終えたのは深夜に近い頃だった。




　余よ談だんだが、レオノーラは雪兎作戦に従事する自分たち九名を「雪兎小隊」と呼ぶことにし、副隊長にジアンを、副隊長補佐にジュナスを指名していた。
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「じゃあ出るよ～～？」

「お――っす」

　いつもの緩ゆるい調子でレオノーラが号ごう令れいをかけ、馬を引いたり荷を背負ったりした雪兎小隊員が揃そろって警邏隊の詰め所を出発した。

　当然、こんな時刻だと城門は閉まっているが、ここは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが支配する街、おまけに城門警備の団員もレオノーラの部下だから、何も問題はない。

　雪兎小隊一行が城門手前までやって来ると、予あらかじめ説明を受けている警備の団員が詰め所から出てきて、レオノーラに挨あい拶さつを寄よ越こした。

「隊長、お疲れ様でございます！」

「はぁい、お疲れ～～。でも、本当に疲れるのはこれからなんだけどね～～」

「お、お疲れ様でございます」

「……としか言えないのが申し訳ありません」

「まぁでも、頑張っちゃうよ、わたしは～～。寒いのも冷たいのも、わたしの敵じゃあないね～～！」

（おおぉ、レオノーラ隊長が燃えている！）

（いい加減で適当に見えても、やるときはやるお人だ）

　などと警邏隊員は感心の面持ちでレオノーラたちを見送った。

　そのレオノーラが、戦争に勝利した暁あかつきに行われるであろう、飲めや歌えや脱げや踊れやの一大裸祭りを心の支えにしているなど、彼女たちは夢にも思わない。

　もっとも、そんな裏約束を知らないジアンたちも、今日のレオノーラ様は、なんだかいつもと違うなぁ、などと不ふ思し議ぎに思ってはいたのだが。




　部下に見送られ、レオノーラ一行は大手門横の脇門から城外に出た。

　全員が軽けい装そう鎧よろいの上に厚手の外がい套とうを羽は織おり、筒つつ袴ばかまを穿はき、その上にさらに防寒具を装備していて、長ちよう靴かの上から防寒防水のための靴覆いを付けるという完全装備の態勢だ。

　今夜は曇っていて星明かりも月明かりもない。

　パルヴィネ峠とうげのある方角を見上げても闇があるばかりで何も見えなかった。

　こんな夜は手にした松たい明まつの明かりだけが頼りの行軍となる。

「さぁて、ここからが本番だよ～～、みんな頑張ろうね～～？」

「お――っす」

　雪兎小隊の九人はパルヴィネ峠目指し、夜の闇を衝ついて歩き始めるのだった。
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　峠付近では数日前に降こう雪せつがあったようで、曲がりくねった道を歩いていくと、道の脇に溶とけ残った雪が目立つようになってくる。

　この街道は歩く者も多いので、道にはほとんど積雪がなかったが、溶けた雪は夜間に気温が氷ひよう点てん下かまで下がるせいで凍こおっており、かなり歩き難にくかった。

　全員、途中で荷物から雪道踏とう破は用ようの爪付き装具を取り出して長靴裏に装着した。

　パルヴィネ峠直下まで来ると、街道脇の積雪が増えてくる。

　街道自体にも、日陰などを中心にところどころに雪が積もっていた。

「だいぶ冷えてきたわねぇ」

　頭ず巾きんを目ま深ぶかに被ったアフレアが辺りを見渡した。

　アフレアは大きな背はい嚢のうを背負っている。

　中には彼女が使役する魔術人形シゥビーニュが入っているのだ。

　いつもなら棺かん桶おけを背負うところだが、さすがに夜間、峠まで登るとなると、棺桶では歩き難にくい……というよりも危険だ。そこで、シゥビーニュを背嚢に詰め込んで背負ってきたのだった。

　シゥビーニュを歩かせるという手もあったが、アフレアとシゥビーニュは峠に着いたあと、大いに働かなくてはならない。

　そこでアフレアは魔力の消しよう耗もうを極力抑えておこうと、シゥビーニュを歩かせることはせずに、袋に入れて運ぶことにしたのである。

　他の面々も大小の背嚢を背負っているし、馬の背には道具や食糧を入れた荷袋が載のせられていた。

「峠の標高は三分の一リーガほどもあるらしいから、そりゃ冷えるよね」

　と松たい明まつを掲かかげて先を行くデイレィが応える。

　峠の前後は幅員が狭いから、九人は一列縦隊で歩いていた。




　先頭が松明を掲げたハイミオ。

　その後ろが馬を引いたリンデル。

　次が馬を引いたシェーナ。

　その次が松明を掲げたデイレィ。

　そのうしろがアフレア。

　次が松明を掲げたレオノーラ。

　その次が馬を引いたジュナス。

　次も馬を引いたラツィーナ。

　殿しんがりから松明を掲げたジアンという順番だった。




　暗闇の中、松明の明かりを頼りに凍結した狭い道を歩くのはかなりの困難を伴ともなったが、九人は文句も言わず、峠目指してひたすら道を登っていく。

　やがて傾けい斜しやが緩ゆるやかになって鞍あん部ぶに到達した。

　そこがパルヴィネ峠であり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ支配領域の東端でもあった。
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　一行が峠に到着したときには、すでに日付は変わっていた。

　ここまで来ると街道脇には踝くるぶしが埋うまるくらいの雪が積もっている。

　雪こそ降っていないが、足下からしんしんと冷気が忍び寄ってきた。

　そんな冷気を吹き飛ばすように、レオノーラが甲高い声を上げる。

「じゃあ、準備を始めるよ～～」

「了解っす――」

「わたしは雪を降らせるために最適な場所を探すからぁ、ジアンは何人か選んで周辺の物見に出て～～。残った人は仮泊場所の設営ね～～。とりあえず今日、明日は簡かん易い天てん幕まくを張っておきましょ～～。風を遮さえぎれば少しは寒さも緩和されるしね～～」

「了解っす。じゃあっと、デイレィ、ハイミオ、一緒に来てくれるかな」

「うん、了解」

「はいナ、了解ですヨ」

「では、わたしたちは」

　とジュナスが進み出た。

「適当に場所を見み繕つくろって火を熾おこそう。あと、火が目立たないようにするためと風除けも兼ねて囲い幕を張らないとね」

　残りの人員はジュナスの音おん頭どで作業を開始した。




　　　　　５




　街道から少し離れた林の中、積もった雪を踏み固めたレオノーラは、そこに革の敷しき物ものを二重に敷いた。

　それから防寒用の布で体をくるんで持ち込んだ床しよう几ぎに腰を下ろす。

　彼女の周囲には、物見から戻ったジアンたち三人に加え、アフレアとシゥビーニュがレオノーラを護るように陣取っている。

　シゥビーニュ以外の者は、やはり風除けと防寒のための布を体に巻いていた。

　皆が使っている布には魔術が利かせてあって防水機能を発揮するから、少しくらいの雪では濡れたりしないのだ。

　レオノーラの横では篝かがり火びが焚かれ、橙だいだい色の炎が風に揺れている。

　そこから少し離れた場所では風除け幕を張り終えたジュナスたちが、お湯を沸わかし、お茶を淹いれていた。

「じゃあ始めるからね～～。みんなは静かにしていてよ～～？　集中を乱されたくないからさ～～」

　了解の意を込めて、ジアンたちが手を挙げた。




　レオノーラは床几の上で前ぜん傾けい姿し勢せいになって目を閉じた。

　膝ひざの上で手を組んだその姿勢は守しゆ護ご天てんに祈りを捧げているようだが、彼女は魔術士ではないから守護天には祈らない。彼女は自然精霊に呼びかけているのだ。この場合は雪を降らせたいのだから、空中を漂う水の精霊と風の精霊に呼びかけ、気温を下げ、水蒸気を集めてもらうのである。

　レオノーラが滅めつ多たに見せない真剣な表情で何かに語りかけている。

　彼女の声は小さくて、周りにいるジアンたちにも何を言っているのかわからないが、きっと精霊と話しているに違いない。

　そうして四分時――約十五分――ほどが経った。




　ぞくり。

　ジアンは思わず身震いをする。

（急に気温が下がったような……）

　ふと見上げると、小さな白い物がちらちらと舞っていた。

（うわ、雪だ。本当に降ってきた……って、べつにレオノーラ様の能力を疑ってたわけじゃないんだけど。霧を起こすのは目の前で見たし。でも、こうして実際に雪が降ってくるのを見ると、なんか凄いなぁ）

　ジアンは驚き、そして大いに感心した。













（やっぱ凄いところだな、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎって。自分、入団して正解だったよなぁ。でも）

　同時に、少し不安になったりもする。

（そんな凄いとこで自分なんかが隊長やってもいいのかな？　レフレンシア様もガブリエラ団長も、いいって言ってくれたけど、なんか場違いっていうか名前負けしてるっていうか。でもまぁ、あの二人がそう言ってくれたんだから、やるしかないんだろうな。できるかどうかはともかく、他人から信頼され期待され任されたのなら、それに応えられるように頑張らなきゃ！　だよね、自分）

　内心の不安を吹き払うように気合いを入れ直したジアンは、

（だから、まずは精一杯レオノーラ様の手助けをして、この作戦の成功のために全力を尽くす！）

　と決意を新たにするのだった。
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　その夜は朝までかかってもそれほど雪は積もらなかった。

　けれどレオノーラにとっては想定の範囲内らしく、

「昨夜は始めたのが深夜だったしぃ、まぁ小手調べだよね～～。今夜から本格的に降らせるよ～～？」

　と言ったので、皆も心配はしていない。

　心配することがあるとすれば、峠付近の天候が悪化して降雪が続いていることを察知したシギルノジチ軍が、物見を送り込んでこないかということだった。

　だから二日目からは交代で峠の周囲を歩くことにした。

　ジアンとデイレィを班長にして、残りの団員を適てき宜ぎ振り分け、夜を徹てつして交代で哨しよう戒かいの任に就ついた。




　そうして三日が過ぎ、四日目に入る頃には、峠の積雪が目に見えて増えていった。
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　そして五日目の夜――。




　今夜はレオノーラが雪を降らせる前から自然の雪が降っていた。

　夕刻に降りだした天然雪は夜になって次第に降り方が激しくなった。風はそれほど強くないから吹雪ふぶきというほどではないが、夜の闇の中に立って白く大きな雪せつ片ぺんが舞い踊るのを見ていると、方向感覚が失われそうだ。

　その天然雪にレオノーラの降らす雪が加わり、峠付近の積雪は激増している。

　昨夜までは膝下辺りの積雪だったのが、今や太ふと腿ももまでが埋まりそうなほどだ。

　この調子なら、数日の中うちに腰の辺りまで積もるかもしれない。




「快調だねぇ、レオノーラ様」

　雪をかき分けて歩きながら、ジアンが空を見上げる。

　上空からは白い大きな雪の粒がひっきりなしに落ちてきて服や帽ぼう子しに降り積もる。

　ジアンが手に持つ松明を近づけると、袖そでに積もった雪がみるみる溶けていった。

「それはいいんですけど、寒いっす～～」

　とシェーナが震える口調で応えた。

「雪が重くて歩き難にくいし～～」

「はい、我慢、我慢」

　と後ろからジュナスが声をかける。

　今夜の最初の見回り班は、ジアン、ジュナス、シェーナの三人組だ。

「う～～、先輩たちは寒さに強いんですね～～」

「まぁ、自分、西の大陸へ来るまでにけっこうな高山地帯とか越えてきたから、耐性ができてるのかもね」

「そっすか～～」

　手袋をしていても、松明を持つ手の先に冷気が染み込んでくる。

　シェーナは右手で松明を持って左手を炎にかざし、少しすると左手に松明を持ち替えて今度は右手を温めるというふうに交互に手先を温めながら歩いているのだが、それでも手の指が凍りつきそうだった。

「この辺まで下りてくると、レオノーラ様が降らせる雪はだいぶ少なくなってくるよね。もう少し先へ行くと、降雪量はぐっと減るんだろうな」

　ジアンはレオノーラの降雪範囲の限界点付近まで行って引き返すつもりだった。

「早く戻って、温かい飲み物を胃の腑ふに流し込みたいな～～」

　歯をガチガチと鳴らしながら、シェーナがそんなことを言う。

「もうちょっと行ったら引き返すから、あと少しだけ我慢して」

「はい～～。でも、引き返してから峠の雪洞まで、けっこう歩くんですよねぇ。ここに来るまでにもう半刻くらい歩いていませんかぁ？　雪が深いから体力使うしぃ」

「帰りは歩いて来た道を引き返すから、来るときよりは楽だよ」

　とジュナスがシェーナを励はげました。

「あ、そうだった。帰りは雪をかき分ける必要がないんだ。う～～、助かるぅぅ」

　シェーナが、ぶるるっと大きく身震いした。

　とそのとき。

「静かにっ」

　先を行くジアンから鋭い声が飛んできた。

　びくっと跳ねて、シェーナが口を閉じた。

　最後尾のジュナスがシェーナの脇を抜けて前に進んだ。

　ジアンの隣まで行くと、ジュナスは声を潜めて訊きく。

「どうした？」

　目を細め、右の耳を前方に向けていたジアンは、しばらくそのままの姿勢で固まっていたが、やがて囁ささやくような声を返してきた。

「どうも誰かいるような……」

　ジュナスの顔が驚きよう愕がくに歪む。

「本当!?」

「人の声と雪を踏む足音が聞こえました」

「ってことは」

　ジュナスとジアンが顔を見合わせる。

「シギルノジチか」

「シギルノジチですね」

　そこへ、雪をかき分けかき分け、シェーナが近づいてきた。

　二人のただならぬ様子に、シェーナも息を潜め声を殺す。

「どうしたんですか？」

　シェーナの耳許に顔を寄せたジュナスは、声が漏れるのを遮さえぎるように右の掌を添えて応えた。

「どうやらシギルノジチの物見がやって来たみたいなんだ」

「げっっ!?」

「静かに！」

「あっ、すいません！」

「どうする、班長？　直ぐに戻る？」

　とジュナスがジアンに訊いた。

　う～～んと唸うなって少し考えたジアンだが、直ぐに首を横に振った。

「ただ戻るんじゃなくて、戻りつつ様子を探ります。敵の物見なら、どこまで近づいてくるのかを確認したいですし。もし峠まで登ってくるようなら、どこかで阻止しなきゃならないです」

「そうか。峠まで来られちゃうと、レオノーラ様が雪を降らせているのを知られる虞おそれがあるか。撤てつ収しゆうしてしまえば降らせているのを見つかることはないけど、でも作業の跡あとや作った雪洞とかを見つけられると、峠で何かをやっていたのがわかっちゃうかもだね」

「そうなんです。できるだけ敵に情報は与えたくないんで」

「だね」

「敵の物見なら、雪の深さを測りながら歩いてくると思うんです。軍馬や兵が登れるかどうかを調べるために。だから街道を歩いてくるはずで、林の奥までは入ってこないと思うんですよ。ってことで、ジュナスさんとシェーナは、ここまで歩いてきた跡を辿って引き返してください」

「班長は？」

「自分はもう少し街道に近づいて、様子を探りながら移動します」

「危険じゃない？」

「多少の危険は致し方なしですよ。自分たちは物見なんだし。それに、自分、元々こういうのを専門にしてるようなとこがありますんで、平気です」

　と応えるジアンの顔には、とくに力みも悲ひ壮そう感かんも感じられない。

（ジアンなら大丈夫なんだろうな）

　そう思ったジュナスは、ジアンの言葉に従うことにする。

「よし、引き返そう、シェーナ」

「い……いいんですか？」

「わたしたちが一緒だと班長の足を引っ張りかねない。だよね、班長？」

「いやぁ、それはないと思いますけど。でも、一人のほうが何かと身軽に動けるので」

「だって」

「あ、はぁ」

　ジュナスは、ところで、とジアンに向き直った。

「雪をかき分けた跡はどうしよう、班長？」

「埋め戻す時間的、体力的な余裕はないですから、そのままでいいですよ。敵が林の中にまで入ってくる可能性は低いと思いますし、これだけ雪が降っていれば、少し時間が経てば跡を埋めてくれるでしょうし、その前に見られたとしても、いつ頃ついた跡かを推おし量るのも難しいと思いますし。白兎騎士団しろうさぎの物見が少し前に来たと考えるだけで、とくに怪しみはしないでしょう。二人は峠まで戻ってレオノーラ様に報告して、万一に備えて迎げい撃げきの用意をしてください」

「わかった」

「その際に必要なのは、物見同士がたまたま遭遇したというのを装うことです。それもレオノーラ様に伝えてください」

　きょとんとした顔でシェーナがジアンを見た。ジアンの言葉の意味がわかっていないのは明白だ。

　一方、ジュナスは。

「そうか。待ち伏せしたら、峠に何か重要なものがあると敵に疑われかねないね」

「あ、そうかぁ！」

　シェーナはジアンの洞どう察さつ力りよくに感心したし、驚きもした。

（ジアンさんって肉にく弾だん戦せん専門で、考えるのとか苦手そうなのに。さすがに黄金きんの雛ひよこ戦士と呼ばれるだけのことはあるなぁ）

　ガブリエラとその同期九人は、とても新人とは思えない活躍をしてきたため、団員の一部から「黄金の雛戦士」などという称号を奉たてまつられていた。

（自分たちとは入団時期が半年しか違わないのに凄いよね。黄金の雛に負けないように、自分たちも頑張らなきゃだね）

　というシェーナの思いなど知らぬままにジアンが頷いた。

「そうなんです。待ち伏せをしておいて、でも偶然出くわしちゃったって振りをしないと駄目なんです」

「難なん易い度ど、高いね」

「レオノーラ様なら大丈夫でしょう」

「だね」

「もし戦闘になったら、自分も少し遅れて参戦しますんで」

「頼りにしてる。じゃ、戻ろうか、シェーナ」

「了解っす」

　とジュナスに頷いたシェーナは、直ぐにジアンに向き直り、白はく兎と式の敬礼をした。

「ジアン班長、お気をつけて！　どうかご無事でお戻りください！」

　ジアンは苦笑しつつ敬礼を返す。

「いやいや、そこまで大それた任務じゃないから」




　雪が降りしきる林の中をジュナスとシェーナの背中が遠ざかっていく。

　二人の姿が闇に溶けるまで見送ったジアンは、さて！　と自分に気合いを入れるべく頭巾の上から頰ほおを叩き、積もった雪を踏みしめて歩き出した。
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　街道から少し入ったところに生えている大木の陰、その根本にジアンは蹲うずくまるように身を隠していた。

　この辺りの積雪は峠付近よりだいぶ少ないが、それでもしゃがみ込めば腰の辺りまで雪に埋まる。

　夜の闇の中、積もった雪と降りしきる雪でただでさえ見つけにくい上、ジアンは頭から白い布を被っている。よほど接近されない限り、彼女が見つかる虞はなかった。




　そうして雪に埋もれた体勢でどれほど待っただろうか。

（来た！）

　ジアンは、近づいてくる複数の者の気配をはっきりと感じ取った。

（もう間違いない。これはシギルノジチの物見兵だ。問題は、連中がどこまで進むのか……だけど）

　息を潜めてジアンがなおも待っていると、やがて闇の中で揺れる松明の炎が見えた。

　物見兵は一列縦隊と二列縦隊の中間、斜縦隊とか交互縦隊などと呼ばれる隊列を組んで歩いてくる。

　街道が狭いから二列になるのは難しいが、かといって一列縦隊では先頭と後尾の距離が開き過ぎる。それを嫌っての隊列だ。

　となると、この物見部隊、それなりの人数がいることになる。

　じっさい、ジアンの視界に続々と敵兵の姿が入ってきた。

（十人、二十人どころじゃないな。四十……いや五十くらい、いる？）

　これだけの人数を揃えているとなると、敵は本気で峠近くまで歩こうとしているのかもしれない。

　ジアンはどうしようかと思案を巡らせる。

　自分も峠まで駆け戻って迎撃戦に備えたほうがいいかな……と思ったが、結局、もう少し様子を見ようと考え直す。

　物見部隊が、それほど大がかりな雪中行軍の装備をしていないのに気づいたからだ。

　この付近の積雪深は膝下くらいまでだが、ここから上はどんどん雪が深くなる。あの程度の装備では、峠に近づくにつれて進軍速度がガタ落ちになるだろう。

（というか、途中で進むのを諦めざるを得なくなるかもだね）

　敵の物見部隊が立ち往おう生じようするのなら、わざわざ戦う必要もない。

　ジアンは敵部隊が来る前に潜んでいる場所を離れ、林の奥に向かった。

　街道から充分に離れると、ジアンは雪を蹴散らして跳ねるように駆け出した。




　ジアンが嵌はめている手袋は、指と指のあいだに水みず掻かきのような物がついていて、効率よく雪をかけるような工夫がなされている。

　ジアン、ジュナス、シェーナの三人は、峠直下の積雪が腰辺りまであるような場所をこれを使って雪をかき分け歩いてきたのだが、この辺りの積雪はそこまで深くないから、ジアンの強きよう靱じんな足腰があれば走るのも可能だった。

　物見部隊との距離を充分に開けてから、ジアンは再び街道に近づいていった。

　この辺りまで来ると積雪量はだいぶ増えてくる。ジアンであっても、もう駆けるのは難しい。一般兵ならなおさらで、歩くだけで難なん儀ぎするはず。

　物見部隊はこの辺りで先へ進むか引き返すかの決断を迫られるはず、というのが彼女の読みだった。

　ジアンは大木の根元に積もった雪を掘って体を潜り込ませると、退どけた雪をかき集めて自分の体を埋うずめ、頭から白い布を被り、じっと息を潜めて敵物見部隊が近づいてくるのを待った。

　降雪はまだ続いている。

　雪はジアンの頭に肩に降り積もり、彼女は積もった雪と一体化してその姿を消した。
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　敵兵はなかなか姿を現さなかった。

　ジアンの予想より物見部隊の接近が遅いのは、敵兵が積雪路を歩くのに苦労している証拠だ。

（早く来ないかなぁ。さすがに体が冷たくなってきたよ。でも、敵さんが早く歩けちゃ困るんだよなぁ）

　雪に体を埋めて敵を待つのは、ジアンであっても、なかなかしんどいことだった。

　もしかすると、もう引き返してしまったのではないかと思った頃、街道の下から敵兵の声が微かに聞こえてきた。それは指揮官が兵を叱咤しつたする声だった。

（うんうん、だいぶ苦労してるようだな）

　ジアンは寒さも忘れてほくそ笑む。

　兵士が歩くだけで苦労しているという事実は、荷を積んだ軍馬の通行はかなり難しいことを意味するわけで、それは白兎騎士団しろうさぎにとって喜ばしいことだ。




　やがて物見部隊の先頭がジアンの視界の端に現れた。

　街道の積雪は膝上まで達しているから、積雪路に歩き慣れていない者には、そうとうしんどい状況だ。

（とはいえ、敢あえて雪が積もっている峠道を偵てい察さつしようというんだから、雪道を歩いた経験のある兵士を連れてきているはずだけど。それでもこの遅さってことは、大部隊での行軍は無理だろうな）

　ジアンは雪兎作戦が成功しつつあるのを感じ取り、内心でぐっと拳を握りしめた。




　物見部隊は、すでに一列縦隊に隊形を変えていた。

　これだけ積雪が深くなってくると、二列斜縦隊では歩けない。前の兵が雪をかき分けると、斜め後ろにいる兵の前の雪を増やしてしまうから効率が悪くなる。

　それに、こういう状況では先頭を歩く者にかかる負担が想像以上に大きいのだ。

　二列で歩くと二人が同時に疲ひ弊へいしてしまうが、一列なら、それが一人で済む。

　ということで、物見部隊は前後に長く伸びた隊形で歩いている。

　ジアンが見ている目の前で、先頭に立って雪をかき分けていた兵が少し横に出た。

　兵はその場に留まり、後ろの兵たちが次々と彼を追い抜いていく。

（なるほど、さすがに雪道での歩き方は心得ているんだな。少なくとも指揮官は経験者だな……って、こんな雪の中を物見に来るんだから当然か）

　横に出た先頭の兵は、そうして皆に追い抜かれ、今度は最後尾に回るのである。

　雪中行軍をするときは、次々と先頭の兵を繰り替えて特定の兵だけが消しよう耗もうしないようにするのがコツで、だからジアンは物見部隊の指揮官は雪中行軍の経験があるのだろうと推すい測そくした。

　ジアンが兵数を数えると、全員で四十一人いた。

　ただの物見にしては数が多いのは、途中で白兎騎士団しろうさぎの物見と遭遇するのをシギルノジチ側が恐れたためか。

　立ち止まっていた兵が最後尾について再び歩き出して直ぐに、

「止まれ！」

　という号令が下った。

　即座に全員がその場に停止した。

　よく訓練された動きだ。

　真ん中辺りにいた一人が縦列の横に出た。

　続いてもう一人が。

　夜の闇の中である上、二人とも頭巾を目ま深ぶかに被っているので表情などは窺えないが、二人の身のこなしから、あれが指揮官かとジアンは見当をつけた。

「かなり雪が深くなってきました。どうしますか、大隊長？」

　片方がもう片方に呼びかけた声がジアンの耳に届いた。

（大隊長!?　そんな大物が物見部隊を率いているのか）

　ジアンは意外の念に打たれたが、逆に言えば、シギルノジチ軍はこの物見をそれだけ重要視しているという証しよう左さでもある。

「そうだな。ここでこれだと、この先はかなりの大雪になっているな」

　大隊長と呼ばれたもう一人が応える声も聞こえてきた。

（女!?）

　ジアンが今度は驚いた。

　低く迫力があったが、聞こえたのは間違いなく女の声だったからだ。

（大隊長……シギルノジチにもいるんだな、女の部隊指揮官が）

「それは間違いないかと」

「現状では、やはり部隊がパルヴィネ峠を越えるのは難しいか」

「で、ありますね」

「しかし、気に入らんな」

「何がでありますか？」

「我々が峠を越えようと準備を進めていると、突然の大雪で峠が雪に閉ざされるなんて不ふ愉ゆ快かいだろうが」

「ですが、自然が相手では如何いかんともし難がたいわけですから」

「それはそうだが。いや……」

　大隊長らしき大柄な女が何か考え込んでいるようだ。

（まさか、こちらの細工を感づかれた？　まさかね）

　大隊長と思おぼしき人物がゆっくりと顔を上げ、辺りを見渡している。

　ジアンは何か嫌な予感がした。

　この手の予感を軽視してはならないことを、ジアンは経験的に知っている。

　全身の力を抜いて呼吸を絞りに絞り、思考をも停止させたジアンは、仮死状態に近いところまで体の活動水準を落とし込んだ。

　突然、大柄な人物から闘とう氣きが逬ほとばしった。

　辺りの空気が振動したような気さえした。

　隣に立っている部下――こちらがこの部隊の指揮官だろう――が闘氣に思わず反応して上体を仰け反らせている。

　近くにいた兵士たちもただならない雰囲気を感じ取ったのだろう、身じろぎしたり、一歩後あと退ずさって慌てて元の位置に戻ったりしている。

　ある程度の腕があれば反射的になんらかの反応を返してしまいそうになる、そのくらい激しく大きな闘氣だった。

　だが、ジアンは無反応だった。呼吸も乱れなければ、眉一つ、指先一本すら微び動どうだにしない。予め不測の事態に対処しておいたおかげだが、じつに際どかった。備えがなければ、たぶんジアンであっても反応していただろう。

　こうなると、ジュナスとシェーナを戻しておいたのも大正解だったと言える。二人がいたらきっと反応していた。そうなれば、存在を察知されるのは確実だ。

　闘氣を漲みなぎらせたまま、大柄な人物は辺りに目を配っている。

　相手の闘氣が防寒具を貫いてチリチリと自分の肌を焼くような、そんな錯さつ覚かくをジアンは覚えた。

　恐ろしいほどの手て練だれだ。とんでもない使い手だ。

　戦場で抜き身を提さげたアルゴラと対峙したら、きっとこんな感覚を覚えるに違いない。

　それほど狂おしい闘氣だった。むしろ殺気と言ったほうがいいかもしれない。

（逃げたほうがいいかな？）

　と一瞬だけ考えたが、ジアンは直ぐにその考えを否定する。

　相手は何かの気配を探っているが、誰かが潜んでいるとまでは確信していない。何者かが潜んでいるような気がしたから敢えて闘氣を全開にして反応を誘ったと、そういうことだろう。

「ど、どうされました、大隊長!?」

　なんとか体勢を戻した部下が喘あえぐように訊くと、不意に大隊長の闘氣が萎しぼんだ。

「いや……気のせいか」

　顔を戻したそいつは、

「状況の把握はできた。これ以上先へ行っても仕方がないな。引き揚あげる」

　と言った。

「了解しました」

　物見部隊の隊長と思われる男は小さく敬礼を送ると、列の後方へ向かって小走りに駆けていく。とはいえ、積雪のせいでいつもよりずっと走るのが遅い。

「ここで引き返す。先頭が転回して並び順は変えずに行軍する。自分の順番が来るまでその場で待機」

「了解であります！」

　隊長と思われる男は、同じことを繰り返しながら列の前へと歩いていく。

　やがて男は先頭まで達した。

「先頭から転回して引き返す。並び順を保ったまま前の兵に続け」

　先頭にいた兵が列の脇に出て、いま来た道を下っていく。

　そのあとに二番目の兵が続き。

　さらに三番目の兵が続き。

　次々と兵たちが道を下り始めた。

　部隊の半数ほどが方向転換をしたところで、隊長と思われる男ともう一人、大隊長と呼ばれた、おそらくは女が列に加わった。

　シギルノジチの物見部隊は、あっという間にジアンの視界から消えた。

　それでもジアンはしばらく身動きをしなかった。

　シギルノジチ兵が遠ざかるのを、じっと雪中に潜んで息を潜めたまま待った。




　　　　　10




　物見部隊の気配が完全に消えるのを待って、ジアンは雪の中から抜け出し、大きく息を吐はいた。

「危なかったぁぁ」

　流れ出た汗が冷気に冷やされ、脇の下で凍りついたような、そんな気がする。

「まさかあんな凄腕が物見に混じっているとは思わなかったな。あれが大隊長か。あんなのがごろごろいるんだとしたら、シギルノジチ軍、手強いかもなぁ」

　ぶつぶつと呟きながら、ジアンは森の奥へと向かう。

　自分たちが歩いてきた跡は降り積もった雪によってほぼ消えていた。

「うわぁ、今度は一人で雪をかいて登らなきゃいけないのか」

　さすがのジアンもうんざり顔だ。

「文句を言っても泣き言を言っても、他に誰かがやってくれるわけじゃなし。やるしかないんだけどね」

　ジアンは降り積もった雪をかき分け、森の中の斜面を登り始めた。
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　峠付近まで戻ってきたとき、すでに夜明けが近くなっていた。

　ジアンは微かな人の気配を察知する。

　シギルノジチの物見部隊が登って来ないかを見張っている仲間のものだろう。

　ジアンは敢えて声を出して仲間に自分の存在を報せた。

「ジアン、戻りましたぁ！」

　同時にあちこちで気配が湧き上がった。

　雪をかいてのそのそと近づいてくるレオノーラに続いて、ジュナスやシェーナ、デイレィ、アフレア、ハイミオなどが次々と姿を現した。

「あんたが堂々と戻ったってことはぁ、シギルノジチ部隊は引き返したんだね～～？」

　レオノーラは雪を降らせる作業を中断して、いざというときに備えていたのだ。

　たしかに雪の降り方はだいぶ落ち着いている。

「はい、引き返していきました」

　全身雪塗まみれのジアンが歯の根を震わせながらそう応えると、レオノーラがふにゃりとした笑顔で労ってくれた。

「お疲れ様だったね～～」

「いえ、まぁ、少しだけ」

「詳しい報告を……って言いたいとこだけど、その前に温かい飲み物がほしいところだよね～～？」

「それはもう切実に」

「じゃあ、本陣まで戻って、お茶を飲みながら報告を聞こうか～～。それとも、お酒のほうが体が温まるかな～～？」

「できれば、そちらでお願いしたいっすね」

「じゃ、戻ろうか～～」
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　濡ぬれた服を着たままだと体温が奪われ、酷いときは意識が混こん濁だくして倒れてしまう。

　本陣――といっても、二張りの簡易天幕と雪洞があるだけだ――まで戻ったジアンは、天幕に潜り込むと、着ていた服を脱いで新しい物に着替えることにする。

　デイレィが火を熾おこし、天幕の中で焚き火を焚いてくれた。

「う～～、温まる～～」

　裸のまま焚き火の前に陣取ったジアンが、ちょろちょろと燃える炎に手をかざす。

「いや、まずは着替えを済ませようよ」

「その前に乾かん布ぷ摩ま擦さつで、血の巡りをよくしておくよ」

　下帯だけになったジアンは炎の前に座り、乾いた布で肌をゴシゴシと擦こすった。

　本当は立ち上がって擦りたいのだが、天幕の背が低いので立ち上がると頭がつっかえてしまう。そこで胡座あぐらをかいたままの乾布摩擦となった。

「わたし、外に出ていようか？」

「なんで？　べつにいいよ。デイレィに裸を見られたからってどうってことないし」

「あ、そう」

「乏とぼしいおっぱいを見せ合って慰なぐさめ合った仲じゃん」

「慰め合ってないよっ？　っていうか、乏しいって言わないでくれるっ!?」

「貧しい？」

「もっと悪いよっ！」

「事実は事実として直視しないと。ね？」

「乏しい」胸を布で擦りながらジアンがそう言うと、デイレィが思い切り嫌そうな顔になった。

「直視したくはないなぁ。できれば一生」

「でも、ウェルと一緒にいれば、嫌でも直視せざるを得ないんじゃ？」

　デイレィが、がっくりと肩を落とした。

「そうなんだよねぇ。あいつの胸ときたら……女神様は不公平だ」

「大丈夫、大丈夫。世の中には、小振りな胸がいいって言ってくれる男もいるから」

　デイレィは力なく顔を上げた。

「誰が言ったの？」

「王様がね、そう言ってくれたよ？　そのうちデイレィにも小さな胸がいいって言ってくれる男が現れるから、気にしない気にしない」

「……いま、ジアンに対する殺意が湧き上がった」

「なんでっ？　慰めてあげたのに！」

「上から目線で慰められても嬉しくない。っていうか、馬鹿にされてるとしか思えないんだけど」

　デイレィが目を細めて言う。

「例えば、いま、わたしがこの天幕を切り裂いたらどうなるかな？」

　いつの間にか、彼女の右手には短剣が握られていた。

　天幕が切り裂かれれば、暖まった空気など、あっという間に雲うん散さん霧む消しよう、一気に外界と同じまで気温が下がる。

　しかも外ではまだ雪が降っている。

　いくらジアンが寒さに強くても、裸で雪の降る山野に放り出されたら無事ではいられないだろう。

　さすがにそれは困ると思ったジアンは、素直に謝っておく。

「ごめんなさい」

「ま、いいけどね」

　デイレィの右手から短剣が消えた。手品師か何かのような鮮やかな手際だ。

　今のうちだと、布を手放したジアンは、そそくさと新しい服を着込む。

「で。ジアン特務分隊長様は、どうするの？」

「……その呼ばれ方、違和感あるなぁ」

　着替えの手を止めたジアンは天を、というか簡易天幕の天井を仰ぐ。

「『見習い』をつけたほうがいい？」

　ジアンが、そうじゃなくて、と苦笑する。

「どうせレオノーラ様が忙しいあいだの間まに合わせみたいなものだから」

「そうかな」

「そうだよ。だから真面目な顔で隊長とか呼ばないでほしいんだけど」

「ジアンがそう言うなら、そこには触れないでおくけどね。それはともかく、どうするつもりなのかな」

「え？　何が？」

　とジアンがデイレィに顔を向ける。

「だからさ、ジアンの貧しい貧乳を好きだって言ってくれた王様を、だよ」

「貧しい貧乳って表現、言葉の使い方として間違ってるよね！」

「そうだね。じゃあ、言い直す。ジアンの極ごく上じようの貧乳を好きだって言ってくれた王様のところには行かないの？」

「なんでだろう、『極上の』っていう誉ほめ言葉がついてるのに、恐ろしく馬鹿にされた気がするのは！」

　と突っ込んだジアンだが、直ぐに小さなため息を吐ついた。

「まだ決めてないんだけど……」

「けど？」

「王様の期待には応えたいかなぁなんて思うんだよね」

（だから、もし正式に隊長就任の辞令をもらっても、この先もずっと……ってわけにはいかないかもしれないんだよな。ガブリエラ団長やレフレンシア様の期待には応えたいんだけど）

　とジアンは心の中で付け加えた。

「そっか」

「だって、ほら、自分のことを気に入ってくれる男子なんて、そうはいないじゃん？」

　デイレィが、くすりと笑った。

「自分で言っちゃうのか」

「現実は直視しないとさ」

「そうかなぁ、わたしたち、まだ夢を見ててもいい年頃だと思うんだけど」

「いやいや、小国とはいえ一国の王様が自分のことを『気に入ったから妾しよう妃ひに迎え入れたい』なんて言ってくれたのが、もう夢のようなことだからさ。だから、自分が王様のところに行くことは夢を実現することなんだ……って思うんだ」

「そうか。そういう考え方もあるのか」

「まだ決めたわけじゃないというか、迷っているというか。でも、今は目の前のことに集中しなくちゃなって思ってる。せっかく白兎騎士団しろうさぎに入ったんだから、白兎騎士団のために、そして巡り会えた仲間のために全力を尽くそうっていうのが今の心しん境きよう。だから、まだこのことは他の人に言わないでほしいんだけどさ」

「驚いたな。ジアンがそんな立派なことを考えていたとは」

「あれ？　デイレィも自分のことを脳のう筋きんのくせにとか言いたいわけ？」

「いやいや、言わないよ、そんなこと。ただ、ジアンはわたしと同じで、余計なことを考えたりしない質たちの人間だと思っていたから」

「そうだね。自分、兵士か将かっていったら、兵士だしね」

　と言ってジアンが笑うと、デイレィも、うん、と頷いた。

「わたしもそうだね」

「ガブリエラ団長とか、完全な将じゃん？」

「だねぇ。見た目だとそうは思えないのにね」

「だからかなぁ、団長のことを支えてやりたいって思うんだよね。何より団長は、入団試験のときに、真っ先に自分に声をかけてくれたから」

「そうそう、あのときジアンはガブリエラ団長とレオチェルリ、ドゥイエンヌにマルチミリエ、アフレアと一緒だったんだよね。いま考えると、なかなか不思議な組み合わせというか顔ぶれだけど、どういう経いき緯さつだったの？」

「経緯というほど大したものじゃなくてさ。自分が準備運動してたときにガブリエラが声をかけてくれたんだよね。『一緒に組まないか』って」

　ジアンの脳裏にあのときのことがまざまざと蘇よみがえってきた。




　入団のための二次試験を前にして自分が柔じゆう軟なん体たい操そうをしていると、一人の受験者が近づいてきた。それがガブリエラだったな。

「こんにちは」

　とガブリエラが声をかけてきて、自分は、

「ああ、あんたか。ガブリエラ……だっけ」

　と返したっけ。

「わたしのこと、ご存じなのですか？」

「監かん督とく官かんが名前を呼んでいたからな。で、何か用？」

「一緒に森に入りませんか？」

「……ふ～ん、組もうってのか、自分と？」

「はい」

　ガブリエラと彼女の背後に控えていたレオチェルリに、自分はそれこそ舐なめるような視線を這はわせたものだ。

「どうして自分を選んだんだい？」

「どうせ組むのなら、できる人と組んだほうがいいと思いまして」

「できる人だってか？　自分が!?」

「ええ」

　とガブリエラが真顔で返事したから、思わず噴き出したな。そして正直に、

「面白いな、あんた」

　と言うと、ガブリエラは凄く真剣な顔で、

「わたし、真面目にお話ししているのですけれど」

　なんて応えてきたんだっけ。

　それで自分は、自分のことを認めて声をかけてくれたガブリエラの申し出に応じて組むことにしたんだっけ。そしたらドゥイエンヌとマルチとアフレアがいて、そのあとで窮地に追い込まれたときにガブリエラが捻り出した起き死し回かい生せいの一手でセリノスやノエルノード、デイレィにウェルネシアと知り合ったんだよな。




「懐かしいなぁ。もう何年も前のことみたいだ」

「本当だね。あのときから人生が変わった気がするね」

（もっともわたしの場合、セリノスとノエルノードに会ったときこそが人生の一大転機だったんだけど）

　デイレィも、懐かしく思い出す。

　セリノスとノエルノード姉妹の父親を暗殺ころしに行って、そして二人と出会って、暗殺ころしの仕事から手を引くはめになったときのことを。

「新しい出会いが、自分の人生に新たな可能性をもたらしてくれたって感じかなぁ」

　デイレィがそう呟くと。

　あ、そうか、とジアンが手を打った。

（新しい出会いが新しい可能性をもたらしてくれるんだ。一歩を踏み出せば、それまでとは違った可能性が開けるんだ。怖がって留まっていたら、可能性は広がらないんだ。だったら自分は……）

　ジアンは思わず考え込んでしまった。

　すると。

「ちょっとジアン、いつまでサボっているの!?　レオノーラ様がお待ちかねよ！」

　天幕の入り口から顔を覗かせたアフレアが睨みつけていた。

「それともなに？　隊長様ともなると人を待たせても平気ってこと？　あんたも随ずい分ぶんと偉くなったものね」

　アフレアはいつもと変わらない嫌味、憎まれ口を叩いてくる。

　ジアンとしては、むしろそれが嬉しかったりするから、

「あぁぁ、ごめんごめん。いま行くから」

　と素直に謝っておく。

　ジアンは慌てて厚手の上下を着込み、その上から長なが裳もを着て、さらに外套を羽織る。

「早くしなさいよ、こののろま」

　履き物を履きながら、ジアンが言った。

「アフレアはさ、何か目的があって白兎騎士団しろうさぎに入団したんだよね？」

「はぁ？　いきなりなんの話？　たしかに目的はあるけど、今ここであんたに訊かれる意味がわからないわね」

「あ、うん、べつに大した意味はないんだ。忘れて」

　アフレアは怪け訝げんそうな顔でデイレィを見やったが、彼女は微笑んで軽く肩をすくめただけだった。

（まぁジアンの意味不明さは今に始まったことじゃないけど、にしても）

「お待たせ。じゃ、レオノーラ様のところへ行こうか」

　アフレアが目を細めてジアンを見つめる。

「……変なジアン。なんか、あんたらしくないわね」

　そして内心で密かにつけ加える。

（隊長になるくらいでジアンが変わるわけないし）

「人は日々成長するんだよ、アフレア」

「ぷっっっ」

　小さく噴き出したアフレアは、直後に大笑する。

「あはははは、何そのわけのわからなさ、それでこそジアンだわよ。安心したわっ」

「アフレアの自分に対する評価にはいろいろと言いたいことがあるなぁ」

　不満そうな顔で首を捻っていたジアンだが、やがて腰を浮かせ、屈んだままの体勢で出入り口まで歩み寄った。

「でも、ま、いいや。まずはレオノーラ様に報告、報告」

　何しろ、シギルノジチ軍の盆地侵攻は、こちらの目もく論ろ見みどおり、しばらくは阻止できそうなのだ。

（でもなぁ、それはいいんだけど、そうすると今度はルーアル・ソシエダイ軍まで侵攻してくるじゃん？　両面作戦を強いられそうじゃん？　それをどうするつもりなんだろう、ガブリエラ団長とレフレンシア様は）

　ガブリエラとレフレンシアのことを大いに信頼しているジアンだが、今回ばかりは、本当に二人に窮地を切り抜けられるような策が捻り出せるのかと不安だった。

（でも、ま、ガブリエラ団長は、これまでだって絶体絶命で絶望的な状況を切り抜けてきたんだし、きっとなんとかなるよね。っていうか、なんとかしてくれるよね）

　そんなジアンの思いは、おおよそ白はく兎と騎士団員に共通する思いでもある。

（ま、あとのことはあの二人に任せるとして、今は目の前のことに集中、集中）

　ジアンはレオノーラが待っている雪洞へと走った。
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「……ということでして、現状でシギルノジチ部隊がパルヴィネ峠を越えるのは不可能だと思われます。とりあえず盆地侵攻を遅らせることはできたのではないかと」

　ジアンが詳細な報告を終えると、レオノーラは、そっか～～、と手を打った。

　同席しているデイレィやアフレアの顔も輝いている。

「レオノーラ様の自じ然ねん士しとしての能力のおかげですね」

　とジアンが誉めると。

「でもね～～、雪が溶けるまでという条件付きだから、喜んでばかりはいられないけどね～～。そして積もった雪が直ぐに溶けてしまわないように、わたしはこのあとも雪を降らせないといけないわけだけどね～～」

「ご、ご苦労様っす」

「それに三の月も後半になれば峠でも日中の気温は上がるし～～、晴れる日も多くなるし～～、いつまで峠の雪が保つかが問題だね～～。気温が上がれば、新たに雪を降らせるのも難しくなるしね～～。まぁでも、小手先の策なのはレフレンシア様もガブリエラ団長も重々承知でしょうけどね～～。とりあえず敵の侵攻を阻めたのなら、雪兎作戦は成功したと思うべきかな～～」

「ですよね！」

「ってことだからぁ、わたしは今のうちにもう少し雪を降らしておくよ～～。ジアンとジュナスにシェーナは少し休んでおきなさい～～」

「お疲れ様です」

「んっとぉ、アフレア、シゥビーニュを付けてくれるかな～～」

「もちろん、レオノーラ様」

「でぇ、あんたとハイミオに近くの天幕で控えておいてもらうと～～」

「ハイミオですかぁ？　あの娘こ、ちょっと面倒くさいんだけどな。とくに会話が」

　いかにもうんざりだというアフレアの顔と態度に、ジアンやデイレィ、レオノーラが小さく笑った。

「そういいなさんなって～～」

「べつに文句があるわけじゃないですけど。あの娘も一生懸命なのはわかるし」

「そうだね～～。はい、じゃあ支度して出ますよ～～、みんな、よろしくね～～」




　完全装備を調えたレオノーラは、疲れも見せず、アフレアたちを連れ、引き続き雪を降らせるために出かけていった。
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　雪兎小隊はこの後、さらに三日間に亘わたってパルヴィネ峠に留まり、雪を降らせる作戦を続行した。

　けれど、さすがにレオノーラの疲労が著いちじるしくなり、最後には疲労困憊の体ていで倒れてしまったため、それを機に雪兎小隊は峠を離れることにした。

　へろへろになったレオノーラを急きゆう造ぞうの担たん架かに乗せ、ジアンたちは本城へ戻った。




　本城でアナから回復魔術を受けて体調を整えたレオノーラは、僅わずか一日休んだだけで、その後も何度か峠と本城を行き来して降雪作業を続けた。

　疲れた体に鞭むち打って任務をこなすレオノーラの奮ふん闘とうのおかげで、峠の積雪はそれ以上増えることはなくても減ることもなかった。




　一方、グレン・ダ共同都市へ入ったシギルノジチ部隊は、毎日のようにパルヴィネ峠へと登る街道に物見部隊を派遣して積雪の様子を調べさせたのだが、その都度、積雪が減っていないことが確認された。

　おかげでシギルノジチの先遣隊がグレン・ダ共同都市を出立するのは大幅に遅れたのだった。
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　王の執務室の入り口からヤークーシュが呼びかけた。

「三さん世せい王おう様。執しつ政せい官かん、ヨルゲン様がお見えであります」

「おお、入れろ」

「どうぞ、お入り下さい」

　ヤークーシュが体を退どかせてヨルゲンを招き入れた。

「失礼いたします」

　ヨルゲンは部屋の主に声をかけてから室内に足を踏み入れ、真っ直ぐ執務机の前まで歩み寄った。

　そのあとから彼の秘書官が一人、おずおずと付き従っている。

　バロス三世の執務机の前に立ったヨルゲンの背後に秘書官が立ち、秘書官を挟むようにしてヤークーシュとエルギエレが立った。

「何かあったか？」

　バロス三世が書類の山から顔を上げ、鋭い視線を執政官に向けてきた。

　並みの者なら震え上がりそうなその視線を平然と受け流しているのだから、この執政官も見た目以上に図太いのかもしれない。いや、そうでなくては、この王の下したで執政官などという重じゆう職しよくに就けるはずがない。

　ヨルゲンは、ぴしりと姿勢を正して応えた。

「今のところ何もないと言うべきでありましょうか」

（ヨルゲンがわざわざ『何もない』ことを報告に来るはずがねえ。ってことは……何もないことが何かあったことなんだな）

　そう推すい論ろんしたバロス三世は、

「シギルノジチの動向か？」

　と訊いてみる。

「さようであります」

「詳しく話せ」

　ヨルゲンは手に持っていた筒状の紙を広げ、王の執務机の片かた隅すみに載せた。

「グレン・ダ共同都市からクセルクス盆地へと通じる街道にパルヴィネ峠がございます。ここであります」

　ヨルゲンが右手の人差し指で押さえた箇所を、バロス三世が覗き込む。

　クセルクス盆地へ侵は入いろうとするシギルノジチ部隊を阻止するならここしかない、というような重要な場所だ。

　もちろんバロス三世も、地図を見るまでもなくそのことは知っている。

「ここで戦でもあったか？」

　と訊いたのは、つまり、シギルノジチ軍の侵入を阻止するために白兎騎士団しろうさぎが動いたのか？　ということを訊いたわけだが、王の問いにヨルゲンは、いいえ、と首を左右に振った。

「白はく兎と騎士団に大きな動きはございません」

「おいおい、レフレンシアの奴、サボってやがるのか。あんまり手ぇ抜いてやがるようなら、残した白兎の団員を一人殺して、塩しお漬づけにして送ってやるか？」

「手を抜いていると断言してしまってもよいものか、わたしにはわかりかねまして」

　バロス三世が僅わずかに目を細めた。

「相変わらずもったいぶった言い方だな、おまえ」

「そうでありましょうか」

「そうだよ。戦がなかったのなら、何があった？」

「ですから何もないのであります」

「はぁ？　どういう意味だ？　何もないなら、シギルノジチの奴らがクセルクス盆地へ侵は入いっちまうだろうが」

「それがそうでもないのであります。シギルノジチ軍はまだ一部隊もグレン・ダを進発しておりません」

　バロス三世の眉が顰ひそめられた。

「意味がわからねえな。本国で何か重大事でも起きたのか？」

「いえ、そのような情報は入っておりません」

「だったら、どうして奴らは動かねえ!?」

「確実なことは言えませんが、どうも今年のパルヴィネ峠は降雪量が多いようでして、峠近辺に積もった大量の雪が連中の進軍を阻んでいるのではないかと思われるのです」

　今度はバロス三世の目が見開かれる。

「雪？　雪だと!?」

「さようであります。我がほうがグレン・ダに入れた情報収集要員の一人が峠へ通じる街道を歩いてみたところ、雪が深くて途中で引き返さざるを得なかったと報告してきました。ですから、軍馬が通れないのはまず間違いないと思われます。以上のことから、シギルノジチが未だにグレン・ダを動いていないのは、峠に予想外の降雪があったからではないかと想像されるのであります」

「雪か。意外なところに意外な敵がいたものだな。もっとも、俺たちからすれば意外な味方ってことになるわけだが、しかし、大自然が相手じゃあ、シギルノジチの馬鹿どもであっても如何いかんともし難がたいな。こいつぁ愉ゆ快かいだ」

「そこであります、三世王よ」

「何がだ？」

「自然が味方してくれたというには、これほどの大雪、些いささか都合がよすぎるのではないでしょうか」

　バロス三世の眉がぴくりと動いた。

「……まさかおまえ、峠が雪で閉ざされたのは自然がやったことじゃなく白兎騎士団しろうさぎがやったことだとでも言うのか？」

　エルギエレとヤークーシュは思わず顔を見合わせていた。

「そう断定するだけの材料を持ち合わせているわけではありません。ですが」

　ヨルゲンは首を巡らせ、背後に控えている秘書官に声をかける。

「キリカ、あれを」

「はい、ヨルゲン様」

　紙の書類を手にしていた秘書官は、そのうちの何枚かをヨルゲンに向かって恭うやうやしく差し出した。

「これをご覧ください、三世王よ」

　ヨルゲンは受け取った資料を王の執務机の上に置いた。

　バロス三世が身を乗り出して資料を覗き込む。

「これはなんの数字だ？」

「ここ何年かのパルヴィネ峠付近の積雪量と、通行ができなくなった日数であります。もっともグレン・ダ共同都市にいる商人から聞き及んだものですので、正確な数字とは申せません。が、商人たちは冬でもパルヴィネ峠越えでクセルクス盆地と自国を往おう来らいしていますから、根拠のない話ではありません」

　バロス三世はもう一度、資料を覗き込んだ。

「なるほど、今年の冬は希に見る大雪ってことだな」

「さようであります。商人どもは、パルヴィネ峠近辺にこれだけ雪が積もったのは記憶にないと、そう言っているそうであります。しかも、峠がこれほど長期間、雪に埋もれるのは異常なことだと」

「ふつうは通行できなくなることがないのか？」

「年に一、二度は積雪で峠越えが難しくなることはあるそうです。が、白はく兎と騎士団が峠の前後の雪を、かいたり均ならしたり退どかしたりしてくれるので、通れないのは、せいぜい一日か二日のことだそうであります」

「だが、今回は白兎騎士団しろうさぎの連中も、シギルノジチのために雪かきをしてやろうなどと思うまい？」

「ええ、それは仰るとおりです。ですが、峠には少しくらいの雪かきではどうにもならないくらい大量の雪が積もっているのが問題でして。どうにも不自然で、かつ、あまりにも都合がいいと指摘されると、偶然だとは一いつ蹴しゆうできないものがあります」

「うん？　指摘された？　おまえが考えたのじゃないのか？」

「残念ながらそうではございません。この不自然さを指摘したのは、わたしの秘書官のキリカであります」

「ほう？」

　王が視線を執政官の秘書官に向けると、長裳に身を包んだキリカは身じろぎして肩をすぼめ、視線を床に落とした。

「キリカの両親は商人でありまして、我が王都に来る前にはグレン・ダ共同都市にいたことがあるそうです。両親は冬にパルヴィネ峠を歩いたことがあって、キリカも話を聞いていたのだそうです。それで今回の件を知って彼女は驚いたのです。パルヴィネ峠はそこまで雪深い場所ではなかったはずだ、と。不ふ審しんに思ったキリカがわたしに疑問を上げてきましたので、念のため、急いでグレン・ダに人を遣わし、密かに調べさせたのであります」

「なかなか気が回るようだな、おまえの秘書官は」

「ええ。計算にも強いですし、重ちよう宝ほうしております」

「キリカ、いい仕事をしたな」

　とバロス三世が声をかけると、彼女は雷に打たれでもしたように体を震わせ、その場で小さく跳び上がった。

「いっいえっ、たまたまでございますればっ」

「謙けん遜そんしなくてもいい」

「ありがとうございますっ」

　キリカは額ひたいが膝に付きそうなほど腰を折り曲げた。

「しかし、ヨルゲン、これが偶然じゃねえとすると、どういうことになるんだ？　白兎騎士団しろうさぎの連中が雪乞いでもしたってのか？　あそこにはわけのわからない能力を持った奴もいるみたいだから、雨乞い、雪乞いをしてもおかしくねえが、そんなもので本当に雪が降るものか？　それとも、雪を降らせる魔術なんてものが存在しているのか？」

「魔術に関しては聞いたことがございません」

「俺も聞いたことがねえ。キネーシュたちなら何か知っているかもしれねえな」

「すでに訊いてございます」

「相変わらず仕事が早いな。で？」

「こちらの魔術士に訊いた範囲では、それほど大量の雪を降らせる魔術は聞いたことがないという話でありました」

　バロス三世は怪訝そうな顔を見せ、重ねて訊いた。

「しかし、何かを冷やしたり凍らせたりする奴はいるだろ？」

「それは、ごく狭い範囲、もしくは特定の物、あるいは者を対象にした魔術であります。これほどの広範囲にこれほどの大量の雪を降らせ、積もらせる魔術というのは考えられないとキネーシュは言っておりました」

「そうか。だとすると？」

「彼女はこうも言っておりました。『それを可能にする者がいるとすれば、魔術士ではなく自じ然ねん士しではないか』と」

「自然士？」

「はい。自し然ぜんを操る能力を有する者、でありますね」

「自然士か。聞いたことがあるような気もするが……」

「キネーシュ曰いわく、『自じ然ねんの能力は異能中の異能で、魔術士よりも圧倒的に数が少ないため、存在そのものが広く知られてはいない』そうです。彼女も自然士と会ったことはまだないと言っておりました」

「そいつが白兎騎士団しろうさぎにいると？」

「その蓋がい然ぜん性せいはあるのではないか、というのがわたしの推すい論ろんであります」

「その推論が当たっているなら、レフレンシアの奴はサボってはいなかったってことになるな」

「むしろ、こちらの期待以上の働きをしてくれたと言えるのではないでしょうか」

「だなぁ。シギルノジチの奴らがグレン・ダで足止めを食らってるあいだに、こちらの準備が間に合いそうだ。だが、ヨルゲン」

「はい」

「白兎騎士団しろうさぎにそんな能力者がいるなら、こちらにも同じことを仕掛けてくる心配は？　北ほつ国こく街道にだって、クセルクス盆地の手前に峠があるだろ」

「ございます。ですが、北国街道側の峠は、マルヴェル街道のパルヴィネ峠ほど標高が高くはありません。また、北国街道とマルヴェル街道に同時に雪を降らせることはできないでありましょう。いくら白はく兎と騎士団でも自然士が何人もいるはずがありませんし。さらに申せば、このあとは気温が高くなっていきます。雪を降らせたところで、溶けるのが早くなります。その上、北国街道は白はく兎と騎士団にとっての生命線。雪で閉ざしてしまえば、七なな都と市し同どう盟めいとの行き来が阻害されるだけでなく、大平原方面との連絡が途絶えます。以上の観点から、北国街道を雪で閉ざすのは白はく兎と騎士団にもできない……というのがわたしの推論であります」

「なるほど」

　バロス三世は机上の地図に目を落として何かを考える素振りだ。

　おそらくヨルゲンの言った内容を吟ぎん味みしているのだろう。

「たしかに、おまえの推論は正しそうだ。ってことは、俺たちは現状の作戦計画を遂行していけばいいってことだな」

「と、わたしは思うのであります」

「よし、では、そろそろ俺も出るか」

「大平原に出で張ばるのでありますね」

「おうよ。今回の戦争……大平原の攻略とクセルクス盆地の制圧も、そろそろ仕上げの段階だ。作戦総司令部を大平原に置いて、俺はそこに詰めよう」

「たしかに、それで三世王様の本気は内外に伝わることでありましょう。いざというときの対応もし易やすくなると思います。ですがそうなると、まさに本国は空っぽになります。よろしいのでありますか？　具体的に言うと、シギルノジチに対する備えは……という意味でありますが」

「さすがに同盟中だ。シギルノジチの馬鹿どもも滅多なことはしないだろう。が、馬鹿を相手に絶対はねえからな」

　と言ってバロス三世がにやっと笑うと、ヨルゲンは真面目な顔で頷いた。

「さようでございます」

「なら、俺が留守のあいだ、北方の騎き馬ば民みん族ぞくの首長どもを招いて、郊外で酒しゆ宴えんでも張ったらどうだ」

　ヨルゲンが僅かに目を見開いた。

「たしかにそれならば、シギルノジチには騎馬民族が我らの王都を守りに来ている……ように見えますね。ですが、それも危うい策かと思われます。王都が空っぽだと知れば、今度は招いた騎馬民族どもが牙を剝むきかねません」

「酒宴に招待するんだ。連中だって、千も二千もの兵を連れては来ねえだろ。それに、連中こそ本拠地を空っぽにしたら敵対部族につけ込まれる隙を与えることになる。来るなら少数で、だろ」

「しかし、首長を招いておいて三世王様がお留守というのが……」

「おまえがいるだろ、ヨルゲン」

「わたくし如ごとき青二才が相手では、招待した首長に対して礼を失するかと思いますが」

　バロス三世は、にやりと口の端を歪める。

「おまえが謙遜で言っているのか本心で言っているのかわからねえな」

「本心でありますとも」

「首長どもが怒ったら、そうだな、そこのヤークーシュとエルギエレに」

　いきなり名を呼ばれた二人は、どんな大役を仰せつかるのかと、目を輝かせて背筋を伸ばしたが。

「裸踊りでもさせておけ」

（酷いぃぃぃぃ！）

　ヤークーシュが顔を歪めて声にならない悲鳴を上げ。

（たしかに大役ではあるな）

　エルギエレは情けない顔で天を仰いだ。

「というのは冗談だが」

　どはぁあぁ～～～～っっ。

　二人は盛大に安堵のため息を吐ついたが、自分たちを笑って見ているバロス三世の視線に気づき、慌てて姿勢を正した。

「まぁ、そうだな、だったら総司令部まで呼ぶか」

「本気でありますか？」

「俺たちの覇は業ぎようが成るところを見せてやれば、連中も和平条約を末永く守る気になるだろうよ」

「しかし、今度こそ、王都の守りがいなくなります」

「だから。それこそ首長と側近だけをだよ。兵はこちらで養ってやればいい。それなら向こうも文句はあるまい」

「かなりの出費になりますが」

「仕方あるまい。背に腹は替えられねえと言うしな」

「で、ありますね。では、さっそく騎馬民族の首長宛に使者を立てます」

「ああ、頼んだぜ。俺もバギットがクセルクス盆地へ向けて進発するまでには大平原に出向きたい」

「了解してございます」

　ヨルゲンと、背後に控える秘書官のキリカが深々と頭を下げた。
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　執政官とその秘書官が退出していった後、バロス三世は仕事の手を休め、秘書に酒の用意をさせた。

　執務室の一いち隅ぐうに置かれた卓上に秘書が酒瓶や酒杯を並べると、バロス三世は卓を囲む革張りの長椅子に移動した。

「ヤークーシュ、エルギエレ、おまえらも来い」

「よろしいのでありますか！」

「一人で飲んでもしようがねえからな。どうせなら可愛い女子を肴さかなに飲みたいだろ」

「「でありますか！」」

　ふたりはいそいそと長椅子まで歩み寄ってくる。

「お、そうだ」

　バロス三世はいかにもいま気がついたというふうに手を打った。

「どうせ可愛い女子に酌をしてもらうなら、そんな色気のない軍服じゃなくて、艶あでやかな女給服がいいな」

　この世界では女性給仕人のことを「女給」と略して呼ぶことが多かった。女給服とは、だから女性給仕人が着る服という意味合いで、様々な意い匠しようの物があるが、バロス三世が言っているのは、二人がレフレンシアの世話をしていたとき着ていた服であるのは論を俟またない。

「はいぃ？」

　二人が目を見開いて固まっていると。

「お～～い、エルシェル！」

「はい、三世王様」

　控えの間まに通じる扉が開いて王の秘書官の一人が長裳を翻ひるがえして入ってきた。

「あれを持ってこい」

「ここにご用意してございます」

　エルシェルが後ろに控える若い秘書官を手招くと、畳まれた衣装を抱えた二人の秘書官が進み出た。

「用意がいいな」

　エルシェルは、にこやかな笑みを浮かべて一礼した。

「それはもう」

「じゃ、こいつらを着替えさせてやれ」

「はい、三世王様」

「あれぇ？」

　二人は気がつくとエルシェルに腕を摑まれていた。

「さあ、エルギエレ様、ヤークーシュ様、こちらへこちらへ」

「いえ、あの、ちょっと……」

　二人は情けない顔をバロス三世に向けるが、彼は素知らぬ顔で手酌していた。

「さあさあ、どうぞ」

「あぁれぇえぇ」

　二人は秘書官に無理やり手を引かれ、隣室へと消えていった。
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　そうして待つことしばし。

　扉が開いて、ヤークーシュとエルギエレが控えの間から出てきた。

　上着の胸元はざっくりと開いていて、胸の谷間が強調される意匠だった。

　裳の着丈はかなり短く、筋肉質のすらりとした足が余すところなく覗いている。

　腰には二人の名が書き込まれた名札が付いていた。

（これで三世王様の御ご前ぜんに出るとか、どんな羞しゆう恥ち芸げい～～!?）

　二人は部屋の入り口で腰を引いた体勢のまま固まっていたが。

「早く来ないか」

　とバロス三世に呼ばれて、仕方なく彼の下へと寄っていく。

「ほれ、おまえらも飲め」

　バロス三世から酒杯を授さずかるというのはとても名めい誉よなことだ。

　ヤークーシュとエルギエレは心中で恥ち辱じよくに泣き栄誉に笑い、複雑な表情で酒杯を押し戴いた。

「さて、では乾杯するか。我がルーアル・ソシエダイ王国の末永い繁はん栄えいとヤークーシュ、エルギエレの素敵な出で立ちに」

「いえあの」

　二人は思いきり情けない顔で懇こん願がんする。

「後ろのは、どうかご勘かん弁べんください」

　くははっ、と笑ったバロス三世は、

「なら、おまえらが音おん頭どを取れ」

　と返した。

「で、では、僭せん越えつながら」

　とヤークーシュが一歩、進み出る。

（いいな？）

　とエルギエレに目で訊くと。

（任せた）

　と頷いてエルギエレも進み出た。

　バロス三世がゆっくりと腰を浮かせ、立ち上がった。

　ヤークーシュは高々と酒杯を掲げ、大声を張りあげる。

「我らが偉大なるルーアル・ソシエダイ王国の末永い繁栄と、我らが偉大なる王、バロス三世王様の覇業と末永いご健けん勝しようを祝しまして」

　バロス三世とエルギエレも酒杯を掲げ。

「「「乾杯」」」

　三人の唱和が室内に響いた。













「ありがとうございます」

　酒杯を卓上に戻すと、二人はその場で直立不動の姿勢を取った。

　どさりと長椅子に腰を下ろしたバロス三世が長椅子の上から二人を見上げて訊いた。

「おまえら、さっきの話をどう思う？」

　ここで、なんのことですか？　などと訊いたらお終いだ。たちまち万ばん能のう官かん失格の烙らく印いんを押されてしまう。

「パルヴィネ峠の雪の件でございますね？」

　とエルギエレは具体的な名前を出して王の意図を確認した。

「そうだ。たまたま今年が大雪だったのか、それとも白兎騎士団しろうさぎが何か細工をしたから大雪になったのか。どっちだと思う？」

　瞬時、目を合わせたエルギエレとヤークーシュだが、ここでいつまでも返事をしないのも大きな減点評価だ。

「我々には判断できるだけの材料がございません」

　とヤークーシュが応えると、エルギエレも、

「現地を見たわけでもございませんし」

　と言った。

「判断する必要はない。印象でも思ったことでもいい。何かあれば言ってみろ」

「は、では」

　エルギエレが一歩、進み出た。

「自然現象だとすると、随分と都合がいい……とは思いましてございます」

「都合がいい、か。たしかにな」

　ヤークーシュが続いた。

「あまりに都合がよくて、逆に怪しいと思いましてございます」

「そう思うか」

　バロス三世は顎に手を当て、ふぅむ、と唸る。

　何かを考えるときの姿勢だ。

「もし、それが白兎騎士団しろうさぎの仕業だというのなら、奴ら……というかレフレンシアは、律りち儀ぎに約束を守ったということになるな」

「約束を守ったというより、奴らには、それしか選択肢はなかった……のではございませんか？」

「とも思えるが」

「違うのでございますか」

「選択肢がないとしてもだ、それで当面の危機、シギルノジチの盆地侵攻は遅らせられても、次は俺たちとシギルノジチの奴が同時に盆地に侵攻するだけだ。なんとかしたいのなら、ただ遅らせるだけじゃなく、シギルノジチにはある程度の打撃を与えなくちゃならんだろうが。そうすれば双方の戦力が削られるわけで、そこを期待した面もあったんだが……期待外れだったな。というか、これでは連中にとって、一難去ってまた一難どころか、一難去ったら二難三難だ」

　そこがどうもな、とバロス三世は首を捻る。

「目先の対応で手一杯で、後先を考えている余裕がないところまで追い詰められた……ということではございませんか？」

　とエルギエレが言うと。

「あの女、レフレンシアの奴が、そう簡単に追い詰められるようなタマだと思うか？」

　エルギエレとヤークーシュは、同時に首を左右に強く振った。

「いいえ」

「思いません」

「たしかに、この時機でパルヴィネ峠が雪で閉ざされたなんてのは、偶然というには、あまりに都合がよすぎる。だとしたら白兎騎士団しろうさぎが何かしたんだろうが。何をしたのかはともかく、このあとどうするつもりなのかがわからねえのは、どうも不安だな」

　ヤークーシュとエルギエレは互いに顔を見合わせる。

　バロス三世が「不安だ」などと口にしたのは聞いたことがない。

「おまえら、奴の身近にいて、そんなふうに感じたことはなかったか？」

「た、たしかに、あの女おんな、見ている者を不安にさせる雰囲気を持っておりました」

　とヤークーシュが応えると。

「見ている者といいますか、わたしはあの女に見られていると何やら不安を感じたものであります」

　とエルギエレが続いた。

「何もかも見透かしているようなレフレンシアの目つきが、苦手と言いますか、とても嫌でありました」

　二人の感想に、だな、とバロス三世が頷いた。

「会って話をしているだけで、何か苛いらついてきやがるんだよな、あいつは。性格が悪いったらねえや」

　しかし、そう言うバロス三世の表情には嫌けん悪お感かんやら憎しみは浮かんでおらず、むしろ楽しげな色が見られたので、二人は意外に感じた。

「どちらにせよ、ここで考えていても始まらねえな。バギットの奴がクセルクス盆地へ侵攻すれば、嫌でも答えは出るだろうよ。なんの解答も用意してないのなら盆地を制圧するだけだ」

　バロス三世は酒杯を差し出した。

　ヤークーシュが急いで葡ぶ萄どう酒しゆを注そそいでやると、バロス三世は酒杯を持ち上げ、中身を一気に飲み干した。

「その後、シギルノジチと決着をつける」

　ヤークーシュとエルギエレが、おお！　と身を乗り出す。

「そのときはおまえらにも部隊を率いてもらうかもしれねえ。準備を怠おこたるなよ」

「光栄であります！」

「ご期待に違たがわぬよう努力いたします！」




（はてさて、レフレンシアは何を考えていやがるのか）

　バロス三世の視界にはガブリエラの姿は入っておらず、彼の思考からもガブリエラの存在が抜け落ちていた。

　それこそが、それだけが、今の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの切り札と言ってもよかった。
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　第三の月も第二旬日を過ぎ第三旬日に差しかかる頃になると、次第に気温が上がり、雪解けも進んでくる。もはやレオノーラが雪を降らせても大きな成果は望めない。そもそも気温が上がると、雪を降らせること自体が難しい。

　峠とうげの前後を広範囲に冷やすのはレオノーラの能力を以もつてしても至し難なんの業。

　峠では雪が降っても、その前後では氷ひ雨さめにしかならないことが多く、それでは今まで積もった雪が溶けてしまって逆効果になる。

　ということで「雪ゆき兎うさぎ作戦」はすでに終了していたが、シギルノジチ経きよう国こくの盆ぼん地ち侵しん攻こうを半月ほども遅らせることができたのだから、作戦は成功したと言っていい。

　もっとも、その間かんにルーアル・ソシエダイ王おう国こくの盆地侵攻部隊が着々と準備を進め、大だい平へい原げんから南下を開始しようとしているから、戦略的に見て成功だったかというと首を傾げざるを得ない。

　少なくとも、レオノーラの能力を知っているベティス首しゆ脳のうの多くはそう見ていた。




　そして今。

　とうとうと言うべきか、ついにと言うべきか、グレン・ダ共きよう同どう都と市しを進発したシギルノジチ経国の先せん遣けん隊たいが、パルヴィネ峠を越えてクセルクス盆地に進出しようと動き始めていた。




　時を同じくしてルーアル・ソシエダイ王国のクセルクス盆地侵攻軍が、大平原の前線基地と言える都市レグザムに入り、北ほつ国こく街かい道どう経由でクセルクス盆地を目指すために着々と準備を調えていた。




　レオノーラが降雪を開始してから、ざっと半月が経っていた。
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　この辺で、その間の各勢力の動きを追いかけ、現状の確認を簡かん潔けつにしておこう。




　まずはシギルノジチ経国側の動きである。




　パルヴィネ峠の積せき雪せつのせいで進軍の開始を遅らせるしかなかったシギルノジチの盆地侵攻軍であるが、その間かん、何もしていなかったわけではない。毎日のように物見部隊を送り出し、峠手前の様子を探らせた。

　雪の降り方が少なくなったと見れば、即座に雪踏み部隊（！）を送り出し、街道の雪を踏み固めさせて軍馬の往おう来らいを可能にしようとしたのだが、最初の頃は、踏み固める側から雪が降り積もっていったので、峠越えの強行は諦あきらめざるを得なかった。

　雪の降り方と積雪の様子を見つつ、シギルノジチの侵攻軍幹部は進発の時じ機きを第三の月の末と決めた。

　盆地への先乗りはヴィネダが率いる第三大隊と正式に決まった。

　先乗りと言えば聞こえがいいが、要するに敵から反撃があった場合、それを強制的に排はい除じよして進むことになる。

　つまり、いちばん危険な役回りを押しつけられたということだが、ヴィネダとしてはそんなことなど先せん刻こく承しよう知ち。むしろ彼女は、かつての自分の所属先、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと戦えるのは楽しみでならなかった。

　すでに峠の積雪はだいぶ減っているが、場所によってはかなり残っている。

　そこでシギルノジチ侵攻軍首脳はヴィネダ大隊に工兵隊二百を付け、峠までの街道の除雪や踏み固めを行わせた。

　工兵隊は、ヴィネダ大隊が峠を越えて進んだあとは引き続き峠の手前に留まり、街道の整備と警戒を担当することになった。

　クセルクス盆地侵攻軍先遣隊、ヴィネダが率いる第三大隊がグレン・ダ共同都市近きん郊こうを進発したのが第三の月の第三旬日六日目だった。




　シギルノジチ経国の盆地侵攻軍は総勢で五千五百。

　そのうちの二千五百は後方支援部隊としてグレン・ダ共同都市近辺に留まって、本国との連絡や輜し重ちようの調達・運搬、街道の警備などに当たることになる。

　だから、盆地侵攻の実戦部隊は三千ということになる。

　五百ほどしかいない鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを蹴け散ちらすだけなのだから、これでも多いほどだと、ビスタマウィ将軍は豪ごう語ごしていた。
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　さて、ルーアル・ソシエダイ王国側はどうか。




　この半月ほどのあいだに、アリアンレイは一つの都市国家を陥おとし、三つの都市国家と協きよう商しよう条じよう約やくを結んでいた。

　この戦果は、アリアンレイが最初に強攻して都市を陥おとしたのを見た周辺諸都市が、このままベティス陣営に留まっていると明日は我が身かもしれない……と考えた結果である。

　協商条約を結んだだけだから、三つの都市はルーアル・ソシエダイ陣営に鞍くら替がえしたわけではない。

　三都市側からすれば、この後、戦がどちらに転んでも対応できるように手を打ったというのが本音である。

　アリアンレイにすれば、それで充分だった。

　ベティスに与くみしないという立場を取ってくれれば、とくにルーアル・ソシエダイ側と共同歩調を取ってくれなくてもいい。それだけで、少なくとも大平原における軍事行動への制約が大幅に減少する。

　事実、この後アリアンレイはマナティウスの近くまで自軍を進出させ、マナティウスに圧力をかけ続けつつ、周辺諸都市の調ちよう略りやくを進めることになった。

　バロス三さん世せいが王都ルーアンを出たのがその頃で、アリアンレイは王を、いま前線基地となっている都市レグザムに迎えたのだった。

　ここはルーアル・ソシエダイ王国の影響力が及ぶ西端で、バロス三世がここまで遠えん征せいするのはある程度の危険を伴ともなうのだが、すでに大平原のベティス駐留軍はその数を大きく減らし、討って出るほどの戦力がないことを見越しての大だい胆たんな行動だった。

　バロス三世がレグザムまで出張ってきた事実は、大平原に留まらず、その周辺諸国にまで、大平原の均きん衡こうが今や大きくルーアル・ソシエダイ側に傾いていることを印象づけることになる。

　同時に、マナティウスのベティス軍に対してより大きな圧力をかけられる。

　さらに言えば、クセルクス盆地へと向かう侵攻軍を王自らが送り出すことで、ルーアル・ソシエダイ王国の本気度を内外に示すことができる。

　危険を冒おかすだけの価値はあるというアリアンレイの決断であり、バロス三世もそれを是ぜとしたからこそのレグザム入りだった。




　ここでバギット将軍にクセルクス盆地解放――と彼らは言い立てた――のための全権を与えたバロス三世は、将兵を前に解放戦争の意義を強調する演説をぶった。そして、クセルクス盆地を解放した暁あかつきにはルーアル・ソシエダイ王国がどれほど豊かになるかを説いた。手柄を立てた者への報ほう賞しように触れるのも忘れない。

　こうして将兵の闘とう争そう心しんと忠誠心と士気と欲望を煽あおり立てておいて、バロス三世はアリアンレイと共に、侵攻軍がクセルクス盆地目指して進発するのを見送った。

　すでに北国街道までは間近。

　ルーアル・ソシエダイの盆地侵攻軍の行く手を阻むだけの戦力が今のベティス大公国の大平原駐留軍にはない。

　北国街道に入ってしまえば、侵攻軍を阻止できるような勢力は皆無。

　万が一、阻止しようとする愚おろかな勢力が出れば、まずはバギットの部隊が蹴散らし、アリアンレイの部隊が止めを刺しに来る手筈になっていたが、やはりそのような勢力は現れなかった。

　とはいえ、高こう原げん都と市しや七なな都と市し同どう盟めいなど、未だに白はく兎と騎士団寄りの態度を取り続けている勢力もある。

　それらの勢力につけ込まれぬように、確実に街道を確保し、兵ひよう糧ろうを運うん搬ぱんしなくてはならない。

　高原都市の牽けん制せいはアリアンレイ配下の部隊が担当するにしても、七都市同盟は大平原から遠く離れているので、そちらは侵攻軍が対処しなくてはならない。

　戦力的には取るに足らない七都市同盟であるが、後方を脅かされると兵糧の運び込みが面倒なことになるから、バギット将軍は七都市同盟の押さえと兵へい站たん基地の維い持じに二千ほどの兵を残すと決めていた。

　北国街道の警備に、新たに追加された千五百のうち一千を充あてる。

　残る三千五百がクセルクス盆地に侵攻することになる。

　バギット将軍もビスタマウィ将軍同様、三千五百なら充分過ぎると言い切った。

　むしろバギットには、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎよりもシギルノジチ経国軍との競争だという意識がある。

　シギルノジチの馬鹿どもに後れを取ってはならぬとばかりにバギットは配下の将兵を急がせ、クセルクス盆地を目指して進撃するのだった。

　もっとも、盆地に侵入する段階では、バギット将軍も慎しん重ちようにならざるを得なかった。

　彼の慎重さが、白兎騎士団しろうさぎのふつうではない戦い方を何度も聞かされていたせいだとするなら、ガブリエラやレフレンシアが図らずも打った布石がここに至って功こうを奏したということになる。
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　さて、肝かん心じんの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの動きである。




　自じ然ねん士しレオノーラの能力と彼女個人の奮ふん闘とうによってシギルノジチ軍の盆地侵攻をなんとか遅らせることに成功したものの、鋼鉄の白兎騎士団の動きは鈍かったように周囲の国々からは見えた。

　もう盆地の防衛を諦めたのかという声すら出た。

　レオノーラの能力が知られていないから無理もない話ではあった。

　なかなか白兎騎士団しろうさぎが動かないのを見て首を捻ひねる人々も、では白兎騎士団はどういう対応を取るべきかと問われれば、答えに窮きゆうしてしまうだろう。

　庇護者パトローネスであるベティス大公国は西方の反ベティス勢力の動きを押さえるのに忙しく、大平原の駐留部隊までを引き抜いているほどだ。クセルクス盆地へ援軍を送って寄よ越こすことは、現状、期待薄である。

　西方の海岸沿い諸都市は過去にもベティス大公国に対して反はん旗きを翻ひるがえした前科がある。大公国としても、ここで手を抜くわけにはいかなかった。

　兵力的に二正面作戦が無理な以上、まずは西方の反ベティス勢を素早く押さえ込んでおいて、返す刀で大平原での反撃を……と、大公国首脳は目論んでいた。

　そこで何人もの有力な将軍を西方へ投入したのだが、思いの外、鎮圧に手間取ってしまった。

　大平原から西方へ移動させた部隊は、半月もあれば、順次、大平原へ戻せると踏んでいたのに、これは手痛い誤算だった。

　西方の反ベティス勢力を押さえ込みつつあるのに、いま慌てて部隊を大平原に戻せば、せっかく鎮しずまりかけた西方諸都市が、また焦きな臭くさい状況に陥りかねない。

　それでは虻あぶ蜂はち取らずであり、二に兎とを追う者一いつ兎とも得ずである。

　そんなわけで、西方を鎮めるのに躍やつ起きになっているベティス大公国は、大平原に兵力を投入できないでいる。

　クセルクス盆地及び白兎騎士団しろうさぎへの増援部隊は尚更だった。

　であれば白兎騎士団は自軍だけで六千以上の大軍を迎え撃たなくてはならないのだが、いくら地の利があるとはいえ、五百対六千では戦う前から結果が見えている。

　いや、戦うからこそ結果が見えているというべきか。




「戦えば必敗。ならば戦わなければいいのです」




　というのがガブリエラが行き着いた結論だった。

　この、いわば逆転の発想法が彼女の真しん骨こつ頂ちようだ。

　今回の場合、ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の侵攻軍からクセルクス盆地を守りきれば、それだけで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは勝利したと言える。何も戦って敵を撃げき滅めつするだけが勝利への道ではないのだ。

　では、戦わないで勝つ方法は……と、ガブリエラの思考は広がっていく。

　ガブリエラはレフレンシアに相談した。

　二人は何度も話し合った。

　ルーアル・ソシエダイとシギルノジチの侵攻軍からクセルクス盆地を守るという戦略目標を達成するためには、戦わずに勝つしかないというガブリエラの方ほう針しんにレフレンシアも賛さん同どうした。

「というか、それしかないだろうね」

　というのがレフレンシアの意見だった。

「もっとも、ベティスと白兎騎士団しろうさぎ連合軍対ルーアル・ソシエダイとシギルノジチ連合軍の戦争という大きな視点で考えた場合、盆地を守るだけでは勝利を得られないけど」

　というレフレンシアの指摘はガブリエラも認めるところである。

　そちらに関しては彼女なりの秘策が胸にしまってあるのだが、それはまだ言えない。とくにレフレンシアには。

　だからガブリエラは、

「そうですね。でもそれは、当面の危機を乗り切ったときに考えればいいことではありませんか」

　と言って誤ご魔ま化かしておく。

　このときレフレンシアは、ガブリエラ団長が「そのあとのこと」を考えていないはずがないんだけど……と思ったそうだが、彼女も今は目の前に迫る脅威に対処するだけで精一杯だった。

　己の疑念を追及する余裕はなかったのである。




「さて、団長、基本方針はいいとして、具体的にはどうするんだい？」

　そうレフレンシアに聞かれたガブリエラは、

「方法は一つしかないと思います」

　と応えた。

「一つでもあるというのが驚きだね」

　わざとらしく目を見開いたレフレンシアは、さらにわざとらしく、ぐいと上体を乗り出した。

「で、どんな方法があるのかな？」

「こちらには戦う戦力がありません。戦えば負けです。ですから、敵同士で戦っていただくしかないと思うのです」

「……なるほど、そうきたか」

　乗り出していた上体を戻すと、レフレンシアは椅子の背もたれに背中を預け、天てん井じようを見上げた。

　ガブリエラの策にしては平凡だなと、レフレンシアは少し期待外れの思いだ。

「理には適かなっていると思うよ。目の付け所もいい。何しろ相手は、連合軍といっても、ついこのあいだまでは犬けん猿えんの仲だった両国なのだから」

「ええ、そうなのです」

　とガブリエラは大きく頷いた。

「けれど、そうそう上手く仲なか違たがいしてくれるかな。目の前に美味しい獲え物ものがいるんだ。何があっても獲物に突進してくるだろ？」

「ですから、片方の前から獲物を消してしまうのです」

（来た！）

　レフレンシアは勢い込んで顔を戻した。

　ガブリエラがわけのわからない話をし始めた。つまりは、彼女の本ほん領りようが発揮されつつあるということだ。

「獲物を消すって、それはどういうこと……いやいや待て待て。まだ説明しなさんな、団長。少しわたしにも考えさせてくれよ」

　ガブリエラは苦笑しつつ、嬉しくなった。

（やはりレフレンシア様はわたしと同じ質たちなのですね）

　そう、ガブリエラは人から説明されるだけなのが嫌なのだ。他人が何を考えているか推測できないと、なんとなく不安で落ち着かない気分になる。

　難なん儀ぎな性格だと自じ嘲ちようしたくなるときもあるが、敬けい愛あいするレフレンシアも同じ性格だと思えば少し気が楽になる。

「なるほど、そういうことか？　そうやってルーアル・ソシエダイ軍とシギルノジチ軍が相互に連携を取れなくするということか？」

　考え込んでいたレフレンシアがそう呟いたので、彼女はガブリエラの狙いを理解したのだろう。

　レフレンシアはゆっくりと視線を戻してガブリエラのほうへ顔を向けた。

　ガブリエラはレフレンシアに向かって大きく頷いてみせる。

「けれどそれは、随分と危険な綱渡りだな。いや、もう綱渡りというより糸渡りだろ、それは。足を載せただけで切れそうな気がするけど」

　レフレンシアが渋い顔になると、ガブリエラはにっこりと微笑んだ。

「切れないようにするのが白兎騎士団しろうさぎです。といいますか、白兎騎士団だからこそ切れないような細工ができるのだと」

　レフレンシアは降参だとばかりに両手を挙げた。

「そこから先はさっぱりだ。教えてくれないか、団長。いったいどんな細工を仕込もうと言うのだい？」

「それは、ですね」

　ガブリエラが己の構想を話し始め。




　やがて、一通りの説明を終えた。

　聞き終えたレフレンシアは、焦しよう点てんの定まらない目で宙ちゆうを見上げたまま動かなくなった。




「なるほど。なるほど」

　時折、ぶつぶつと呟きを漏らしていたレフレンシアだが、やがて大きなため息と共に顔を戻した。

「あまり気は進まないが……やるしかないようだね」

「背に腹は替えられないと言いますし」

「まぁ……そう……なんだ……ろうけど」

　水差しに手を伸ばしたレフレンシアは、硝子グラウス製の器に水を注そそぐと、それを一気に飲み干した。

「で、それで行くとして」

　器を卓上に戻すと、レフレンシアは鋭い目をガブリエラに向けてきた。

「折せつ衝しよう役やくの人選が難しいところだね」

「それは、わたしがやります」

「なに!?」

　レフレンシアが目を見開いた。

　演技でもなんでもなく、本気で驚いているようだ。

「さすがにそれは不味いだろう？」

「ですが、こちらの本気を示すために、団長であるわたしが出ていくのがいちばんだと思いませんか？」

「いや。こちらの本気を示すのなら、出ていくのはわたしだろ。違うかい？」

　違わない。

　それはガブリエラにもわかっていることなので、彼女は黙り込んだ。

「団長は世間的にはお飾りだと思われている。ルーアル・ソシエダイの王宮での評価もそうだった。これはわたしが自分の目や耳で確かめたから間違いない。つまり、団長が出ていけば、『団長に何かあっても、しょせんお飾りの存在だから白兎騎士団しろうさぎはあまり痛くない』と取られる虞おそれがある。そうだね？」

　今度はガブリエラが大きなため息を吐ついた。

「はい、そのとおりだと思います」

「だったら、出ていくのはわたしだね」

「ですが、せっかくルーアル・ソシエダイから帰き還かんされたレフレンシア様……副団長が、もう一度、囚われの身になる危険が……」

　レフレンシアが手を挙げてガブリエラの言葉を遮さえぎった。

「おいおい、背に腹は替えられないんだろう？　なら、わたしの身の上なんかを考えている場合じゃないじゃないか」

「そうなの……ですが……」

「それに、この手の交渉事をわたしより上手くやれる奴が今の白兎騎士団しろうさぎにいるかい？　団長も含めてさ」

「それも、ええ、いませんね」

「なら、決まりだね」

　ガブリエラは卓に額がつきそうになるほど深々と頭を下げた。

「お願いいたします」

「任せておいて。こういうのは得意分野さ、上手くやるよ」

　ガブリエラに笑いかけたレフレンシアだが、直ぐに笑みを収め、思し案あん気げな顔になる。

「そうなると、こちらから出ていく者の人選が問題だな」

「そこが肝きもでもありますし」

「何はなくてもアナは外せないな」

　ですね、とガブリエラが頷うなずいた。

「マクトゥシュは外れる。アルゴラも論外だ。クシューシカは……連れていきたい気もするけど、あいつはいざというときのために、こちらに残しておきたいか。となると、あとはヨーコとレオノーラだが。ヨーコは東の大陸の人間だから、きっと連中の目を引くな。レオノーラは……あいつには別の仕事に就ついてもらわないとならないな」

「ですね。レオノーラ隊長の役割こそが、この作戦が成功するかどうかの分かれ道です。降雪作戦に続いてまたも苦労をかけてしまうのが心苦しいのですが」

「なに、気にすることはない。あいつは使い減りしない奴だから、思い切りこき使ってやればいいんだよ」

　苦笑するしかないガブリエラである。

「となると、う～～ん、意外と適てき任にん者しやがいないものだな」

　レフレンシアが首を捻っていると、ガブリエラがおずおずと進言した。

「あのう、幹かん部ぶから、という意味なら、セリノスなど、どうでしょうか」

　レフレンシアが、にやりと笑った。

「君は同期を売るのかい？」

　ガブリエラは慌てて両手を顔の前で振る。

「いえいえ、べつに売るわけではありませんよ？　目を引くという意味では、セリノスとノエルノードは双子ですから」

「ああ、そうだったね。たしかにそれは面白いかもしれない。セリノスも今じゃ番隊長なんだし、幹部を出したとは言える。問題はないな」

「もっとも、見習い……ですけど」

　とガブリエラが指摘すると。

「それを言ったら、団長だって正式にはまだ見習いの称しよう号ごうが取れていないんだ。黙ってりゃわかりゃしないよ」

「で、ですね」

　ガブリエラはひくひくと引き攣つった笑みを浮かべた。

「同期で幹部となると、ジアンもその候補だけど、あいつの場合は除外だな」

「え……えぇ、まぁ……そういうことになる……でしょうか」

　積極的に同意できないので、ガブリエラは消極的な賛同に留めておいたのだが、にも拘かかわらずレフレンシアが絡からんできた。

「おや？　わたしはそういう意味で除外したのじゃないよ？」

「え？」

「ほら、あいつの場合は王様という想い人がいるじゃないか。だから、こっちに加えるわけにはいかないと、そういう意味だよ。酷ひどいなぁ、団長は。ジアンが聞いたら泣くんじゃないか？」

「いえいえいえ、もちろんわたしだってそういう意味で言ったのです。そうです間違いありません」

　ガブリエラは額に冷や汗を浮かべてそう言い張った。

「そうなのかい？　わたしはまた、団長は、ジアンの胸とか腰とかの大きさが足りないから除外するって言っているのかと思ったよ」

「で、ですから、そんなことはありません」

　じつはそんなことはあったから、ガブリエラの額に浮かぶ冷や汗の量がさらに増え、今や滝のように流れ落ちようとしていた。

　レフレンシアが猫のようなニヤニヤ笑いをガブリエラに向けてくる。

「ふむ、ま、そういうことにしておこうか。胸とか腰とかで言うなら、ウェルネシアがいればぜひとも加えたいところだけど、残念ながらあいつは留守だ。あと、加えて楽しそうなのはアスカかな。でも、あいつには別の任務に就いてほしい気もするし……」

「あのう、楽しいか楽しくないかで決めていいのでしょうか。というよりも。いったい誰が楽しいのでしょうか？」

「あ？　もちろん、わたしがだよ」

（やっぱり）

　情けない顔でガブリエラが訊く。

「あのう、本当にいいのですか、それで？」

「こういう危機的な状況だからこそ、ふだんできないことができるだろ。ヨーコで遊ぶなんて、滅めつ多たなことじゃできないんだし」

（ですから。遊びじゃないのですけれど）

「そのくらいの役得は認めてくれてもいいのじゃないかな、団長？　何しろわたしは、もう一度、囚われの身になる危険を顧かえりみずに敵の懐ふところに飛び込んでいくんだからさ」

「うぅぅ……それを言われてしまうと反論できません」

「なら、人選はわたしに任せてもらうってことで、いいかな？」

「ええ、もう、それで。どのみち、副団長から話をして説得していただかないとならないのですから」

「では、それはそういうことで。あとは……」

　レフレンシアは言葉を切って考え込む仕草を見せる。

「どうやって戦争を終わらせるか、という問題だな」




　　　　　５




　まったく先の見えないこの窮きゆう地ちにおいても、レフレンシアやガブリエラは戦争を終わらせるための方策を考えている。

　指導者は、如い何かにして戦争に勝つか、あるいは如何にして戦争に負けないかを考えるものだが、ときには如何にして戦争に負けるかまでも考える。それができないのなら、戦争を指導する資格などないのだ。

　もっともこの二人、どうやって負けるか――つまり、自軍の損そん害がいをできるだけ少なくするという意味だ――とは考えていない。ここにおいても、如何にして勝つかを追求し続けている。

　この諦めの悪さもまた指導者には必要なことだろう。

　二人が凡ぼん百ぴやくの指導者と違ったのは、人的被害を可能な限り抑えて勝利する手段を追求するという立場を貫いた点だろう。




　レフレンシアは言った。

「戦争は、始めるのは簡単だけど終わらせるのはとても難しいからね」

　そう、始めるときよりも終わらせるときのほうが、ずっと大きな労ろう力りよくが必要なのだ。とくに劣れつ勢せいの側においては。

「ですね。一歩間違えれば、勝ったほうも勝利の価値が吹き飛びますし、負けたほうはさらに惨みじめな目に遭うことになります」

（その若さでそこがわかっているのは大したものだ、ガブリエラ。やはりこいつを団長に据えて正解だったな）

　そんな思いを強くしたレフレンシアである。

「それについては」

　ガブリエラが静かに、しかし力強い言葉をかけてきたので、レフレンシアは、お？　という顔になった。

「何か考えがあるんだね」

「ないこともありません」

「どんな考えなのかな」

「それは……まだちょっと」

「ふぅぅん」

　レフレンシアが探るような目を向けてくる。いや、じっさい探っているのだろう。

　この戦争を終わらせるために、ガブリエラはいったいどんな構想を立てているのか、ということを。

　戦せん略りやく眼がんという点ではガブリエラを凌しのぐ――何しろ経験が違う――レフレンシアだが、今回の戦争の終わらせ方については、これといった突破口があるわけではない。

　クセルクス盆地の戦いでルーアル・ソシエダイとシギルノジチの連合軍を撃退すれば相手も講こう和わの呼びかけに耳を傾けざるを得ないし、その先の展望も開けてくるだろうという程度の読みしかできていない。

　しかし、シギルノジチがそう簡単にクセルクス盆地を諦あきらめるとは思えないし、ルーアル・ソシエダイにしても、クセルクス盆地を諦めたとしても大平原を手放すことはないだろう。

　結局、それではジリ貧だ。

　ベティス大公国が西方の反ベティス勢力を押さえ込んだとしても、その頃には大平原の大半がルーアル・ソシエダイの手に落ちている。

　犬猿の仲だったルーアル・ソシエダイとシギルノジチ両国だが、シギルノジチがクセルクス盆地へ進出するためにはルーアル・ソシエダイと結んでいる必要があるし、ルーアル・ソシエダイが大平原を完全に支配下に収めるためには、やはりシギルノジチと結んでいる必要がある。

　両国の離り反はんを図はかるならそれ以上の利益を提示しなくてはならないのだが、現状、白兎騎士団しろうさぎはそのような利益を提示できない。ベティス大公国も同様だ。

　となれば、両国の同盟が破は綻たんする可能性は低く、いったん戦闘が終わっても、戦争は終わらないかもしれない。

　五年も十年もに亘わたって両国との戦争を戦い抜くだけの体力は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにはないのだ。

　銀山を守れたとしても財ざい政せい的てきな負担は多大なものになる。何より白兎騎士団しろうさぎは一定年数で団員が入れ替わるのだ。十年後に今の指導者が何人在団しているかというと、かなり心こころ許もとない話になる。

　団を率いてこの戦争を戦っていけるだけの人材が、そうそう育つとはレフレンシアには思えなかった。

（というか、この戦争を戦いながら次代の人材を育てていくのが無理な話だし。次代を任せる……のはガブリエラたちでいいとしても、その先も、先の先もあるんだ。十年、二十年先まで考えて手を打っておくのが最高幹部の仕事だからね）

　だからこそ、やはり戦争は終わらせておきたい。その場凌しのぎの小手先の講和ではなく、できればずっと先まで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの安あん泰たいが約束されるような形で。

（けれど、それが難しい）

　レフレンシアであっても、そのような形で戦争を終わらせる方法を見出せていない。

　ところが、ガブリエラには何か思いつきがあるようだ。

　ガブリエラが「ある」というなら、それは中途半端なその場凌ぎの策ではないはずで、だからこそレフレンシアは期待してしまう。

　その期待感が、珍めずらしくレフレンシアの目を曇らせた……と言ってしまうのは言い過ぎだろうか。

「まだ考えがまとまっているわけではありませんし、もう少し考えてからご相談したいと思います」

　というガブリエラの言葉を、レフレンシアはあっさりと認めてしまった。

　あとになって振り返れば、あのときにもう少し追及していれば、と思わないでもないのだが、ともあれとにかく、こうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの方針は決まった。

　ルーアル・ソシエダイとシギルノジチの遠征軍とは、正面切って戦わない。

　正面から戦わずに盆地を守る。

　それがガブリエラとレフレンシアの出した結論だった。




　　　　　６




　さて、ルーアル・ソシエダイ王国の王都に居残ることになったフェーレン、ウェルネシア、ティーニャの三人だが。




　王都で真面目に女性給きゆう仕じ人にんとして働いていた。

　もちろん、ただ働いているわけではない。暇ひまを見つけては、働くあいだに仲良くなった古こ参さんの女給や警備兵などと噂うわさ話に花を咲かせ、せっせと情報を仕入れていた。

　この手の任務では、元特務分隊の分隊長だったフェーレンと元保護色のティーニャの独どく壇だん場じようだった。

　ティーニャは女給を束ねる女給頭がしらからも気に入られたので、王宮の上――階層的にという意味だ――のほうの情報も手に入れてくる。

　フェーレンはフェーレンで、存在感が希き薄はくだという特徴を見事に発はつ揮きして自在に王宮内を歩き回り、いろいろなところへ好き勝手に出入りしている。

　ウェルネシアはウェルネシアで若い警備兵に大人気なため――美人で胸が豊かという理由で――軍事に関する情報をいろいろと拾っていた。

　こうして三人は、ルーアル・ソシエダイ王国の機き密みつ情じよう報ほうを、かなりの確度で仕入れていたのだった。

　今日も今日とて、あれやこれやと噂や内緒話を仕入れてきた三人は、夜の仕事を終えて女給棟に戻ってきた。

　女給棟とは王宮で働く女給や料理人、雑用係などが暮らす建物で、ほぼ全員がここに寝泊まりしている。

　フェーレンたちは急な募集での臨りん時じ雇やといだったため三人が一緒の部屋にされていて、情報交換には好都合だった。




　女給服を脱ぎ捨て、胸覆いと下帯だけになったフェーレンは、はぁ疲れた、と寝台の上に腰を下ろす。

　狭くはないが、三人で使えば広くもないという部屋には二段になった寝台が二つ置かれていて、あとは小振りの卓と折りたためる木製の椅子、文ふ机づくえに食器棚などがあるだけだった。

　それらの家具が、暖だん炉ろで燃える薪の炎に照らし出されている。

「フェーレン様、せめて寝ね間ま着きくらい着たら如何いかがです？」

　とティーニャが言うと、フェーレンは面倒くさそうに上体を起こし、薄手の寝間着を着て、その上から厚手の部屋着を羽は織おった。

「じゃあ、今日の情報交換会といこうか」

　立ち上がって椅子を引っ張り出したフェーレンが卓の前に座ると、ティーニャとウェルネシアも椅子を持って集まってきた。

　三人は額をつき合わせるような体勢で、ひそひそと話を始める。

「どうやら国王、バロス三世が王都を離れたらしいけど？」

　と言ってフェーレンが三人の顔を見回すと、ティーニャが手を挙げて応じた。

「あ、それ、わたしも聞きました」

　するとウェルネシアがその言葉を引き取った。

「このあいだまで王宮にいた若い兵士が何人もいなくなってます。今日なんか、警備兵の数がいつもの半数以下ですよ」

「なるほど。バロス三世に従って王都を出たと見るのが妥だ当とうだね。そうなると三世は、大平原まで出張っていって、クセルクス盆地へ向かう侵攻軍を閲えつ兵ぺいする……と」

　と言って、フェーレンはじっと何かを考え込んでいたが、やがて顔を上げた。

「そろそろ誰か一人、本城へ戻ったほうがいいかもしれないな」

「戻るんですか？　一人だけ？」

　そうティーニャが訊き返すと、フェーレンは小さく頷いてみせる。

「一度に全員が辞めるとなると、さすがに疑われるだろうしね。一人だけなら、実家の都合でとか言えば問題ないだろうし」

「なるほど。では誰が戻りますか？」

　フェーレンは改めて三人の顔を見回した後、ウェルネシアのところで視線を留めた。

「ウェルネシアだろうねえ」

「わたし……ですか」

「情報収集という面では、あたしとティーニャのほうが適任だし慣れている。できればルーアル・ソシエダイ軍を追い越して、侵攻軍の情報を本城に持ち帰ってほしいね」

「はい、わかりました。なんとかします。でも、速い馬が要ります」

「持ってきた軍資金はウェルネシアに預けるから、足の速い馬を買ってくれていいよ。途中で乗り換えが必要なら、それもケチらないでいい。あたしたちは、ここでの給金を帰りの旅費に充あてるから」

　フェーレンにそう言われ、ウェルネシアが苦笑する。

「じゃ、明日にでもウェルネシアが帰れるような細工をしておこう」

「どうやってですか？　王宮からは動けないのではありませんか？」

　とウェルネシアが訊くと、フェーレンはにやりと笑った。

「王宮に出入りしている商人のところに保護色がいるんだ」

「あ、そうなんですか」

「何人かの保護色がいるんだよ、ここには。なんといっても、ルーアル・ソシエダイの王都だからね。そしてあたしは元特務分隊長だからさ、そういう奴らに顔が利きくの」

（さすがですね、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ。まぁ、今ではわたしもその一員なんですけど）

　感心した顔でウェルネシアが頷いていると。

「文書にして持ち歩くのは、もしものときに具合が悪いから、持ち帰ってもらう情報は頭の中に仕込んでもらうしかないね」

　ウェルネシアが、うわぁ、と言って仰け反った。

「なんか大変そう。全部覚えられるかな」

「それほど大量の情報を覚えてもらう必要はないから、なんとかなるさ」

　ウェルネシアが情けない表情になる。

「……真顔で慰なぐさめないでください」

「さて、覚えてもらうのは以下のことだね」

　ウェルネシアは遠慮がちに突っ込んだが、フェーレンはそれを無視して「持ち帰ってもらう情報」を挙げていく。

「まずはバロス三世が王都を離れ、大平原まで出張っていったこと。クセルクス盆地へ向かう遠征軍の指揮官がバギット将軍だということ。彼の性格や戦い方と遠征軍の規き模ぼ。といっても、それらは一般的な評価だから不確定情報だけどさ。あとは、大平原に展開している部隊の指揮官がアリアンレイで、彼女の性格や戦い方……はレフレンシア様が把握してるから、それはいいとして、いま大平原に展開してるルーアル・ソシエダイ軍の規模と狙いだね。あとはシギルノジチの……」

　そこで言葉を切ったフェーレンは、

「いや、これはいいか」

　と首を左右に振った。

「シギルノジチ側の情報も何か摑つかんだんですか？」

「摑んだっていうか、未確認情報もいいとこなんでね。あまり確度の低い情報を伝えても不味いっしょ」

「そうですね。本城の幹部様たちが混乱するかもしれないですよね」

（あたしがいちいち注進しなくても噂は把握してるんだ、幹部会は「いる」という前ぜん提ていで動くだろうし。それに、どこかでレフレンシア様とヴィネダがバッタリ鉢はち合あわせするなら、それはそれで面白いし）

　と考えたフェーレンは、ウェルネシアに伝えるのを止やめた。

「わかりました。いま言われたことは頭に叩き込んでおきます。ところで、フェーレン様とティーニャさんは、このあと、どうするんですか？」

「時機を見計らって引き揚げるさ。遠征軍が白兎騎士団しろうさぎに負けでもしたら王こ宮こも混乱するだろうから辞め難にくくなる。その前に辞めておくよ。いや、もしかしたらティーニャにだけは残ってもらうことになるかもしれない。そのときはよろしく頼むよ」

　いきなり名を呼ばれたティーニャだが、動どう揺ようも見せず、真剣な面持ちで頷いた。




　そして、それから三日後。

　ウェルネシアは若い兵士たちに惜しまれながら一身上の都合で王宮を辞めた。

　その後、ウェルネシアは城下の保護色の手配で変装して王都を出立、途中で足の速い馬を買うと、全速力で馬を走らせ、まずはマナティウスを目指したのだった。




　　　　　７




　レグザムでバロス三世が閲えつ兵ぺいの儀ぎ式しきを済ませた後、ルーアル・ソシエダイのクセルクス盆地解放軍（自称）は一路、クセルクス盆地を目指して進軍を開始した。すでにパルヴィネ峠の積雪も減ってきているという情報はルーアル・ソシエダイ側も入手済みだ。ぐずぐずしているとシギルノジチ軍に先を越される。

　準備万端とはいかないが、まずは進発して、足りない物はあとから届けさせる、あるいは現地で調達するという方針の下、バギット将軍に率いられた第一陣五千は北国街道を南下していった。第二陣も、さほど間を置かずに進発する予定だ。




　　　　　８




　遠征軍を送り出したあともバロス三世は引き続き大平原に留まることになったので、アリアンレイはレグザムの街を「大平原及びクセルクス盆地解放戦司令本部」と称することにした。

　この戦争、実質的には侵略戦争以外の何ものでもないが、かといって「侵略戦争」という看かん板ばんを掲かかげるわけにはいかない。そこで図々しくも「解放戦司令本部」としたのである。

　バロス三世は掲げられた名称を見て、

「意外と図々しいな、アリアンレイも。むしろ厚こう顔がん無む恥ちじゃねえか？」

　と揶や揄ゆしたが、彼女は、

「この程度の厚顔無恥ぶりを素知らぬ顔で実行できるようにならなくては、三世王様の覇業を支えることなど不可能です」

　と応えて平然としていた。

　どんな名乗りを行うかはともかく、バロス三世が大平原に出張ってきた効果は、たしかにあった。

　ルーアル・ソシエダイとその同盟国の将兵にしてみれば、最高司令官のバロス三世が直ぐ近くにいるのだから、張り切らないわけがない。

　手柄を立てれば直ぐに王の耳に入るだろう。

　士気の上がる大平原調略軍は各地で戦果を上げた。

　ベティス大公国側の街を攻略し、あるいは自陣営に抱き込んだ。それができない場合でも中立の立場を取らせていった。

　ベティス大公国の駐留軍はマナティウスに押し込まれ、周辺諸都市がルーアル・ソシエダイ側に攻略されたり離反したりしていくのを黙って見ているしかなかった。

　バギット将軍がクセルクス盆地へ侵攻しようとする頃には、大平原の版はん図との七割以上をルーアル・ソシエダイ王国及びその同盟国が押さえることになった。

　大平原がルーアル・ソシエダイの支配下に入ってしまえば、高原諸都市を始めとする親ベティス、親鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの立場を取る各都市も身動きが取れなくなる。

　鋼鉄の白兎騎士団はますます窮地に追い込まれたわけで、こうなってしまうと、さすがの盆地の魔女も挽ばん回かいは難しいのではないか。

　それが世間一般の評価だった。

















　　　　　１




　パルヴィネ峠とうげへ通じるマルヴェル街かい道どうには多少の雪が残っているものの、工こう兵へいが除じよ雪せつしたり踏み固めたりしたおかげで、それほど歩き難にくくはない。

　その上、今日はこの時期にしては気温が高く、凍っていた雪もすっかり溶けていて、人を乗せた馬も荷物を引いた馬も、それほど難なん儀ぎすることなく歩いている。

　とはいえ道が細い上に溶けた雪で泥濘ぬかるみ状態で、進軍速度はあまり上がらなかった。




　シギルノジチ経きよう国こくのクセルクス盆ぼん地ち侵攻軍先せん遣けん隊たいである第三大隊五百を指し揮きするヴィネダは、マルヴェル街かい道どうを縦に長く延びた陣形で進む部隊の前寄りにいた。

　第三大隊は、四個中隊と大隊本部、それに伝令・物見部隊で構成されている。

　大きな黒毛の馬に跨またがったヴィネダの後ろに副官が葦あし毛げの馬に乗って続いており、その前後には大隊の中核を担う幕ばく僚りようたちが、やはり馬に乗って進んでいた。

　次第に高度が上がると、街かい道どう脇わきの山やま肌はだに積もった雪の白さが目立つようになる。

　空は薄曇りで、ところどころにある雲の切れ間から青空が覗のぞいている。

　風は意外と湿っていて、完全装備での行軍だと少し蒸し暑く感じるほどだ。

　シギルノジチの先陣として鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが支配するクセルクス盆地へ侵は入いるのだから、将兵の多くは緊張気味だった。けれど大隊長のヴィネダだけは、緊張感を微み塵じんも感じさせないまま悠ゆう然ぜんと馬に揺られている。

　ここは彼女にとって馴な染じみのある場所であり、何度も歩いた道なのだ。

　ヴィネダは淡々と馬を歩ませ、次第に鋼鉄の白兎騎士団の支し配はい領りよう域いきの東端であるパルヴィネ峠へと近づいていった。




　第三大隊がパルヴィネ峠に着いたのは六刻半時（午後の一時頃）だった。

　峠の周囲にはあまり広がりがなく、大隊の全員が峠に立つことは不可能で、いま峠にいるのは一個中隊百と大隊本部要員五十の、合わせて百五十名だけだった。

　縦陣での行軍、しかも狭くて急な登り道であるから、先行させた物見部隊を除のぞけば、残りの大半はまだ峠のかなり手前を歩いている最中である。




　パルヴィネ峠を過ぎれば道は下りになる。

　クセルクス盆地の標ひよう高こうはグレン・ダ側よりも高いので、盆地への下り道は登りのときほど急ではない。

　峠にある古くて摩ま耗もうした石の道みち標しるべには「この先、マイヨ・ルカの街。あなたの幸運をアルアラネ様に祈る」と刻きざまれていた。

　その道標の脇、雑ざつ草そうの生い茂しげった猫の額ひたいのような狭い空き地に、石造りの古びた家屋が建っている。

　峠の茶屋だ。

　ふだんなら、ここに詰めた白はく兎と騎士団の団員が、行き交う旅人や商人相手に茶を振る舞っているのだが、もちろん今は無人だった。

　右に左に屈くつ曲きよくしながら高度を稼かせいできたマルヴェル街道は、峠に近づくにつれて周囲から木々の姿が少なくなっていき、道の左右には荒れた山肌が続くようになる。

　街道からの見晴らしはあまりよくはない。

　ときおり重ちよう畳じようたる山々の連なりや深い渓けい谷こくが見えるだけだが、峠に至ってようやく盆地方面の視界が大きく開ける。

　西方眼下に広がっているのがクセルクス盆地で、盆地のほぼ中央にあるマイヨ・ルカの街も峠から遠えん望ぼうできた。

　空気中の湿気のためにマイヨ・ルカの街は少し霞かすんで見えるが、険けわしい道をここまで歩いてきた旅人や商人を元気づけるのに充分な光景だった。

　今日、峠にいるのは旅人や商人ではなくシギルノジチ経国の兵士だが、だとしても、野や営えい地ちからここまで歩き続けた彼らを奮ふるいたたせるに充分な光景だった。

　眼下に広がる盆地とその中心に位置するマイヨ・ルカの街こそが彼らの目標であり、故国の獲え物ものなのだから。

　青みがかった黒っぽい鎧よろいに身を包み、騎き乗じようのまま峠の茶屋の横手に進んだ遠征軍第三大隊長のヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュは、目の前に広がる光景を無言で見つめていた。

「大隊長」

　建物の中から声がかかった。

　優ゆう雅がな所しよ作さで下馬したヴィネダが隊長付きの兵に手た綱づなを渡し、被っていた兜かぶとを脱ぐと、兜の下からは陽に焼けた凜り々りしい彼女の顔が現れた。

「大隊長、こちらへどうぞ」

　建物の中から顔を出した部下の一人が手招きしているほうへ、ヴィネダはゆっくりと歩を進めていった。




　石造りの建物は窓が大きく取られていて、大きめの東あずま屋やといった風ふ情ぜいである。

　当然のことながら、窓には硝子グラウスなどという高価な物は嵌はまっておらず、ただ板戸が取りつけられているだけだが、その板戸も今は取り払われているので、室内は思いの外ほか明るかった。

　差し込む日射しに浮かび上がった室内には石の卓たくと石の長なが椅い子すが並べられていた。

　ヴィネダはそっと石の卓に手を触れ、指先で撫なでてみる。

　大事な何かを慈いつくしむような目で優しく卓を撫で回すヴィネダの脳のう裏りに、あの頃のことが浮かんでは消えた。

（懐なつかしいな。わたしもここで働いたものだ。そう、白兎騎士団しろうさぎに入ったばかりの頃、ここで働いた。冬の寒さには閉口したものだったが……うん？）

　ヴィネダは、床にうっすらと埃ほこりが積もっているのに気づいて眉を顰ひそめた。

（掃除が行き届いていないな。責任者には注意してやらねば……）

　そこでヴィネダは顰しかめっ面つらを崩し、苦笑を浮かべた。

（いかん、いかん。懐かしい光景を見ると、今でも自分があの頃のままでいるような、そんな錯さつ覚かくを起こしてしまいそうだ）

　ヴィネダは表情を引き締める。

　もしかすると、先ほどヴィネダの顔に浮かんだのは、苦笑ではなく自じ嘲ちようの笑みだったのかもしれない。




　この東屋は、峠を行き来する旅人や商人のために鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが用意した物で、峠の少し上にある白はく兎と騎士団の支城――当然、そこも今では無人になっているはず――から、毎朝、数名の団員がここに下りてきて、峠を通る人々に水や茶を振る舞うことになっていた。

　暑い夏に振る舞われる一杯の冷水や、寒さ厳しい冬に振る舞われる一杯の熱いお茶。それらは旅人や商人の喉のどだけでなく、心まで潤うるおした。

　通常は夜になれば茶屋は閉じてしまうのだが、夕刻に到着したため盆地まで下れなくなった旅人や商人がいれば、ここで寝泊まりすることも認めていた。そのときは団員も支城に戻らず、ここに詰めることになる。

　すべては、盆地を訪れる人々の安全を守るという白はく兎と騎士団の強い意志の発はつ露ろだった。

　白はく兎と騎士団員にとってはなかなか大変な勤つとめだが、みな、誇りを持って臨のぞんでいた。




（もちろん、わたしも、な）

　何かを懐かしむようにヴィネダが卓上を見つめていると。

「大隊長？」

　物見兵を連れて建物の中に入ってきた副官たちに怪け訝げんそうな顔で呼ばれた。

　ヴィネダはゆっくりと顔を戻し、卓から指先を離した。

　ヴィネダはそのまま長椅子に腰を下ろし、部下が用意した水を一杯、飲んだ。

「下の様子はどうか？」

　とヴィネダが隅に控えていた物見兵に訊く。

　彼女の前に進み出た若い物見兵は、恭うやうやしく敬礼して片かた膝ひざついた。

「今のところ、変わったことはありません。盆地への出口は先遣隊が押さえております。付近に敵てき影えいはありません」

「そうか。ご苦労。下がってよし」

　勢いよく立ちあがった兵は、もう一度敬礼すると、回れ右して建物から小走りに駆け出していった。

　ヴィネダは周りに控えていた副官たちを呼んだ。

　五人の幕僚が石の卓を挟んで反対側の長椅子に腰を下ろすと、彼女は強い意志の籠こもった目で五人を見渡した。

「ここから先、盆地まではそれほど急な下りではない。歩兵と一緒に歩くのは面倒だ、騎馬だけ先に駆け下りて、先行した物見部隊に合流しよう」

　副官たちが不安そうな顔になる。

「しかし……」

「案ずるな。道はよく知っている。目を瞑つむっていても歩けるくらいにな」

「いえ、そうではなく。もしも伏兵がいたりしたら」

　ヴィネダは、くすりと笑った。

「伏兵？　そんなものはいないよ」

「そうで、ありますか？」

「この先に伏兵を置いても意味はない。全軍の指揮官であるビスタマゥイ将軍を狙うというならまだ判るが、第一陣を狙ったところで、なんの意味もない。だいいち、置けるとしても、せいぜい二十、三十といった数だ。それでは何も成し得ない。そんな意味のないことを白兎騎士団しろうさぎはやらない」

　自信満々でヴィネダはそう断じた。

（もっとも、第一陣を率いているのがわたしだとレフレンシアが確信していれば話は別だが……。いや、それでもそんな成功率の低い奇き襲しゆうはやらないだろう。こちらの様子を探るという程度のちょっかいを出してくる可能性はあるがな）

「あなたがそう仰おつしやるのなら、そうなんでしょう」

　と副官が言うと、ヴィネダは、ふんと鼻を鳴らした。

「嫌みか？」

「いえ、そうではありません」

「まぁ、いい。とにかくわたしは行く。嫌なら、おまえたちは後からゆっくりと来るがいい。それとな、ビスタマゥイ将軍に伝令を送って『もっと行軍速度を上げるべきだ』と伝えさせろ」

「ですが、道にはまだ少し雪が残っておりますし、溶けた雪で泥濘ぬかるみ状態ですし……」

「そのために工兵隊がいるのではないか。それに、我々が歩いたおかげで、だいぶ踏み固められたはずだぞ」

　副官たちが顔を見合わせていると、ヴィネダはすっと立ちあがり、さっさと建物から出ていってしまった。

「あ、お待ちください、大隊長！」

　副官たちが慌ててヴィネダの後を追う。

　部下から馬の手綱を受けとったヴィネダは、左足を鐙あぶみにかけると、身軽な様子で馬に跨またがった。

　轡くつわの向きを変えたヴィネダは、改めて鋭い目つきで盆地の方角を見つめた。

　白兎騎士団しろうさぎが支配するクセルクス盆地を。

　懐かしい思い出が詰まっているクセルクス盆地を。

　ここに戻ってくるために、ヴィネダはどれほどの苦汁をなめたのか。

　ここに還かえってくるために、ヴィネダはどれほどの苦痛に耐えたのか。

　敬愛する女ひとの仇かたきを討つために、ヴィネダはどれほどの自重を重ねたのか。

　憎むべき女おんなへの恨みを晴らすため、ヴィネダはどれほどの隠いん忍にんを続けたのか。













　ヴィネダは目を大きく見開き、吐き捨てるように言った。

「わたしは還かえってきた。ようやくここまで還ってきた」

　ヴィネダの脳のう裏りにこれまでの日々が浮かんでは消えた。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎでの栄えい光こうに包まれた日々だけでなく、白兎騎士団しろうさぎを離れた後、シギルノジチ経国での恥ち辱じよくに塗まみれた日々も。

「レフレンシア、貴様にはマリエミュール様を殺した償つぐないをしてもらう。それがわたしの逆恨みだと言うならそれでいい。復ふく讐しゆうに意味がなかろうとかまわない。貴様だけは赦ゆるせない。貴様だけは赦ゆるさない」

　肩を怒らせ盆地のほうを睨みつけていたヴィネダは、やがてふっと全身から力を抜き、意外なほど穏やかな口調で呟いた。

「ガブリエラ・リビエラ・スンナ。貴様がマリエミュール様の後を継つぐに相応ふさわしい者かどうか、このわたし、ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュが自らの手で確かめてやろう。わたしを失望させるなよ、ガブリエラ」




　　　　　２




　セキティア高こう原げんに位置する都と市し国こつ家か、セビリィノ。

　そのセビリィノの現国王が弱じやつ冠かん十三歳の少年、カッシゥス・カッサーノ・セビリィズだった。

　セキティア高こう原げんにはセビリィノの他にアンテルノ、モン・スデル、サン・タデル、オイトキア、ラミスレスと全部で六つの都市国家があって、それらを合わせてセキティア高こう原げん都と市し、あるいは単に高原都市などと呼ばれている。

　高原都市の一国一国は取るに足らない規き模ぼでしかなかったから、各都市は同どう盟めいを組むことで、他国、他勢力と伍してきた。

　同盟の正式名称は「セビリ＝アンテ都市同盟」というのだが、これも単に「高原都市同盟」などと略りやくされることがあった。

　同盟の盟めい主しゆ格かくがセビリィノで、最近はセビリィノの国王が同盟を主導する立場を守ってきた。

　少し前に、盟主の座を狙ったアンテルノ国王がセビリィノ国王に反はん旗きを翻ひるがえすという大事件があったが、白兎騎士団しろうさぎの活躍によって無事に騒そう動どうが収拾されたのは、まだ記憶に新しいところだ。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに救われ、セビリィノの国王の座に即ついたカッシゥス王が慕したうのが白兎騎士団しろうさぎのジアン・ジャンで、カッシゥスがジアンを妾しよう妃ひに迎えたいと申し出て――当時、彼は十二歳だった――白はく兎と騎士団内に衝撃と驚きよう愕がくをもたらしたものだ。

　だが、国王といってもまだ十三歳の少年。自分一人ですべてを決められるわけもなく、国や同盟の重大事は重臣たちと協議した後に決済という運びとなるのが常だった。

　そして今、カッシゥスとセビリィノは、国と都市同盟の将来を左右しかねない重大な局面に、大きな分ぶん岐き点てんに立たされていた。




　ベティス大たい公こう国こくと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ対ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の戦争が始まっても、高原都市同盟は白兎騎士団しろうさぎ寄りの立場を取ってきた。カッシゥス王とセビリィノが白兎騎士団に大たい恩おんがある、というのがその大きな理由だった。

　とはいえルーアル・ソシエダイやシギルノジチに比べたら、吹けば飛ぶような存在でしかないセビリィノ以下の高原都市は、表だって軍事行動を取ることはできない。

　白兎騎士団しろうさぎが大平原で活動しているときには目立たないように兵ひよう糧ろうなどを提供していたが、すでに白兎騎士団は大平原から引き揚げてクセルクス盆地へ戻っている。

　現状、カッシゥスにできることはほとんどなかった。

　しかし、今こそ。

　ルーアル・ソシエダイ王国の盆地侵攻軍が北ほつ国こく街道を南下していく今このときこそ、自分にも何かできることがあるのではないか、というより何かしなくてはいけないのではないかという思いにカッシゥスは囚われている。

　けれど彼には何をすればいいのかわからない。

　それが若い王の苛いら立だちを誘った。

　同時に、この先、大好きなジアンが危ない目に遭うかもしれない――彼女は肉弾派だから最前線に立つ可能性が高い――と思うと、苛立ちと共に焦あせりに心を焼かれる。

　白兎騎士団しろうさぎはセビリィノにライラントの後任を送ってはいたが、彼女はあくまで連絡調整役、カッシゥスとグル・マイヨール要よう塞さい間の連絡をつけるだけだった。

　彼の想いを理解し、共有してくれそうな者はセビリィノ王宮にはいなかった。

　それがカッシゥスの孤独感を煽あおった。




　そんなとき、新たな駐在官が白はく兎と騎士団から送り込まれてきた。

　新任の駐在官は、特務分隊副隊長のエルトナだった。

　彼女はセビリィノとアンテルノ間で騒動が起きたとき、特とく選せん隊たいの一員として高原都市まで出で張ばってきた経験があるから、カッシゥス王も見知っていた。

　だからこそエルトナが駐在官に選ばれたのだろうが、それにしても特務分隊の副隊長である彼女をわざわざ送り込んできたというのは、白兎騎士団しろうさぎの並々ならぬ決意を示している。

　彼女を送り込んだのは本城に戻ったレフレンシア。

　戦争に勝利するための戦略を立てたガブリエラとレフレンシアは、高原都市に信頼のおける経験豊かな団員を送る必要があると判断した。

　そこで白しら羽はの矢が立ったのがエルトナだったのである。




　エルトナは赴ふ任にん以来、毎日、カッシゥス王と話し合いを重ねてきた。

　ガブリエラの戦略を実現するために、どうしてもカッシゥス王とセビリ＝アンテ都市同盟の協力が不可欠なのだ。

　まずは高原都市同盟の各都市に声をかけて兵を動員する。

　けれどそれは、ルーアル・ソシエダイ軍に対して軍事行動を起こすためではなかった。あくまでセキティア高原を守るためである。

　ルーアル・ソシエダイ軍が高原まで登ってきたら一戦も辞じさないという姿勢を見せておくために、動員した兵は湿しつ地ち帯たいへの下り口に近いオイトキアに集めておく。

　というのが、高原都市としての表の対応だ。

　そう、兵を動員する本当の狙いは高原を守ることではない。

　ルーアル・ソシエダイ側にしても兵力には限界がある。とてもではないが、セキティア高原にまで部隊を派遣してくるような余裕はないはず。

　それなのに、どうして兵を集めているのか。

　後々に兵を動かす必要があるのだが、そのときになって動員をかけても、兵を動かせるようになるまで時間がかかる。

　そして、これが肝かん心じんなことなのだが、「そのとき」に兵を集めれば、ルーアル・ソシエダイ側の注意を引いてしまう虞おそれがある。

　大平原の調ちよう略りやく担たん当とう官かんアリアンレイは有能で切れ者だ、もしかすると白兎騎士団しろうさぎや高原都市側の狙いを察知されかねない。

　ということで、ルーアル・ソシエダイの遠征軍が北国街道を南下していく今の時じ機きに兵を集め、高原の守りを固めると装って敵の目を欺き、真に兵を動かす必要が来るそのときに備えておこうという深しん謀ぼう遠えん慮りよである。

　もちろんそれは、ガブリエラやレフレンシアの意向だった

　エルトナを通じてその要よう請せいを受けたとき、カッシゥスは、ようやく自分にもやることができた、白兎騎士団しろうさぎのために働くことができると勇いさみ立ったものだ。




　それから数日間、カッシゥスはエルトナと打ち合わせを重ねつつ、執務官や軍の将軍などと細部を詰め、手て筈はずを調えた。

　そして二日前、「セキティア高原への侵入者を断固阻む」ため、正式に高原諸都市へ協力を求める使者を送ったところだった。

　すでに水面下で打だ診しんを済ませていたため、各都市の対応は素早かった。兵数こそ五百前後の少数ではあるが、さっそくセビリィノへ部隊を派遣してきた。

　各都市の派遣軍二千百にセビリィノの四百を加えて総勢二千五百。

　カッシゥスはこれをセビリィノのサザゥス将軍に預け、オイトキア近郊へと向かわせたのだった。

　高原都市でいちばん大きなセビリィノの兵数が四百しかいないのは、動員された兵のうちの半数近くが他の任務を帯びて別行動を取っているためである。

　その数、約三百。

　彼らはこのあとの隠おん密みつ作戦に備えて郊外で密かに訓練を積つんでいた。

　問題は、いつ動くのかということと、肝心のこの作戦において誰が部隊の指揮を執とるのかということだった。

　ルーアル・ソシエダイ王国軍とシギルノジチ経国軍の動向、その両軍に対する鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの対応。それらを正確に把握していないと、いざというときに動けないし、それ以前に、動く時機が摑めない。

　特務分隊副隊長という役職に就いているエルトナは、その権限を最大限に発はつ揮きして、近隣に配してあった「保ほ護ご色しよく」をセビリィノに招しよう集しゆうし、北ほつ国こく街道沿いに再配置して情報収集に務つとめていた。それも、エルトナを送り込んだガブリエラやレフレンシアの期待するところだった。

　今夜もエルトナは集まってきた情報を携たずさえてカッシゥス王の執しつ務む室しつを訪ね、彼に報告しているところだった。




「……というわけで、ルーアル・ソシエダイ王国の盆地侵攻軍は北国街道を南下中です。もう一日、二日で、ルゥノ＝ヴァルディア七なな都と市し同どう盟めい付近まで進出するでしょう」

　エルトナが一通りの報告を終えると、すかさずカッシゥスが身を乗り出してきた。

「ジアンさんはどうしていますか？」













（何回同じことを訊くのよ、この王様は）

　エルトナは内心で苦笑する。

　同時に、小国とはいえ、一国の国王にここまで想われているジアンが羨うらやましくもあり、妬ねたましくもある。

　この地域の女子が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ入団を目指すのは、自分の経歴に箔はくを付けたいというのがその大きな動機になっているが、もっと即そく物ぶつ的てきに、騎士団に入れば各国の王侯貴族と知り合う機会もある、どこかで見み初そめられて玉たまの輿こしに乗る好機だってあるかもしれないじゃないかと、そう考える者があとを絶たないためでもある。

　玉の輿を夢見る彼女たちからすれば、小国とはいえ、一国の王から妾妃に迎えたいと言わせた一回生のジアンなど、まさに夢と憧あこがれを体現した希け有うな存在だった。

　そんなわけで、ジアンは白兎騎士団しろうさぎの二回生、三回生辺りには大人気だった。

「どうやって王様を射止めたのか」ということを真剣に訊きに来る者までいるほどだ。

（あいつは天然さんだから狙って射止めたわけじゃないんだろうけど、こんな美少年王に見初められたなんて、やっぱり羨ましい話だよね）

　などと思いつつエルトナは、

「ジアンは元気でやっていますよ」

　とカッシゥスを安心させる。

「そうそう、このあいだ内示がありまして、ジアンが特務分隊の隊長見習いになるかもしれないという話でした」

（つまり、わたしの上司様になるわけだ。それはそれで面白いけど）

　自分の頭越しに、いきなり一回生に隊長になられてしまえば、エルトナも気分がいいわけではない。

　かといって、不ふ愉ゆ快かいというほどでもない。

　なんといってもジアンの戦闘能力は飛び抜けているし、エルトナもそれをよく知っている。

（もっとも、個人の戦闘力が高いのと部隊指揮官としての資質があるかどうかは別問題。その辺は、まぁお手並み拝見……だね）

　などというエルトナの心中には気づかず、カッシゥスは目を見開いて手を打ち、あからさまに喜んでいる。

「本当ですか。さすがにジアンさんですね、一回生の身で隊長に昇るなんて」

「まだ『見習い』だそうですけど」

「ジアンさんですから、見習いなんて直ぐに取れますよ」

（あ～～、はいはい、ご馳ち走そう様さまです）

　エルトナは内心でため息を吐ついた。

（この王様見てると、わたしも恋人とか、ほしくなってくるよ……っていやいや、今はそんなこと考えてる場合じゃないって）

　自分に突っ込んだエルトナは、真面目な顔をカッシゥスに向けた。

「かもしれませんね。ところでカッシゥス様」

　彼女の口調が変わったのに気づいて、カッシゥスも気を引き締める。

「なんでしょう、エルトナさん」

「肝心の部隊指揮官なんですけれど、誰に任せるおつもりですか？」

　セビリィノには全面的に信頼の置ける部隊指揮官は、残念ながら見当たらないというのがエルトナの正直な感想だった。

　ただ一人、頼りになりそうなのがサザゥス将軍なのだが、彼は陽よう動どう作戦のために部隊を率いてオイトキア近きん郊こうに出張っている。

　陽動が陽動であることを見破られないため、彼はそちらを率いるしかなかった。

　都市連合部隊をサザゥスが率いていなければ、それだけでアリアンレイの注意を引いてしまうだろう。

（正面からの戦闘ならともかく、隠密行動が必要だし、戦闘だって、不意打ち、奇襲の類たぐいになるからね）

　高原都市全体に範囲を広げても事情は同じで、エルトナとしては、現状、そこがいちばん気にかかるところだった。

　可能なら白兎騎士団しろうさぎから誰かを送り込みたいくらいだが、さすがに白兎騎士団の者が指揮を執るというのも無茶な話だ。いくらカッシゥス王が命じたとしても、兵士たちが素直に言うことを聞くかどうかは怪しい。

　今回の作戦では、素直に、機き敏びんに、一いつ糸し乱れず兵が動いてくれなければ困るのだ。

　機会はおそらく一度きり。それを逃せば勝利は得られない。だからこそ部隊指揮官の資質と能力が問われることになる。

　カッシゥスと作戦の細部を詰めているとき、いつもエルトナの頭を悩ますのが、その問題だった。

　しかし、今夜のカッシゥスは悩ましい問題に対する解決策を用意していた。

　彼は毅き然ぜんたる態度で、

「僕が指揮しようと思います」

　と応えてきた。

　エルトナは目を見開いてカッシゥスの顔を見つめる。

「本気なのですか？」

　と訊いてはみたが、彼の顔を見ただけで本気であることはわかる。

「もちろん本気です。ただ」

「ただ……と仰いますと？」

「僕は戦闘の経験がありません。ですから、僕を補ほ佐さしてくれる人を、白兎騎士団しろうさぎから出してもらえませんか」

（それは願ったり叶ったりの話だな）

　あまりに図々しくてエルトナ側からは言い出せなかった話を王自らが持ち出してくれたわけで、思わず零こぼれそうになる笑みを抑え、彼女は敢あえて難しい顔で頷いた。

「それは可能だと思いますが、誰を寄越すかというと悩ましいところで……」

「あの、補佐官は僕のほうから指名させていただきたいのですが」

「あ、ええ、それはかまいませんが、ただし、わたしの一存では決められませんので、お話を持ち帰って団長や副団長に諮はからないとなりませんけれど」

「それでかまいません」

「で、カッシゥス様は、誰を補佐官に希望されるのです？」

「……ジアンさんを」

「あ……あ～～」

（なるほど、そう来ましたか、この王様は）

「それって、ジアンと一緒にいたいからというカッシゥス様の私情……から来てはいませんよね？」

「えぇと、あの、それも少しは……あるんですけど」

（あるのかよ！）

「でも、今回の作戦にはジアンさんがいちばんの適任だと思ったからというのが最大の理由です」

　エルトナは真剣な眼まな差ざしでカッシゥスを見つめた。

「適任だという理由をお聞かせください」

「今回の作戦行動は隠密裡に進めなくてはなりませんよね。正々堂々の戦いではなく、奇襲、いっそ謀ぼう略りやく工作といっていい作戦です」

「たしかにジアン向きの作戦ではありますね」

「それともう一つ。ジアンさんは僕とセビリィノを救ってくださった、いわば恩人ですから、我が国内では人気が高いのです」

「あぁ、なるほど」

　エルトナもカッシゥスの言わんとすることが理解できた。

「ジアンが補佐官として王様の隣に立つのなら、兵たちも喜んでジアンの命めいに従う……ということですね？」

「はい、そのとおりです。能力があって強くて可愛らしくて人気もあって」

（いやいや、そこの「可愛らしい」という評価はどうだろう）

「そして僕とも、その、親したしいといいますか」

　カッシゥスは、えへへ、と笑って頭を掻いた。

（か、可愛いな、こんちくしょう）

「ですから、今回の作戦の指揮官補佐には適てき任にんだと思うのですが、どうでしょう？」

　エルトナは内心で驚き、感心していた。

　いまカッシゥスが言った方法なら、エルトナが懸念していた作戦の問題点があらかた解消される上、王様とジアンは一緒に作戦行動に当たれることになる。

（う～～ん、一石二鳥というか一石三鳥というか。それを誤ご魔ま化かさずに明かしてしまうところも、潔いさぎよいというか度胸があるというか。もしかしてこの王様、見た目以上の大物なのかも？）

　という思いは微塵も感じさせずに、エルトナは真剣な顔で頷いた。

「ですね。ええ、カッシゥス様の仰るとおりだと思います。わかりました。カッシゥス様の親しん征せいと補佐官にジアンを希望されていることを合わせて団長と副団長に報告します。というか、推すい薦せんします。わたしもそれがいちばんいい方法だと思いますし、たぶん裁可は下りるでしょう」

「ありがとうございます！」

　カッシゥスは嬉しそうな表情を隠さず、エルトナの顔を見据えて礼を言ってきた。

（なに、その真っ直ぐな目つきと嬉しそうな顔は。久しぶりにご主人に会えて喜んでる子犬みたいじゃないの。あぁもう、可愛いなぁ。ファンフェッダが『ジアン殺す』って言ってたのがわかる気がするわ。わたしもマジでジアンを殴りたくなった）

　どす黒い感情をなんとか抑え込んだエルトナは、カッシゥスに向かって微笑んだ。

「お気になさらずに。それが白兎騎士団しろうさぎのためでもあるのですから」

「本当にありがとうございます。このご恩は忘れません！」

（あ～～も～～。カッシゥス様の親征はいいんだけど、それでもし王様が怪我するようなことがあれば、わたし、ファンフェッダと組んでジアン殺すよ？　あいつが来たら、死んでも王様護まもれって、よ――く言い聞かせてやろう）




　こうして高原都市セビリィノはガブリエラの戦略の一端を担になって動き出した。

　その作戦においてジアンが重要な役目を果たすことになったのは、果たして偶然か、それとも必然だったのか。
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「ウェルネシア、戻りました！」

　ガブリエラとレフレンシアの二人に向かってウェルネシアが白はく兎と式敬礼を送った。




　レフレンシアは帰団の後、自分の執務机を団長室へ持ち込んでいた。

　ガブリエラの机の横に自分の机を並べたレフレンシアは、朝から晩までガブリエラと共に戦争遂行の準備に忙殺されている。

　すでにルーアル・ソシエダイの侵攻軍本隊はルゥノ＝ヴァルディア七都市同盟近郊まで達しており、先行部隊は盆地入り口付近にまで進出していた。

　ウェルネシアはそれを追い越してクセルクス盆地へと駆け込んできたのだった。

　七都市同盟付近の北国街道はルーアル・ソシエダイの兵で溢あふれ返っていたため、そこから先を、ウェルネシアは街道を離れて山中の迂う回かい路ろを使った。

　地元のことだ、抜け道、裏道はみな頭に入っている。

　迂回しつつ、ルーアル・ソシエダイ遠征軍の動向を観察したために少し時間を食ってしまったが、それでもウェルネシアはマナティウスを出てから四日でクセルクス盆地に入っていた。

「お疲れ様でした、ウェルネシア」

　立ち上がったガブリエラは、とびっきりの笑顔で両手を広げた。

　彼女の隣では、やはり立ち上がったレフレンシアが笑っていたが、ガブリエラの優しそうなそれとは違って、レフレンシアは目を輝かせ、舌なめずりをしつつ笑っている。なんというか、獲え物ものを見つけた飛竜もかくや、という笑顔だった。

　ウェルネシアは全身に悪お寒かんが走り、思わず身震いしてしまった。

「やぁ、ウェル、向こうでは世話になったね。おかげでわたしはこうして団に戻ることができたよ」

「あ……あの、べつにわたしはなんのお世話もしておりません。レフレンシア様が戻れたのは、フェーレン隊長の策とレフレンシア様ご自身の、なんと言いますか、ご活躍の賜たまものではありませんか」

　レフレンシアの隣でガブリエラが、ひくひくと引き攣つった笑みを漏らしている。

「たしかにフェーレンは上手いことやってくれたけどね。それにしても君はいいときに戻ってきてくれた。これはまさにアルアラネ様のお導きと言えるだろう」

　ウェルネシアが、はい？　と首を傾げる。

「何かありましたか？」

「何かあったというか、これから何か起こすというか、まぁそんな感じなんだけど」

　レフレンシアの視線が自分の全身を舐なめ回すのを感じ、ウェルネシアは不吉な予感に襲われ、もう一度、体を震わせた。













「その前に」

　と言って、レフレンシアは難しい顔になった。

「途中でルーアル・ソシエダイ軍の様子を見てきたんだね？」

「見てきました。彼らは七都市同盟の押さえに千五百から二千ほど充あてるつもりですね。街道沿いの警備や兵糧の運搬に千から千五百。残りの三千から三千五百で盆地へ侵攻してくる……と、そんな陣構えでした」

「なるほど。その辺は予想どおりだな。で、奴ら、いつ進発しそうだった？」

「そこまでは確認できていません。じっくりと観察するだけの時間的な余裕はなかったものですから。ただ、先行部隊は峠を越えて盆地側に進出しつつあります」

「そうか。ではこちらの物見に確実に捕ほ捉そくさせよう」

「ウェルネシア、大平原の情勢はどうなっています？」

　とガブリエラが訊いてきた。

　北国街道をルーアル・ソシエダイ軍に押さえられているために、現状、大平原の情報が届き難にくくなっているのだ。ベティス大公国経由では入ってくるが、どうしても時間がかかる。

「ルーアル・ソシエダイが押しに押しています。ベティス側は完全にマナティウス周辺に押し込められてしまっていますね。詳細は、あとで報告書を上げます」

　腕組みしたレフレンシアが小さく唸うなった。

「さすがにアリアンレイといったところだな。けれどそちらは我々には如何いかんともし難がたい。ベティスに踏ん張ってもらうしかないんだけど」

　とレフレンシアが言うと、ガブリエラも、そうですね、と頷いた。

「西方の反ベティス勢の動きもようやく鎮しずまってきたらしいですし、あと少しでベティス側の反転攻勢も始まるでしょう」

「その『あと少し』の時間、稼げそうなんですか？」

　とウェルネシアがもの問いたげな視線をレフレンシアとガブリエラに注そそぐ。

「そうだな。それまでは我々だけで保もち堪こたえなくてはならない。これはできるかできないかではなくて、しなくてはならないんだよ、ウェル」

「……そうですね」

「とはいえ、五百と少しではどう考えても手が足らない。ってことで傭よう兵へいを募つのることにはしたけれど」

「それ、戻ってくる途中で小耳に挟みました。いよいよ白兎騎士団しろうさぎも切せつ羽ぱ詰まってきたようだな、なんていう評判でしたけど」

「当たらずと雖いえども遠からずだね。いろいろと追い込まれているのは間違いない。なぁ、団長？」

「え？　ええ、あの、そうですね」

「でも、こんな危機に際して応募してくる人なんているんですか？　傭兵とはいっても女性に限るわけですし」

「だから一般公募は当てにしていない。身元を確認するだけで時間がかかるしね。白兎騎士団しろうさぎを退団した先輩方の伝つ手てが頼りさ。もちろん本人でもかまわないんだけど」

　とレフレンシアが言うと、ガブリエラがあとを引き取った。

「戦場で前線に立っていただこうとも思っていませんし。とりあえず協力してくださる元団員の方はそれなりにいると思います」

「傭兵の要よう請せいに、さっそく大物が兵を率いて応じてきたしな」

　とレフレンシアが言うので、ウェルネシアが弾はずんだ声を上げた。

「あ、そうなんですか。じゃあ、期待が持てますね」

　ところがガブリエラの反応は芳かんばしくなかった。

「え……ええ、そうですね。期待が持てると言いますか、心配の種が一つ増えたと言いますか」

「はい？　えっと、どういうことですか？」

　ウェルネシアが二人の顔を交互に見やっていると。

「ベティスへ戻っていたドゥイエンヌ嬢じようが、大公の援軍に自ら集めた傭兵団を合わせて駆けつけてくるんだよ」

「あ……あぁぁ、なるほど」

　自信満々で余よ裕ゆう綽しやく々しやくで唯我独尊で独りよがりなドゥイエンヌの顔と態度を思い出したウェルネシアは、ガブリエラが乗り気でないことに思わず納得してしまった。

「それは喜んでばかりもいられないですね」

「おいおい、二人とも、せっかくドゥイエンヌ嬢が私財を擲なげうって傭兵を雇ってくれたというのに、そんなこと言ったら彼女が頭から湯ゆ気げを立てて怒りだすぞ？」

　本当は私財を擲ったのではなく大公からの資金援助に頼っていたのだが、それはガブリエラやレフレンシアもまだ知らなかった。

「いえ、ありがたいです。ありがたくて涙が出そうです」

　と言うガブリエラが、本当に泣きそうな表情になっているのをウェルネシアは見逃さなかった。

（ドゥイエンヌさんのことが本気で苦手そうだったものね。もっとも、あの女ひとが得意だなんていう人は滅めつ多たにいそうにないけど……って、いえ、その話ではなくて）

　ウェルネシアは肝心の話を思い出して話を本筋に戻そうとする。

「あの、レフレンシア様、先ほどのお話ですけど、これから何かを起こすということと、わたしが戻ってきたことが何か関係あるのですか？」

「大おお蟻あり食くいの蟻あり塚づかだね」

「意味がわかりません」

「このあと、わたしは重大な任務を帯びて一仕事しなくてはいけないんだ。でもわたし一人で成功させるのは難しいので、手伝ってくれる団員がほしいのさ。で、その人選を進めているところだったんだけど、君が戻ってきたのなら、ここは一つ、何を措おいても君に手伝ってもらいたいと、そういう話なんだよ、ウェルネシア」

　レフレンシアが正面からウェルネシアの顔を覗き込むように見つめている。

　その真剣な表情にウェルネシアは思わず背筋を伸ばしていた。

「危険な任務なのですね？」

「ある意味、とても危険だと言えるね。もしかすると戦闘で前線に出るよりも。だからわたしは信頼のできる団員と共に事に当たりたいんだ。何人か選んではいるけど、あともう一人、二人、どうしてもほしいところだったんだよ」

　ウェルネシアが、ごくりと唾つばを呑のんだ。

「それがわたし……なんですか？」

「うん、そう。君に頼みたい。危険な任務になるし、本人のやる気が何より大切だから、命令はしたくない。どうだろう、わたしを手伝ってはくれないだろうか」

（レフレンシア様にそこまで頼られてしまったら、断れるわけないよね。たとえそれが危険な任務だとしても）

　ガブリエラが俯うつむき加減でこちらを見ようとしないのが少し気になるが、それも危険な任務をウェルネシアに頼むことを彼女が申し訳なく思っている表れなのだろう。

　ウェルネシアはぐっと右みぎ拳こぶしを握って上体を乗り出した。

「ぜひお手伝いさせてください」

「そうか、助かるよ、ありがとう」

　レフレンシアがにんまりと笑った……いや、にた～～りと、だったろうか。それこそ足を挫くじいて倒れた子羊を目の前にした獅し子しか虎のような、獰どう猛もうで狡こう猾かつな笑みだった。

（あっれえ？　あれれのれぇ？　わたし何か間違っちゃった？　早まっちゃった？）

　ウェルネシアは急いでレフレンシアの隣のガブリエラに視線を向けたが、彼女は顔を背そむけたままで、決してウェルネシアのほうを見ようとしなかった。

　ウェルネシアは悟った。完全にレフレンシアに嵌はめられ、騙だまされたことを。

「あぁぁぁあのぅ、レフレンシア様」

「何かな、ウェルネシア？」

「そそそその任務とは、いったいどどどどんな……」

　思い切り腰を引いた体勢のウェルネシアが震える声を上げると。

「いやいや、そんなに怯えなくても大丈夫だよ、ウェルネシア。わたしが率いる使節団に加わってもらうだけだから」

「い、意味が……わかりませ……ん」

　意味はわからないが、自分が抜き差しならない状況に追い込まれたことだけは、よくわかった。

　そして、もはやその状況からは抜け出せないということも。

　ウェルネシアは今にも泣きそうな表情でレフレンシアとガブリエラを交互に見やるのだった。
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　厚く垂たれこめた鉛なまり色の雲が空一面を覆おおっている。

　昨夜来の雨こそ上がっていたが、もう一度、降りだしそうなほど大気は湿っていた。

　微かすかに吹く風は生なま温ぬるく、重く湿った空気がねっとりと肌にまとわりついて息苦しさを感じるほどである。

　すでに陽が昇って二時間ほど経つが、辺りはまだ黄昏たそがれのような薄暗さに支配されたままだった。

　動くものの影一つない荒こう涼りようとしたクセルクス盆ぼん地ちは、嵐の前の静けさとでもいうべき重苦しい静せい寂じやくに包まれ、ひっそりと広がっている。

　盆地を取り囲む木々の少ない山々の赤茶けた山肌も、色を失ったように灰色にくすんでいた。

　そのとき。

　静寂に包まれ時が止まったような灰色の世界に、わずかな動きが起きた。

　盆地を見下ろす小高い丘の上に数頭の騎き馬ばの影が現れたのである。

　馬はすべて遠目にも鮮あざやかな白馬で、堂々とした体たい軀くをしているのが見てとれる。

　白馬の数は四頭。

　馬上に跨またがるのは「守しゆ護ご天てんアルアラネの加か護ごを戴いただく聖少女騎士団」、通称「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」の最高幹部たちであった。

　四頭の馬の左横腹には、戦闘用の突撃盾がくくりつけられている。

　盾の前面には「三さん面めんの白はく兎と」の絵が鮮やかに描かれていた。

　この特徴的な図ず柄がらが、彼女たちの所属する鋼鉄の白兎騎士団の紋章だ。

　彼女たちは、送り出した物見部隊の戻りを待ちうけるべく、グル・マイヨール要よう塞さいを出て盆地を見下ろす丘まで出で張ばってきたのだ。




　四頭の白馬に跨った四人の幹かん部ぶは、軽くてなおかつ対魔術防御に優れた白しろ銀がねの鎧よろいで全身を覆っていた。

　白銀の鎧も煌きらびやかで目を引くのだが、それ以上に目を引くのは彼女たちが頭に被っている兜かぶとである。

　兜には白銀製の長い耳が付いていた。

　真っ直ぐ立っていたり、折れ曲がっていたりという違いはあるが、どの兜からも白く輝く兎の耳が飛びだしていて、遠目に見れば背筋を伸ばした背の高い白しろ兎うさぎが馬に跨っているようにも見える。この特徴的な兜こそ、三面の白兎の紋もん章しようと共に「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」の名の由来となった物である。

　いま四人が被っている兜は頭部の一部だけを覆う軽装の物のため、彼女たちの美しい素顔を見ることができる。

　四人の顔色は一様に青ざめ、緊張に強ばっていた。

　無理もない、これから乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦に臨のぞもうというのだから。

　このとき東と北から、シギルノジチ経きよう国こくとルーアル・ソシエダイ王国の遠征軍が盆地に侵攻しようとしていた。

　クセルクス盆地南方の山さん岳がく地帯にある銀ぎん山ざんと、そこで見つかった希き少しよう金きん属ぞく、イリリジウム。それがルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国が狙うものである。

　兵力の単純比較では白はく兎と騎士団が圧倒的に不利。

　しかも、庇護者パトローネスであるベティス大公国は西方の争乱を鎮しずめるのに大忙しで、大兵力の援軍を送って寄越す余裕はない。

　音に聞こえた鋼鉄の白兎騎士団の幹部といえど緊張の色は隠せないが、しかし、彼女たちが臆しているとか、弱気になっているとか、そういうことはなかった。

　確かに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは若い乙女だけで構成される――中には「若い」と言えない古こ参さん団員もいるが、そこはおいておこう――騎士団だが、それ以上に勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いをすることでこの世界に武名を轟とどろかせているのだ。

　戦力で圧倒されていようと、彼女たちの心意気までが圧倒されることはない。




「また雨になるのかな」

　空を見上げていたアルゴラ・アスターシャ・アレスタが小さく呟つぶやいた。

　長い銀髪と怜れい悧りな顔つきが印象的だ。

「もう雨は降らないと思います～～」

　傍かたわらのレオノーラ・エレマル・サイクスがぼんやりとした表情で応こたえた。

　理由を訊きたそうな顔でアルゴラがレオノーラを見ると、手を宙ちゆうにかざして風を受けていた彼女がアルゴラに向き直った。

「風がそう言っていますもの～～。この西風が～～」

　レオノーラはアルゴラと対照的に茫ぼう洋ようとした捕らえどころのない表情だった。

　軽くウエーブのかかった金髪が綿わた菓が子しのようにも見える。

「そうか。自じ然ねん士しのレオノーラがそう言うのなら間違いあるまい。だが……雨が降ったほうが我々には有利だと思ったのだがなぁ。なあ、ガブリエラ団長」

　アルゴラが四人の中央にいる見事な白馬に跨った少女に視線を向けると、燦さん然ぜんと光り輝く白銀の鎧を身にまとったガブリエラが、ゆっくりと振り向いた。

　バスティア大陸全土に武名を轟かす鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長というには相応ふさわしくないあどけない顔に、邪じや気きのない笑みが浮かんでいる。

　彼女こそ白はく兎と騎士団史上二番目の若さ――創設直後の伝説の時代を除けば――で団長に就ついたばかりのガブリエラ・リビエラ・スンナだった。

「そうでもありません、アルゴラ様……アルゴラ隊長」

　団長に成り立て、おまけに「見習い」の称号も取れていないガブリエラは、ときどき先輩幹部を「様」付けで呼んでしまう。その度にマクトゥシュに怒られたりするのだが、ガブリエラの立場から言えば、なかなか割り切れるものではない。

（そもそもわたしが、他の幹部を様付けで呼んで怒られる程度の団長だからこそ、つい様付けで呼んでしまうのですけど）

　という思いは胸に秘め、ガブリエラがアルゴラを見つめると。

「なぜだ？　雨が降れば大軍の迅じん速そくな移動が妨さまたげられるし、視界が落ちる分、地の利がある我がほうに有利に働くではないか」

　アルゴラのその問いに応えず、ガブリエラは眼下に広がるクセルクス盆地のほうへと視線を戻す。

　それまで黙って皆のやり取りを聞いていたクシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノスが、ゆっくりと口を開いた。

　クシューシカは四人の中でいちばん大柄で、顔つきも凜り々りしく髪も短いため、どことなく中性的な雰囲気を醸かもしだしている。そんな彼女は「騎士団一の美び丈じよう夫ふ」などと呼ばれることもあり、若い団員に絶大な人気を誇ほこっている。

　醸しだす雰囲気に相応しく、彼女の声は重く低く響いた。

「わからないな、ガブリエラ。いや、ガブリエラ団長。まず戦場がこのクセルクス盆地の中だということからしてわからない。いや、違うか。戦わないのが我々の基本方針だというのに、この盆地が戦場になるというのがわからないと言うべきか」

　その言葉を受けて、レオノーラがぼそぼそと意見を述べた。

「そうですよ～～、ガブリエラ団長～～。味方はベティス大公国からの援軍を入れても千五百ちょっとしかいないのですし～～。それに比べて敵は輜し重ちよう兵へいを入れれば一万近くでぇ、戦闘兵力だけでも六千はいるでしょ～～？　正面から戦っても勝ち目がないから『戦わない』という方針を採とることになったのでは～～。戦って勝つのならぁ籠ろう城じようして長期戦に持ちこみベティスの援軍を待つか～～、そうでなければ敵が態勢を調えないうちに奇き襲しゆうするしかないと思うんですけど～～」

　というような意見は、作戦会議の席上でさんざん述べてきたことだから、レオノーラとしても今さら感がある。

　ガブリエラ団長とレフレンシア副団長が方針を決めてしまえば、他の幹部たちも異を唱える気はないが、未だに作戦の全ぜん容ようを説明されていないのが困りものだった。

　皆でガブリエラに迫ると、その度にレフレンシアが横槍を入れたり助け船を出したりして、いつの間にか話題が有う耶や無む耶やになってしまうのである。

「レオノーラの言うことに一理あると思うのだがな、団長」

　アルゴラがそう言うと、クシューシカも重々しく頷いた。

「団長が例によって、一理以上はある奇策を考えているのなら、そろそろ説明してもらえないかな」

　ガブリエラは小さく左右に首を振ると、ゆっくりと振り返った。

　ガブリエラの顔には相変わらず柔和な笑みが浮かんだままだった。

「それは、まだ……」

「敵を欺あざむくには、まず味方から……ですか」

　クシューシカが些いささか皮肉っぽく言うと、ガブリエラは大きく首を振った。

「いえ、そんなことではありません。ただ……」

「ただ……なんだ？」

　アルゴラがガブリエラの顔を覗のぞきこんだ。

「……そうですね。皆さんにはそろそろお話ししておいたほうがいいかもしれません」

「ああ、聞いておきたいな。千五百で六千に正面から戦いを挑んで勝つ方策をな」

　そう言うアルゴラに対してガブリエラは、いえいえ、と首を振った。

「正面から戦うわけではありません。会議の席でも言いましたけど、基本的に戦わないと思っていただきたいのです」

「しかし、大方針はともかく、こうして盆地に敵が侵入しつつあるというのに、ただの一戦も行わないというのか？　そんなことが可能だとは思えないのですが」

　とクシューシカがもっともな疑問を呈すると、レオノーラも小首を傾げながら訊いてきた。

「では～～、どうするんですかね～～？　降伏でもするのかな～～？」

「降伏はしませんが、講和はしようと思います」

「まあ!?」

「なにい？」

「どういうことだ!?」

　ガブリエラの思いがけない返事に、三人は思わず叫んでいた。

「考えてみてください。敵は六千以上いるといっても、二つの軍から成っているのです。ビスタマウィ将軍が率いるシギルノジチ経きよう国こく軍約三千と、バギット将軍が率いるルーアル・ソシエダイ王国軍約三千五百です。そして二つの軍を率いる将軍はとても仲が悪い」

「ははぁ、団長が何を言いたいのか、少しわかってきたぞ」

　クシューシカが思わず口くち許もとを歪めた。

「その二人の将軍の不仲を衝つこうというわけか。だが、それと講和をするのとどう関係するのだ？」

　クシューシカの問いに、ガブリエラはにっこりと微笑んで応えた。

「その一方とだけ講和のための交渉を行ったとしたら、もう一方はどう思うでしょう」

「ああ～～、なるほど～～」

　レオノーラが、ぺたんと手を打った。

「相手が抜け駆けして手柄を独り占めしようとしていると思うでしょうね～～、当然」

　ガブリエラは我が意を得たりと大きく頷いた。

「そうなれば、ビスタマウィ将軍とバギット将軍は互いに連れん携けいして部隊を動かすことができなくなるでしょう」

「なるほど、敵の軍を分断しておいて、まずは先に侵攻してくるシギルノジチ部隊から叩こうというわけか。だが、我々騎士団五百に援軍一千を加えたとしても千五百にしかならない。経国軍だけを相手にしても千五百対三千では苦戦は免まぬがれない。仮に経国軍に勝てたとしても、ルーアル・ソシエダイ軍の三千五百が無傷で残っているのだ。最初の戦闘で疲ひ弊へいした我々が勝てるはずがない」

　アルゴラが厳しい顔つきでそう断じると、ガブリエラはまたも首を振った。

「大公国からの援軍一千は動かしません。いざというときのために後方で待機していてもらいます。いえ」

　言い淀よどんだガブリエラは、続く言葉を心の中で呟いた。

（半数ほどは後方で活動していただく、と言ったほうが正しいでしょうか）

「なに？　すると、戦うのは我々五百だけだと!?　それも、奇襲もせずに正面からぶつかって？」

　クシューシカは力なく首を左右に振った。

「正気の沙さ汰たではないと思うのだが。それではたとえ敵の分断に成功しても、最は初なから勝負にならないだろう」

「いいえ、クシューシカ筆ひつ頭とう。先ほども言ったように、わたしたちは正面から戦わないのです。ですから戦闘の勝ち負けを心配する必要はありません」

「あ……ああ、そうだったな。だが、しかし、そうなると……どうなるんだ？」

　クシューシカは情けない顔で左右のアルゴラとレオノーラを見やったが、アルゴラは肩をすくめるだけだし、レオノーラは首を傾げるだけだった。

「先ほどアルゴラ隊長が言ったとおり、まず、ビスタマウィ将軍率いるシギルノジチ軍から叩こうと思います」

「しかし……」

　クシューシカが異議を挟もうとするのを遮さえぎって、ガブリエラは話を続ける。

「あぁいえ、そう言ってしまうのは語ご弊へいがあるかもしれません。こう言い換えたほうがいいでしょうか。わたしたちは自らの戦力を使わずにシギルノジチとルーアル・ソシエダイの侵攻軍の戦力を削るのだ、と」

　クシューシカは小さくため息を吐ついた。

「頭の悪いわたしたちにもわかるように、もう少しわかり易く丁寧に説明してくれないかな、団長」

「そんな冗談を、筆頭」

　くすりとガブリエラが笑った。

「しかし、団長が何を考えているのかわからない。というか、団長とレフレンシア様の真意がわからないと言うべきか。敵を分断しておいて経国軍を叩くのはいい。相手はルーアル・ソシエダイでも同じことだ。連携を断っておいて各個撃破する……というのは理に適かなっている。だが我々は戦わない。援軍も動かさない。それではシギルノジチ軍を、あるいはルーアル・ソシエダイ軍を叩く兵力はどこにあるのだ!?」

「もう一つ、部隊がいるのを忘れてはいませんか、クシューシカ筆頭？」

「なに？　もう一つ部隊がいる!?」

「という言い方も少し正確さを欠きますか。こう言い換えたほうがいいですね。シギルノジチを相手だと考えれば、わたしたち以外にもう一つ部隊がいますし、ルーアル・ソシエダイを相手だと考えれば、やはりもう一つ部隊がいます」

「いったい、どこにそんな部隊が……」

　そこまで言ってクシューシカは、はたと気がついた。

（いる。たしかに、もう一つ。しかし、それは……）

「団長、まさか、バギットの……ルーアル・ソシエダイの軍でシギルノジチ軍を叩こうと言うのか!?」

「はい、筆頭。言うのです」

　ガブリエラは、これ以上ないという極ごく上じようの笑顔で三人を見渡した。

「結果として、戦力が削られるのはルーアル・ソシエダイの部隊でもかまわないのです。つまり遠征軍が同士討ちをしてくれれば、敵の戦力は大いに減じるということですね。同時に、味方であったはずの友軍が、いつ襲ってくるかわからない敵になったわけですから、双方とも迂う闊かつに身動きできません。そこにつけ込んで、わたしたちは片方と講和のための交渉を進めるのです」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもないその考えに、三人は口をぽかんと開けて呆然とガブリエラを見つめかえすことしかできない。

「一つ懸け念ねんがあるとすれば、どちらか一方が大勝してしまうことなのですけど、戦力的にも指揮官の能力的にも互角の遠征軍ですから、ぶつかってくれれば双方ともある程度の損害を出してくれるでしょう。そうなれば、ずいぶん楽になると思いませんか？」

　とガブリエラが言うと、やっとのことでアルゴラが口を開いた。

「……いや、それは思うが、しかし。そんなことが可能だとは思えないぞ」

「そのための工作が、講和のための下交渉なのです」

「……それだけで敵が同士討ちを始めるほど甘いとは思えないな。仲が悪くても、彼ら二人は百ひやく戦せん錬れん磨まの将軍なのだ」

　アルゴラが疑わしそうな顔をするが、ガブリエラは平然とした顔で話を続けた。

「ええ、それは承知しています。ですから、他の手も打ちます。というか、すでに打ってあります。双方が戦わざるを得ない、そんな状況を作り出す手を」

　ガブリエラが力強く言いきると、三人は黙って顔を見合わせた。

　しばしの沈黙の後に、アルゴラが口を開いた。

「団長、よかったら我々にも、その決定打という奴を教えてくれないかな」

「そうですね。ここなら余人の目も耳もありませんからお話しできます」

　三人は、あ！　と思った。

　会議の席では言を左右にしてなかなか真意を明かさなかったガブリエラとレフレンシアだが、それはもしかすると、敵を欺あざむくにはまず味方からというよりも……。

「団長は秘書官の中にルーアル・ソシエダイやシギルノジチに通じる者がいると疑っているのか!?」

　とクシューシカが迫った。

「いいえ、そうは思っていません」

「だったら、なぜ……」

　クシューシカだけでなく、アルゴラやレオノーラも怪け訝げんそうな目を向けてくる。

「本人が意図しなくても漏れる虞おそれがあるからです。何かの拍子に聞いた作戦を秘書官が他の団員に漏らしてしまうことはあり得るでしょう。そして団の中には、外部に通じる者が一人や二人、いるかもしれません。今回の作戦は何より敵に知られないことが大事なのです。こちらの狙いを読ませないことが生命線なのです。ですから、副団長と二人だけで作戦を詰めました。皆さんにお話しするのが遅れてしまって申し訳ありません」

「いや……それはいいのだが。それより、教えてもらいたい。団長とレフレンシア様の考えた策の全ぜん貌ぼうを」

「はい、説明いたします」

　ガブリエラは少し楽しそうに、胸の裡うちにしまっておいた秘策を三人に打ち明けた。




「なんだとう!?」

　ガブリエラの作戦を聞いた三人は大きく仰け反った。

　ふだんは茫洋としていて、あるいは作り笑顔で、なかなか本心を表さないレオノーラであるが、今回ばかりはずいぶんと驚いたようで、仰け反った勢いが余って、そのまま馬から転げ落ちてしまった。

「な、なんという馬鹿なことを考えるのだ」

　とアルゴラが声を震わせた。

　彼女は彼女で、ここまで動揺を露あらわにすることも珍しい。

　馬から転げ落ちたレオノーラは、のろのろと立ち上がり、弱々しく呟いた。

「素敵な作戦ですね～～」

「だってわたしたちは『鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ』なのですもの。ね、クシューシカ筆頭」

（最後の最後に、もう一つ、とんでもない策があるのですが、それだけはまだ大幹部の方々にも打ち明けるわけにはいきません）

　という己の胸の裡うちを隠すように、馬上で固まっているクシューシカに向かって、ガブリエラは戯おどけた態度で片目を瞑つむってみせた。

「で……その講和の交渉、誰がやるのかな？」

「レフレンシア副団長が全権交渉役として赴きます」

「あ……あぁ、レフレンシア様がな。まぁあの女ひとならやれるというか、あの女ひと以外にはやれないというか」

　と頷いたクシューシカは、やがて顔を上げ、恐々と訊いてきた。

「随ずい員いんは？　もう決めているのだろうか？」

「副団長はアナ分隊長とヨーコ隊長を副官役で指名すると言っていました」

　クシューシカはそっと自分を指さした。

　自分は行かなくていいのか？　と訊いているのだろう。

「筆頭は、いざというときのために本城に残ってもらう必要があると、副団長はそうも言っていましたよ」

「そ、そうか」

　クシューシカが安あん堵どの息を漏らすと、それを見逃さず、アルゴラが絡からんできた。

「いやいや、どうだろう、それは。ここは筆頭こそ、随員としてレフレンシア様に付き従っていくべきではないかな？」

「い、いや、それは恐れ多いというか……。というより、アルゴラこそ付いていったらどうなのだ。おまえの大好きな斬り合いができるかもしれないぞ」

「可能性としては、万が一……という確率だから、一緒に行く魅力を感じないな。行けば必ず斬り合えるというのなら、覚悟を決めて付いていくけど」

（付いていっちゃうんだ!?）

　と驚くガブリエラだが。

　それはさておき。

「というのが、わたしたちが戦わないでこの戦争を勝ち抜く作戦の全貌です」

　クシューシカが、そうか、と一言返したが、三人はそれ以上の言葉を発しなかった。呆れているのか驚いているのか感心しているのかはわからない。おそらく、そのどれもなのだろう。

「レオノーラ隊長には、雪ゆき兎うさぎ作戦に次いで、また苦労をおかけしますが」

　とガブリエラが呼びかけると、立ち上がって鎧についた泥を叩はたいていたレオノーラがゆっくりと顔を向けてきた。

「毒を食らわば皿までって言いますしね～～。最後まで頑張りますよ～～」

「お願いします」

　レオノーラが、あ、と呟くように言って顔を巡らせた。

「戻ってきたようですよ、ジアンが～～。いま、大地が教えてくれました～～」

　その声に、ガブリエラ、クシューシカ、アルゴラの三人が、はっと振り向いた。

　三人は眼下の盆地に目を凝こらす。

　しばらくすると、こちらへ向かって猛もう烈れつな勢いで駆けてくる数頭の馬の姿が見えた。それらは白馬ではない。どこにでもいるような鹿毛や黒毛の馬だ。

「ジアンが……戻ったか」

　アルゴラが少しだけ緊張した声を漏らすと、クシューシカがゆっくりと頷いた。

「敵がクセルクス盆地に迫ってきたということだな」

「本国を出てから、もう一ひと月つき近くになるはずだが、ずいぶんと慎しん重ちようなんだな」

　アルゴラが皮肉っぽい笑みを浮かべてそう言うと、腕組みしたクシューシカが重々しい口調で応えた。

「慎重というか、パルヴィネ峠が雪に閉ざされていたから、シギルノジチは来たくても来られなかったわけだが。レオノーラの働きによってな」

　むふん、とレオノーラが胸を張った。

「とはいえ、シギルノジチを阻止しているあいだにルーアル・ソシエダイ遠征軍の準備が調ってしまったわけだが……それも団長と副団長の読みのうちだったわけだ。最初はシギルノジチを阻止せずに盆地へ入れて迎え撃てばいいのではと思っていたが、やはり団長と副団長は目の付け所がわたしなどとは違うな」

　クシューシカは目を細め、遙はるか彼方、北国街道が盆地へと抜ける辺りを見つめた。

　ここからだとマルヴェル街道方面までは見えない。

「敵の陣じん容ようはどうですかね～～」

　レオノーラが、誰に訊くともなしにそう言った。

　それを受けてガブリエラが、大丈夫です、と力強く頷く。

「ジアンなら、敵の様子を細大漏らさず探ってくれたでしょう」

「そうだな。ジアンなら間違いない」

　とクシューシカとアルゴラも頷いた。

　そしてジアンには、もう一つ、別の任務がある。大役を用意してある。

　彼女はこのあと、カッシゥス王と合流し、王が率いる三百を実質的に指揮してもらわなくてはならないのだ。

　盆地では戦わないつもりのガブリエラだが、そちらではどうしても戦闘になるだろう。それは小さな戦闘かもしれないが、その成否はこの戦争の勝敗に大きく影響するような重大な意味合いを持っているのだ。ジアンの役割は重い。

（でも、ジアンなら必ずやり遂げてくれるでしょう）

　ガブリエラはジアンのことを全面的に信頼している。




　ガブリエラは初めてジアンと出会ったときのことを思い出していた。

　あのときジアンは一人で柔じゆう軟なん体たい操そうをしていたのだ。

　一つ思いだすと、次々といろいろな思い出が蘇よみがえってくる。

（人間、死ぬ前には、今までの人生で経験したことが次々に脳裏を過よぎるといいますが……では、わたしはこれからの戦いで死ぬのでしょうか）

　ガブリエラは、ふと、そんな連想をしてしまったが。

（駄目です、駄目です、弱気の虫に取りつかれては。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長が弱気になってしまえば、勝てる戦にも勝てなくなります）

　ガブリエラは思わず知らず、守しゆ護ご天てんアルアラネの御み言こと葉ばを小声で唱え始めた。







　死は刹せつ那な

　生は夢む幻げん

　此この世は下げ天てん

　他たの世は化け天てん




　怖おじけることなかれ

　臆おくすることなかれ

　怯おびえることなかれ




　退ひくは易やすき

　進むは難かたき

　迷える道にあらばこそ

　止まれば即ち機を逸いつす




　挫くじけることなかれ

　下がることなかれ

　躊躇ためらうことなかれ




　讃たたえよ　その巧たくみ

　崇あがめよ　その勲いさお

　誇ほこれよ　その顔かんばせ




　我われこそはアルアラネ

　美びと武ぶと知ち勇ゆうを愛す者

　我こそはアルアラネ

　醜しゆうと懦だと懈け怠たいを憎む者

　汝なんじらを守護する女神なり




　いつの間にか、ガブリエラの小さな声に三人の声が被さっていた。

　美しき四人の武闘姫の唱和が辺りに響きわたる。







　死は刹那

　生は夢幻

　此の世は下天

　他の世は化天




　怖じけることなかれ

　臆することなかれ

　怯えることなかれ




　退くは易き

　進むは難き

　迷える道にあらばこそ

　止まれば即ち機を逸す




　挫けることなかれ

　下がることなかれ

　躊躇うことなかれ




　讃えよ　その巧

　崇めよ　その勲

　誇れよ　その顔




　我こそはアルアラネ

　美と武と知勇を愛す者

　我こそはアルアラネ

　醜と懦と懈怠を憎む者

　汝らを守護する女神なり







　御言葉を唱えおわるとガブリエラの心は勇気で満たされ、体には熱い血ち潮しおが滾みなぎった。不思議なことに、先ほどまでの不安が噓うそのように消えていた。

「いよいよ戦いが始まりますね。いえ、始まらないのですけれど」

　ガブリエラが静かに三人を見回した。

　どの顔からも不安や緊張が消え、覚悟を決めた者だけが持つ静せい謐ひつと穏やかさに満ちている。

「ただ、戦闘は始まりませんが戦争はもう始まっています」

「そうだな。始まっているな。クセルクス盆地の支配権と銀山、それにイリリジウムの採掘権を賭けた戦争が」

　クシューシカがそう応えると、ガブリエラは、にっこりと笑ってうなずいた。

「頑張って戦争を勝ち抜きましょう」




　後に「ガブリエラ戦役」と呼ばれ、バスティア大陸諸国で長く語り伝えられることになった戦争は、じつはこのとき、すでに中盤戦から終盤戦へと突入しようとしていた。白兎騎士団しろうさぎの側でそれを正確に理解しているのは、ガブリエラとレフレンシアくらいだろうか。

　では、ルーアル・ソシエダイやシギルノジチの側では？

　おそらくただの一人もいなかったはずだ。

　戦略眼、構想力、未来への展望。

　そのいずれを取っても、ガブリエラとレフレンシアのそれは並外れており、ひときわ異彩を放っていたのである。




「では、ジアンの報告を聞くためにマイヨ・ルカの街へ戻りましょう」

　ガブリエラはクシューシカ、アルゴラ、レオノーラと共にクセルクス盆地の中心部、マイヨ・ルカの街まで引き返していった。




　ガブリエラ戦役中の一戦闘ではあったが、戦争の行方を決定的に左右したと言われるクセルクス盆地を巡る戦いが、あと少しで始まろうとしていた。




　　　　　２




　マイヨ・ルカの街は、クセルクス盆地にある唯一の街である。

　この世界の街は基本的に城じよう郭かく都市で、同時に城郭都市が一つの国家であることが多いのだが、マイヨ・ルカの街は数少ない例外だ。盆地を実効支配するのが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎなので、マイヨ・ルカの街は「鋼鉄の白兎騎士団の街」として認識されている。

　北ほつ国こく街道とベティウス街道、マルヴェル街道の結けつ節せつ点てんに位置するマイヨ・ルカの街は、古くから交通の要よう衝しようとして栄えていた。

　かつては独立都市であったこの街も、白兎騎士団がこの盆地に根を下ろすと、やがて騎士団の庇ひ護ご下かに入り、今に至っている。

　交易都市として繁はん栄えいしているマイヨ・ルカの街は、盆地周辺の銀山と共に、騎士団の財政を助ける貴重な存在だった。

　街の規模は、南北おおよそ一リーガ、東西がおよそ半リーガといったところだろうか。周囲を背の高い石造りの城壁に囲まれ、城壁の四隅には望ぼう楼ろうが聳そびえ建っていた。

　城壁上部は幅が広く、人が二人並んで歩けるほどの通路になっていて、通路の左右は石造りの厚い防護壁で囲まれていた。

　防護壁の外側は三分の二ヤルドほどの高さで凹おう凸とつのある形状なのに比べ、内側は半ヤルドほどしかなく、同じ高さで続いている。

　外側の防護壁のほうが高いのは、通路を歩く守備兵を外敵の攻撃――主に弓だが――から守るためであり、凹凸があるのは、守備側が弓で敵を攻撃するためである。

　城壁には魔術攻撃に備えて、対魔術防御呪文を乗せた呪じゆ符ふが埋めこまれている。

　それらは騎士団員の中にいる高位の魔術士が作成した呪符だ。

　通常、街には警備のために白兎騎士団しろうさぎの団員が三十、四十名ほど詰めているだけだが、いざというときはベティス大公国の援軍と共に、ここに数百名の騎士団員が籠こもることになっていた。

　そして今こそが、いざというときのはずだった。ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の大軍が盆地に迫っている今こそが。

　ところが。

　昨年の内紛のせいで白兎騎士団は団員を大きく減らしている上、頼りのベティス大公国は西方の争乱を鎮めるのに忙しく、増援軍を送って寄越すだけの余裕がない。

　白兎騎士団しろうさぎは現有勢力――五百と少し――だけでこの盆地を六千余の侵攻軍から護まもり切らなくてはならないという窮きゆう地ちに追い込まれていた……のだが、例によって例の如ごとく、ガブリエラ団長とレフレンシア副団長が何かとんでもない策を捻り出しているらしいという噂が団内に流れ、結果、団内には、幹部から平団員に至るまで「じゃあ、なんとかなるね」という空気が流れていた。

　おかげで未み曾ぞ有うの危機に見舞われているにも拘かかわらず、白兎騎士団しろうさぎの団員にそれほどの悲ひ壮そう感かんはない。




　マイヨ・ルカの街の中央広場に面して、守護天アルアラネを祀まつってある壮そう麗れい、壮大なアルアラネ大聖堂が建っていた。

　大聖堂は大おお鳥とりが翼を広げた形状で、円形の広場を抱きかかえるように建てられている。

　胴体部手前に聳そびえる天を衝つく尖せん塔とうが大鳥の首に当たるだろうか。

　見ようによっては長い首を持ちあげた大鳥が天に向かって甲高く鳴いているようだ。

　翼部分は側壁がなく、大だい理り石せきの太い円柱が、やはり大理石でできた天井を支えていた。

　胴体部中央には守護天アルアラネの彫像を祀った大ホールがある。

　いつもならアルアラネの加護に感謝を捧げる街の人々や遠えん来らいの商人たちで賑にぎわうこの場所も、ここ数日は閑散としていた。

　それもそのはず、今はここに白兎騎士団しろうさぎの臨時野戦本営が置かれているのだ。

　決戦を前にして異動や昇任、編成替えなどが行われたため、大聖堂のホールに集まった幹部の顔ぶれは以下のとおりだった。




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長、ガブリエラ（見習い）。

　鋼鉄の白兎騎士団副団長、レフレンシア。

　一番隊隊長、アルゴラ。

　二番隊隊長、ヨーコ。

　三番隊隊長、クシューシカ。

　四番隊隊長、セリノス（見習い）。

　五番隊隊長、ビアンティティセス（代理）。




　他の番隊長が実績と経験を積んだ幹部であるのに比して、セリノスだけは昨年入団した一回生なのが異色だ。

　もっとも、ガブリエラ団長からしてセリノスと同期の一回生なのだから、セリノスの番隊長就任を問題にする声はほとんど出なかった。




　このほかに独立分隊の分隊長が四人いた。

　特務分隊を率いるジアン（見習い）。

　救急分隊を率いるアナ。

　庶務分隊を率いるマクトゥシュ。

　警羅隊を率いるレオノーラ。




　マクトゥシュとアナの両名は、副団長レフレンシアと共に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを支えてきた大幹部だが、ジアンはガブリエラやセリノスと同期の一回生である。

　ここに顔を出していない幹部はフェーレンだけだ（アイヴィウスはすでに退団）。

　もっとも彼女は今、ルーアル・ソシエダイの王宮に女給として潜り込んでいるので、出席したくてもできない。

　だからこそ四番隊の隊長にセリノスが就ついたとも言える。

　室内の会議なので兎うさ耳みみ兜かぶとこそ脱いでいるが、全員が煌きらびやかな白銀の軽装鎧を着用していた。

　鎧の下に着ている服は人によって色合いや意い匠しようが違っているが、色や濃のう淡たんの違いこそあれど、たいていの場合が光沢のある絹製の長なが裳もである。一人、ヨーコだけが例外で、彼女は黒くて襞ひだのある「ハカマ」を穿はいていた。

　大聖堂の大ホールで行われている作戦会議には、これら騎士団幹部以外にも、騎士団の庇ひ護ご者しやであるベティス大公国から来た援軍の指揮官と副官が参加する予定だったが、まだこの場に顔を出していなかった。




「さて、と」

　四つの長机を正方形に並べた会議の席で、まずレフレンシアが立ちあがった。

「先ほど特選隊の隊員が、ルーアル・ソシエダイの先遣隊を確認した。連中、北国街道付近にある我々の砦とりでを気にしているようで、盛さかんに偵察を行っているらしい」

　そこまで言ったレフレンシアは、皮肉っぽく口許を歪めた。

「まったくもって、ご苦労なことだ」

　彼女が口にした「特選隊」とは、特別に選抜された特別小隊という意味で、新雛ひよこ小隊の隊員を中心に構成されている。

　ジアンを除けば山岳部での偵察活動などはハイミオが最適任と言えるから、理に適かなった人選だ。

　レフレンシアの皮肉に、レオノーラがクスクスと笑って応える。

「こちらには砦全部に配置するほど兵力に余裕はないんですのにね～～」

「そうなんだけどね。ルーアル・ソシエダイは、今まで我々にかなり痛い目に遭わされてきたから慎重になっているんだろ。とはいえ、空っぽなのは直すぐにわかる。ほどなく後続の主力が盆地に下りてくるな。シギルノジチのほうは雪による足止めが利いていたけど、それももう限界だ。そちらは先遣部隊がグレン・ダを進発しているから、今にも盆地へ下りてくるだろう」

　レフレンシアが場を見渡した。

　レオノーラを除のぞけば、どの顔にも多少の緊張感が漂っているのは隠しようもない。

「ここまでは割と慎重な行軍をしてきた両国だが、向こうにもそれほど時間的な余裕があるわけではない。シギルノジチのほうはそうでもないが、ルーアル・ソシエダイ側は兵糧の運び込みが大変だし、時間をかければベティス軍の反攻が現実味を帯びてくる。シギルノジチはルーアル・ソシエダイほど切羽詰まっていないけど、そもそもあそこは大軍を展開して野戦で決着をつけるという経験があまりない国だから、遠征軍が長期に亘わたって活動するのをいつまで支えられるかは出たとこ勝負だ。それに奴らだって東方に火種を抱えている。できるだけ早めに決着をつけたいと思っているのは間違いない」

　相変わらず的確なレフレンシアの敵状分析である。

　戦う前から敵は丸裸にされているようなものだとクシューシカなどは思ってしまう。

　相手を丸裸にするのはレフレンシアにとって得意中の得意、むしろ十お八は番こであるが、それは敵に限らず、可愛い女子ならなおさらだから始末に負えない。

　もっとも、今回、ルーアル・ソシエダイに囚われたレフレンシアが解放されたのは、彼女のそんな手癖の悪さも貢こう献けん（？）したようだから、人間、どこで何が幸いするかはわからないものである。

　それなのに、とクシューシカは不満に思ってしまう。

（可愛い女子と見れば、敵味方問わず脱がしにかかるレフレンシア様が、未だに自分を脱がしに来ないのはどういう……って、そういうことを考えてる場合じゃないから！）

　クシューシカは慌てて頭を振って、自分の脳裏に湧き出た危ない思考を振り払った。

「何か問題があるのかい、クシューシカ？」

「あ？　ああぁ、いえ、何もありません。お気になさらずお話を続けてください」

　レフレンシアは不思議そうな顔で小首を傾げたが。

「なら、いいんだけど。では、他に何かある人、いるかな？」

　アナが遠慮がちに手を挙げた。

「この街を攻めてくると思いますか？」

　レフレンシアは隣に座っているガブリエラを見た。

「どうかな、団長？」

「え？」

　いきなり話を振られてガブリエラが驚いているが、レフレンシアはいつものニヤニヤ笑いを浮かべてガブリエラに言った。

「団長の考えをお聞かせいただきたい」

　ガブリエラは軽くレフレンシアを睨んだあと、小さくため息を吐ついて、諦め顔で立ち上がった。

　これまでもレフレンシアにはずっと試され続けてきた。団長になった今でも、それは変わらないのだ。

「あの……攻めないのではありませんか？」

「どうしてそう思うのです？」

　とアナが訊く。

「副団長が仰ったように、相手にはあまり時間的な余裕がありません。であれば、我々の本ほん城じようを陥とすことに全力を投じるのではないかと。それに、街を攻撃して商人の往おう来らいを妨ぼう害がいすれば悪評が立ちますし、万が一、住民に危害を加えるような事態になれば大変です。ですから街を攻撃することはないかと。とはいえ、街の中には白兎騎士団しろうさぎが籠こもっているかもしれないのですから、ある程度の人数を押さえに配することはするでしょうけれど」

（もっとも、街中には籠りませんけど）

　そう、ガブリエラの戦略構想では、この街を護ることを最は初なから放ほう棄きしていた。

　ガブリエラが腰を下ろすと、レフレンシアがあとを引き継いだ。

「そうだね。連中の言い分は『白はく兎と騎士団に虐しいたげられているマイヨ・ルカの街の人々を塗と炭たんの苦しみから解放する』ってことだから、街を攻撃しちゃ不味いだろう」

　出席者の多くが失笑を漏らした。

「連中の本当の狙いが、我々の銀山と、近くで見つかった希少金属イリリジウムにあるとしても、そんな本音は言えないからね」

　本音を言ってしまえば、これが侵略戦争だと公言するに等しい。

　それでは大義名分が立たなくなる。

　侵略戦争となれば諸国も黙って見ているわけにはいかず、戦争に介入されるかもしれない。

　そこまでいかずとも、白はく兎ととベティスへの援助が大っぴらに行われるだろうし、行軍経路の国々に抵抗されるかもしれない。

　それを避けるためにも、両国首脳は「解放戦争」を唱えなくてはならなかった。

　遠征軍は侵略軍ではなく「解放軍」でなければならなかった。

　それを素直に信じる者も国もいないが、侵略戦争ではないと言い張れば、少なくとも他国からの介入は避けられる。同時に、白兎騎士団に味方をする勢力を「マイヨ・ルカの街を苦しめる圧制者ども」と喧けん伝でんすることもできる。

「まぁ、自分たちの戦術的自由度を著しく落とす愚ぐ行こうだけどね。向こうにすれば、背に腹は替えられないといったところか。おかげで街を攻められる心配はしなくてもいいだろうということだよ」

　両手を広げて肩をすくめたレフレンシアが一同を見渡した。

「しかし、背に腹は替えられない事態に陥っているのは我々も同様です」

　とクシューシカが低い声で指摘すると、レフレンシアはあっさり頷いた。

「そうだね。とにかく人手が足りない。五百と少ししかいない団員をやりくりするのが大変だ。傭兵も募集しているけど、それでも兵数は足りない。ぜんぜん足りない。今回だけは庶務分隊にまで剣を取ってもらうことになりそうだ」

　マクトゥシュが小さく頷いた。

　通常、補給、配給や書類仕事を専門にする庶務分隊は戦闘に加わらないが、お兎うさぎ様さまの乱で大きく団員の数を減らしている白兎騎士団しろうさぎにとって、今はなりふり構っている場合ではなかった。

「とにかく配置する人員が絶対的に足りないから、北東と東の砦はすでに無人になっている。そんなところをおっかなびっくり偵てい察さつして時間を消費してくれているのだから、まぁよしとしよう」

　とレフレンシアが言うと、マクトゥシュがそっと右手を挙げた。

「マクトゥシュ」

「空にした砦は相手に占せん領りようされてしまいますけど、いいんですね？」

「敵が砦の占領と維い持じに兵力を使ってくれるなら、こちらとしては大歓迎だよ。むしろ、それを期待して空にした意味もあるね。敵の実戦部隊の兵力がそれだけ減るんだから。それに、兵糧や武器、防具はすでに運びだしているから、敵に使われることもない」

「それはそうですけど。でも、街道が完全に連中の支配下に置かれてしまうわ」

「それはしかたがないな。仮に砦を占せん拠きよされなくても、本隊が盆地に居座っていれば、街道は奴らの物も同然だ。商人の往来が妨げられるのは確かに痛いけど、贅ぜい沢たくは言っていられないさ。これは戦争なんだから。で、肝かん心じんの物資や兵糧の補給だけど、こちらは大丈夫なんだよね、マクトゥシュ？」

「ええ、ベティウス街道が確保できていれば、戦時物資の補給は問題ありません。今も大公国からの援軍が物資を運び入れてくれています」

　とマクトゥシュが応えると、レフレンシアは、ああ！　と手を打った。

「それをすっかり忘れていた。援軍の指揮官殿は、今、どこに？」

「おそらく今ごろは、運び入れた食糧や物資と共にグル・マイヨールの本城に入ったと思いますけど」

「そうか。我々が揃そろって城からいなくなっているのを知ったら……怒るかな」

　レフレンシアが一同を見渡すと、誰もがそっと視線を逸らせた。

「どうだろう、団長？」

　ガブリエラも目を逸らせたかったが、団長としての義務感がそれを思い留まらせた。

「それはもう、かんかんに怒る……というより、一直線に大聖堂ここまで駆けこんでくるのではないでしょうか」

「いやいや、それよりも、団長」

　とジアンが言った。

　何かを怖れているような口振りだ。

　大胆不敵な索さく敵てきを常とするジアンとも思えない態度だった。

「なんでしょう、ジアン？」

「後方支援とか迂う回かい作戦とか戦術的撤てつ退たいとかの話をしたとき、援軍の指揮官殿がどんな反応を見せるか、そっちのほうが恐いんだけど」

「え、ええ……そうなんですけど、でも」

　応えるガブリエラも、どことなく腰が引けている。

「自分たちだけでも正面から敵を引き受けるとか言い出さないかな」

「そ、それだけは、なんとしても阻止しなくてはなりません」

「どうするつもり？　今じゃ白はく兎との団員じゃないから、命令はできないでしょ？」

「えぇと……上手く騙だまして上手く誤ご魔ま化かします」

　さすがにその黒さではアグァローネ地方でも一、二を争うと言われるガブリエラだと、その場にいる誰もが思った。

　一、二を争うもう一人が副団長のレフレンシアではないかという可能性を考慮すると、栄光と伝統の白兎騎士団しろうさぎの今の姿は、はたして先輩方からどんな目で見られているのだろうかと少し恐くなったりもするのだが、今さらそんなことを言っても始まらないので、誰も何も言いはしない。

「騙して誤魔化して誑たぶらかすのは団長に任せるとしよう。他に適任者はいないし」

　とレフレンシアが言うと、居並ぶ幹部たちから大きな拍手が上がった。

　中でも、とりわけ熱心に拍手しているのはジアンだった。

「嫌なことを全部わたしに押しつけるなんて、皆さん酷いです」

　ガブリエラが身み悶もだえするその横で、レフレンシアがにんまりと笑う。

「まぁまぁ、団長。それが団長の務めというものだよ」

（ああぁ、やっぱり団長なんか引き受けるんじゃありませんでした。レフレンシア様に上手く乗せられてしまいました。というか……わたしこそ、レフレンシア様に騙されてしまいました）

　つくづく後悔し、反省するガブリエラである。

　ガブリエラは、は～～っと長いため息を吐ついた。

「仕方がありません。会議が終わったあとに、援軍の指揮官と会って話をしてきます」

　そう言ったガブリエラは、何かにすがるような目をレフレンシアに向けた。

「わかってるよ、団長。同席するとも」

　ガブリエラは大きく安あん堵どの息を吐はいた。




　その後、出席者たちが質疑応答と戦術の最終確認をしていると、ホールの外で大きな声が上がったのが聞こえてきた。

　レフレンシアが、にやりと口の端を吊り上げる。

「ほぉら、おいでなすったぞ」

　レフレンシアは愉ゆ快かいそうな顔をガブリエラに向けてきた。

「彼女の応対は団長に任せたから」

　レフレンシアに駄目押しをされ、ガブリエラは救いを求めるように周りを見回すが、誰も彼女と視線を合わせようとしない。

　というより、ジアンやセリノスなどはあからさまに視線を逸らせている。

「ほら、早くお開けなさい！」

　外の叫び声が、ホールに通じる厚い金属製の扉を通じて中にまで響いてくる。

　続いて扉が乱暴に押し開けられると、そこには燃えるような赤毛の背の高い女が仁王立ちになっていた。

　ただし、居並んだ幹部の中で彼女を見ているのはガブリエラとレフレンシアだけで、みな俯いたり天を仰いだりと、あまり女を歓迎していない様子が見て取れる。

　ガブリエラとレフレンシアにしても歓迎しているとは言い難がたい表情で、援軍の指揮官を迎えるにしてはずいぶんな態度である。

　現れた当人もそれを感じ取ったのか、居並ぶ白兎騎士団しろうさぎの幹部連を険しい目つきで睨みつけた。

「ちょっと、せっかくわたくしが兵糧を運び入れて差し上げたのに、出迎えもないとはどういうことですの!?」

　腰まで垂らした燃えるような赤毛に自信満々の顔つき。

　赤を基調にした派手な衣装。

　白兎騎士団しろうさぎの鎧にも負けない派手で煌びやかな赤あか銀がねの鎧を着込んでいる彼女。

「ほら、ガブリエラ団長」

　と囁ささやいて、レフレンシアが机の下でひらひらと右手を動かした。

　副団長に催さい促そくされ、ガブリエラはしかたなく立ち上がる。

　女は険しい目つきのままガブリエラを正面から見据えて言った。

「ずいぶんな歓迎ではなくて、ガブリエラ」

　とても栄えある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長に対する態度ではない。

　むしろ、団長のガブリエラのほうがへりくだっているようにすら見える。

「いえ、あの、ご到着はもっとあとになるかと思っていましたもので。ささ、こちらへどうぞ」

　ガブリエラが自分の左隣の席を指し示した。

　ふんと一つ鼻を鳴らし、大股で歩み寄ってきた女は、ガブリエラの横で立ち止まり、彼女の顔を覗きこむように言った。

「久しぶりだわね、ガブリエラ」

　それほど久しぶりでも……と思いつつ、ガブリエラは丁寧に頭を下げる。

「お疲れ様です」

　相手は胸を反らせ、自信満々な態度を崩さずに応えた。

「べつに疲れてなどいないわ。それよりも。わたくしが来たからには大船に乗ったつもりでいるがいいわね、ガブリエラ。たかだか六千や七千のルーアル・ソシエダイとシギルノジチの連合軍など、物の数ではなくってよ」

　たかだか一千の援軍の指揮官にしては随ずい分ぶんと威い勢せいがいいが、彼女は昔からこうだったのだから驚くには当たらない。

　何しろ入団試験のときでさえ、たった六人で九十人もの人数を相手に大立ち回りしたくらいだ。

　顔を上げたガブリエラは、どうしたら、この女ひとに戦略と戦術を納得させられるだろうかと考えながら、にっこりと笑いかけた。

「はい、頼りにしていますから、ドゥイエンヌさん」

「大いに頼りにするといいわね」

　胸を張ったまま頷くドゥイエンヌに、レフレンシアが声をかけた。

「ドゥイエンヌさん」

　今ではドゥイエンヌは団員ではないので、レフレンシアも「さん」付けだ。

「はい、なんでしょう、レフレンシア様」

　一方、ドゥイエンヌは「様」付けだ。

　いくら彼女がベティス大公国の大貴族マクシミリエヌス家の者だといっても、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長と同格とはいかない。

　では、なぜ団長のガブリエラを呼び捨てなのかというと……たぶん、ドゥイエンヌの中では今でもガブリエラとは同期生のままなのだ。

　それはガブリエラにとって、少し嬉しいことではあった。

「我々はちょうど今、戦術の最終確認のための会議を行っているところです。貴女には後ほど団長から詳しい説明がありますから、今は不明点などあっても聞き流しておいていただけますか」

「ええ、わかりましたわ、レフレンシア様。あとでガブリエラから、詳しく、徹底的に、余すところなく、一点の疑問も残さないように、とことん説明を受けますわね」

「だそうだよ、団長。よろしく頼んだからね」

　うんざりだという気持ちが面おもてに出ないよう、ガブリエラは必死で表情を引き締めた。

「は、い、頑張り、ます」




　その後、幾いくつかの質疑応答と最終的な確認が行われ、会議は終わった。

　会議の最後を締めくくるべく、レフレンシアが立ち上がる。

　彼女は出席者の顔を見渡して、凜りんとした声を張り上げた。

「さぁみんな、ここからが本番だ。これからが正念場だ。クセルクス盆地を護るため、我々の栄光と伝統を護るため、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦争を終わらせよう。戦争は疾とうに始まっているんだ。あとはどう終わらせるかの問題だ。勝って終わって、もう一度ここにいる全員で集まって祝しゆく杯はいを上げ、笑い合おうじゃないか」
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　作戦会議が終わった後、ガブリエラとレフレンシアはドゥイエンヌを別室に招いて、適てき度どに潤じゆん色しよくを交えながら作戦の詳細を説明した。

　そのあいだずっとドゥイエンヌの背後にマルチミリエが直立不動で控えていたのは、あの頃と少しも変わらない。

　彼女は今回の援軍にドゥイエンヌの副官として参加していたのだった。




　ガブリエラには意外だったが、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦略、即すなわち「戦わずして勝つ」という戦略を、ドゥイエンヌはあっさりと理解し、認めてくれた。

　レフレンシアが、そっとガブリエラに耳打ちをする。

「まぁ、あれだよ、団長、人は日々成長しているということさ。たとえそれが、ドゥイエンヌであろうとも」

　最後の一言で台無しだと思うガブリエラだが、たしかにそのとおりなのだろう。

　自分だって、ドゥイエンヌと共に団で活動していた雛ひよこの頃と同じではないのだ……と思いたいし。

「それに、今は戦わなくても、後に別のところで戦う局面は出てくるからね。そちらの応援に回ってくれと言ったのが利いたんだろう」

「ですね」

　ドゥイエンヌがそちらに回ってくれれば、そちら方面の戦力が大いに拡かく充じゆうされる。同時に、盆ぼん地ちでの白兎騎士団しろうさぎによる作戦遂行にドゥイエンヌがしゃしゃり出てくる心配をしなくて済む。

　まさに一石二鳥の用兵だと、ガブリエラは自じ画が自じ賛さんした。




　詳細を聞かされたドゥイエンヌは、極秘の作戦に従事するための準備を始めようと、マルチミリエを従え、率いてきた部隊の陣へと戻っていった。
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　すでにシギルノジチの先せん遣けん隊たいが盆地への下り口を固めている。

　ルーアル・ソシエダイ軍も北ほつ国こく街道の峠を越え、盆地へと進出しつつあった。

　シギルノジチの先遣隊を率いているのは、あのヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュと思われる。

　そこで、それを確認すると同時にシギルノジチ軍の練れん度どを測ろうと、レフレンシアとガブリエラはアスカに指し揮きさせた特別部隊を向かわせた。




　アスカ以下、選ばれた五十名は作戦行動を終え、無事に戻ってきた。




　雪ゆき兎うさぎ作戦のとき、すでにジアンから、

「シギルノジチ部隊はよく訓練されていて、かなり手強い」

　という報告を受けてはいたが、改めてアスカから、

「シギルノジチ先遣隊は練度、士気とも高く、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手」

　と聞かされ、レフレンシアとガブリエラはいっそう気を引き締めた。

　同時にレフレンシアは確信する。

　先遣隊を率いているのはヴィネダだろうということを。

「そうか。戻ってきたんだな、ヴィネダ。いいだろう、決着をつけようか。君がいつまでも過去の亡ぼう霊れいに囚われているなら、その目を覚まさせてやろう。目的のために手段を選ばないという覚かく悟ごは立派だが、そもそも目的を間違えている段階で君には勝ち目などないんだ」

　レフレンシアはそう言って不敵に笑ったという。
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　ジアンはカッシゥス王が率いる極秘部隊に合流すべく盆地を離れていった。

　彼女は遊ゆう撃げき小しよう隊たいの面々を引き連れている。

　とはいえ、セリノスは今や番隊長。

　ノエルノードはセリノスの傍かたわらにいる。

　レオチェルリはガブリエラの秘書官だ。

　ウェルネシアはルーアル・ソシエダイの王都から戻ってきているが、レフレンシアに従って極秘の任務に就つくというので、盆地に残っている。

　つまり「遊撃小隊の面々」といっても、今やアフレアとデイレィしかいなかった。

「いやいや、その二人がいてくれれば百人力ですって」

　ジアンは二人に全面的な信頼を置いているが、個人の戦闘ならいざ知らず、隠密行動の部隊を率いて敵を奇き襲しゆうするという任務だから、三人では心許ない。

　ということでジアンは、自らが特務分隊から選抜した精せい鋭えいと、ガブリエラとレフレンシアが付けてくれた新しん雛ひよこ小隊の何人かを率いているのだった。




　ヌノ川沿いの険しい抜け道でカッシゥス王とジアンは無事に再会を果たした。

「ジアンさん！」

　再会を喜んだカッシゥスが、人目を憚はばからずに抱きついてきたのでジアンは嬉うれしいやら困るやら。

　悔くやしそうな顔で露ろ骨こつな嫌みや皮肉を浴びせかけてくるアフレアをデイレィが宥なだめた。

　一方、新雛小隊から助っ人として遣わされたリンデルやシェーナ、フェレッラなど、羨ましそうな、あるいは物欲しそうな表情を隠そうとしない。

「王様、王様、再会を喜ぶのはまた改めて。それより、兵の訓練にかかりましょうよ。ルーアル・ソシエダイ軍に見つかるわけにはいかないので、山中での厳しい訓練になります。平気ですか？」

「もちろんです！　ジアンさんと一緒なら、たとえ火の中水の中山の中、なんの問題もありませんから」

「あ～～、はいはい、ご馳ち走そう様さまだわね、ジアン。あんた、この戦争が終わったら、必ずあたしに奢おごりなさいよ!?」

「うぇ？　いや、まぁ、いいんだけど。無事に勝利で終わったらね」

「終わるに決まってるじゃない。我が白兎騎士団しろうさぎの暗あん黒こく騎き士し団長様と腹はら黒ぐろ盆地の魔女様が二人で練ねりあげた作戦なんだもの。勝てないわけがないわ」

「うわ、アフレアも容よう赦しやないなぁ」

　と仰け反って苦笑するデイレィだが、アフレアが言うことにも一理あると思う。

（というか、二理も三理もあるよね。ガブリエラとレフレンシア様の作戦なんだから、白兎騎士団しろうさぎが負けるはずがないんだ。絶対に勝てるんだ。団員みんながそう思ってる。そう信じてる）

　そうだね、と頷うなずいたジアンは、

「じゃあ、勝利の暁あかつきにはアフレアに好きなものを奢るよ」

「忘れたら酷ひどいからね。あと、あたしだけじゃないわよ？　ここにいるデイレィや新雛、それに特務分隊のみんなにも奢ること」

　リンデルやシェーナ、フェレッラが盛大に拍手した。

「あぁもうわかりましたよ。みんなになんでも奢るから。その代わり、しっかり働いてもらうからね」

「言われなくても」

「任せてください！」




　こうしてヌノ川沿いの山中でセビリィノの極秘部隊とジアンたちは訓練を開始した。

　やがてそこにドゥイエンヌが率いてきた援軍の半数、五百が合流してきた。
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　レオノーラと、彼女の護衛役を仰せつかったハイミオやラツィーナ、そしてアルゴラたちは山中を迂う回かいして北国街道の峠付近まで忍んでいった。

　レオノーラの護衛にわざわざ番隊長のアルゴラを付けたところを見ても、ガブリエラやレフレンシアがいかに彼女のことを重要視しているかというのが窺うかがえる。

　じっさい、今回の作戦の成否はレオノーラの仕事の出来次第という側面があった。

　パルヴィネ峠に雪を降らせてシギルノジチの行軍を遅らせたのと同様、今回もレオノーラは峠近辺で自じ然ねん士しとしての能力を発揮させることになる。

　しかし、すでに雪の時期は終わろうとしている。雪を降らせて峠を閉ざすという手はもう使えない。

　では、彼女は何をしようとしているのだろうか。

　レオノーラの行動を受け、ジアンたちは何をしようとしているのだろうか。




　将棋スカツシエに喩たとえれば、まだ駒こそぶつかっていないものの、すでに盤ばん上じようは一触即発、一つのきっかけで全面的な衝突に発展するだろうという、そんな状況だった。
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　マイヨ・ルカの街から白兎騎士団しろうさぎの団員の姿が綺麗さっぱりと消えた。

　街の城門も開け放したままになっている。

　これならシギルノジチやルーアル・ソシエダイ部隊でなくても、誰でも街に入れる。




　本城へと引き揚げたレフレンシアやガブリエラたちは、眼下に盆地を見下ろす城じよう壁へきの上に立ってマイヨ・ルカの街を遠えん望ぼうした。

「さて、マイヨ・ルカの街を占せん拠きよするのはどちらかな。シギルノジチかルーアル・ソシエダイかによって、その後の作戦を微妙に修正しなきゃいけないからね」

　レフレンシアがそう言うと、傍らに立つガブリエラが応えた。

「予想どおりシギルノジチではありませんか。ルーアル・ソシエダイ軍は、思ったより慎しん重ちような姿勢を堅持していますから、想定より少し遅れています」

「そうだね。たぶん準備を調える時間が足りなかったせいもあるんだろうね。シギルノジチが先なら修正を加える必要がないから楽でいいや。しかし、そうなるとヴィネダの奴がマイヨ・ルカの街に入ることになるのかな」

　レフレンシアは、くくっ、と笑った。

「あいつのことを知っている街の者も多いからな。住民から好奇の視線を浴あびせられたときのあいつの反応が楽しみだよ」

「街にいる昔むかし馴な染じみの方に無理を言わないでしょうか？」

「それはないだろ。今のあいつはシギルノジチの客きやく将しようって立場だから、シギルノジチ軍幹部の意向を無視して事が運べるわけじゃない。無理、無茶を言ってくれるなら、住民の反感を買うだけだし、それはそれでかまわないんだけどね」

　二人の横に立っていたクシューシカが、珍しく顔に冷笑を浮かべた。

「そして白兎騎士団しろうさぎの倉庫には、ほとんど兵ひよう糧ろうも水もないときたものだ。ヴィネダも、あのときのことを思い出して悔しがるのではないかな」

「今回はシギルノジチの輜し重ちよう部隊が背後にいるから、あのときとは違うけどね。でも、いざ入城してみたら兵糧はほんの少ししかなかったとくれば、当てが外れたと思うのは間違いないな」

　とレフレンシアが言うと、ガブリエラが、ええ、と大きく頷いた。

「シギルノジチは兵糧を運び込んだとしても、自軍を養うだけで手一杯になります」

　そして、ガブリエラはにっこりと笑った。

　邪じや気きを感じさせない爽やかな笑顔だった。













「そこが、こちらの狙い目ですから」

　近くにいた団員――レフレンシアは除く――が、うっっ、と頭を引いた。

　本当にこの団長は爽やかな笑顔で平然と黒いことを言うなぁ、というのが全員に共通する思いだった。




　こうしてクセルクス盆地を巡る戦いが始まった。

　いや、もう始まっていたのだ。佳か境きように差しかかっていたのだ。

　それを知っているのは白兎騎士団しろうさぎの幹部だけだ。

　ルーアル・ソシエダイ王国やシギルノジチ経国の遠征軍幹部に、すでに戦いは始まっているだけでなく、早くも佳境に差しかかっているのだということを理解している者は一人としていなかった。





ガブリエラ戦記Ⅴ　完










　あとがき




　毎度ど～も。あるいは初めまして。舞まい阪さか洸こうです。いや、初めましての人なんかいるんかいな。もうシリーズ通算十六冊目だぞ。

　うん、「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」のⅠから数えれば十六冊目なんだよね。よくぞここまで続いたものだと感かん慨がい……に耽ふけってる場合ではない。ガブリエラとその仲間たちの物語はついに最終局面に突入。長らく続いた「白はく兎と」シリーズも次巻で大だい団だん円えんです。

「白兎」シリーズ本編最終刊となる「ガブリエラ戦記Ⅵ」は、たぶん来年一月の発売になるでしょう。サブタイトルは、ズバリ「白兎騎士団しろうさぎの大団円」。ついに戦争に決着がつきます。そのあとに短編集が出て「白兎」シリーズは完結となります。

　そこで、どうせなら賑にぎやかに終わりたいってことで、キャラクター人気投票などしてみようかと思い立った次第。詳細はこの直すぐ後ろのページに載っているので、そちらを参照してください。発表は来年の春に出る（予定）短編集にて行います。投票してくださった方には賞品もお出しします。楽しくお祭りして盛り上がって終わりましょう！

　さて、本編最終刊を前にして読者さんに問題を一つ出します。それは「ガブリエラはどうやってこの戦争を終わらせようとしているのか」というものです。

　本文でも触れましたが、盆地での攻防戦に勝つだけでは駄だ目めで、この戦争を終わらせない限り白兎騎士団しろうさぎに未来はないのです。そこでガブリエラは戦争を終わらせる切り札、言い換えれば和平のための最終兵器を使おうとしています。それはなんなのか。ガブリエラはどういう方法で戦争を終わらせ和平を勝ち取ろうとしているのか。そこを考えてみてください。手がかりは「ガブリエラ戦記」本編各所にちりばめられています……が、少し難しいかな。では、最終ヒントをここに出しておきましょう。それは。




　和平のための最終兵器は「最終兵器彼女」。




　ヒントになっているような、いないような（笑）。正解は次巻「ガブリエラ戦記Ⅵ」でお確かめください。

　で、最後に一つ、お断り（というか、お願いというか）があります。じつは『ガブリエラ戦記』と『鋼鉄の白兎騎士団』では、多少、記述が食い違っている箇か所しよがあります。これに関しては『ガブリエラ戦記』の記述に合わせる（こちらが正しい）という理解でお願いいたします。

　閑話休題それはさておき。

「白はく兎とシリーズ」が終わるとなると、次のネタの話になるわけですが。

　いちおう、次回作の構想はできてます。企画も会議を通ってますので、それほど間まを置かずに――来年の夏～秋くらい？　――スタートできるのではないかと。

　次も「白兎」の世界観に準じゆんずるような剣と魔法のファンタジー世界を舞台にしたお話になる予定でして、キャラクター構成も「白兎」に準じて女子キャラ比率高めで（笑）お送りします。

　なんてことを書いておきながら、突然、妹と幼おさな馴な染じみとクラス委員長が主人公を取り合う学園ラブコメになったりする可能性も……いやいや、ないない。それはないわ～。っていうか、そんなネタを舞阪に書かせてくれる編集部がないわ～（笑）。

　いろんな編集部と話をさせてもらってますが、だいたいファンタジーネタを求められるんだよね。「火ひ魅み子こ伝でん」や「白はく兎と」のイメージが強いから……なのかもしれません。ありがたいことではありますが、さすがに三つ四つのレーベルから「ファンタジーで」って言われるとネタの差別化に苦労するわけです。でも、ファミ通さんの新ネタは以前から考えていたモノなので、まとめるのにあまり苦労はしませんでしたが。

　閑話休題それはさておき２。

　最近、関東以西では猛もう暑しよ、なんていうニュースをテレビでよく見ます。が、見る度に、どこの外国の話？　とか思っちゃいます。関東平野の炎えん熱ねつ地じ獄ごくを体験してきた舞阪には札さつ幌ぽろの夏は天国です。暑いのは苦手、大嫌いという人で勤つとめ人じゃない人（具体的にはラノベ作家とか）はみんな札幌に越してくればいいのに（笑）。




　さて、最後に恒例の今後のスケジュール。

　十月には「競きよう泳えい戦せん隊たいミズギーズ」（ガガガ文庫）の三巻が出るかも。

　十一月には、もしかすると「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の二巻が？　出る？　かも？

　そして肝かん心じんの「ガブリエラ戦記Ⅵ」は年明け、一月かな？　かな？

　あ、そうだ。一つ言い忘れてたことがあった！　七月にファミ通文庫さんから発売になった「ホラーアンソロジー１〝赤〟」に、舞阪もホラー（っぽい）短編を一本書き下ろしたのです。よかったら、ぜひ。

　では、十月に「競泳戦隊ミズギーズ３」でお会いしましょう。





二〇一二年七月吉日　舞阪＠スペインに勝つとはビックリだ　洸
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札幌に移住して二回目の夏。

ここ数日真夏日が続くけど、まだエアコン（冷房）はつけていない。32度までは大丈夫。

あと、関係ないけど北海道は学校の夏休みが８月の半ばまでしかないことにこのあいだようやく気がついた。その分、冬休みが長いのかな？

それはさておき、舞阪百貨店別館稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/
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宮城県在住。

部屋の端っこで細々と絵を描いています。可愛い女の子と、太ももの絶対領域を描くのが大好き。

まだまだ未熟者ですが精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します。
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